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七
寺
一
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経
本
﹃
妙
法
蓮
華
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優
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提
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﹄
解
題
・
翻
刻

浅

野

学

要

旨

本
稿
は
︑
近
年
筆
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
日
本
古
写
経
本
を
用
い
た
﹃
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
﹄
︵
以
下
︑
﹃
法
華
論
﹄
︶
の
文
献
学

的
研
究
の
一
環
と
し
て
発
表
す
る
も
の
で
︑
主
に
新
出
資
料
で
あ
る
七
寺
一
切
経
本
﹃
法
華
論
﹄
に
関
す
る
解
題
と
︑
そ
の
全
文
翻
刻

で
あ
る
︒

二
〇
二
一
年
一
二
月
︑
筆
者
は
日
本
古
写
経
研
究
所
が
実
施
し
た
七
寺
一
切
経
の
実
地
調
査
︵
於
名
古
屋
市
中
区
大
須
︶
に
参
加
す

る
機
会
を
得
て
︑
稲
園
山
七
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
﹃
法
華
論
﹄
一
巻
本
と
二
巻
本
の
計
二
点
の
古
写
本
を
実
見
し
た
︒

一
点
は
菩
提
留
支
訳
﹃
妙
法
蓮
華
経
優﹅

婆﹅

提
舎
﹄
一
巻
本
で
あ
り
︑
保
存
状
態
の
良
い
古
写
本
で
あ
る
︒
も
う
一
点
は
菩
提
留
支
訳

﹃
妙
法
蓮
華
経
憂﹅

婆﹅

提
舎
﹄
二
巻
本
で
︑
冒
頭
箇
所
が
少
し
破
損
し
て
い
る
が
︑
全
体
的
に
は
大
部
分
の
本
文
が
確
認
で
き
る
古
写
本

で
あ
る
︒

本
稿
の
解
題
篇
で
は
︑
七
寺
蔵
の
二
種
の
﹃
法
華
論
﹄
古
写
本
に
関
す
る
基
本
的
な
事
柄
を
確
認
し
︑
そ
れ
か
ら
一
巻
本
が
﹁
古
形

の
菩
提
流
支
訳
﹂
の
系
統
で
あ
る
こ
と
︑
二
巻
本
は
聖
語
蔵
本
・
金
剛
寺
一
切
経
本
・
房
山
雲
居
寺
石
経
本
な
ど
と
同
じ
系
統
の
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
︒

ま
た
︑
﹃
法
華
論
﹄
諸
本
を
対
校
し
た
結
果
︑
七
寺
本
︵
一
巻
本
︶
の
本
文
系
統
は
︑
円
弘
﹃
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
﹄
所
引
の
﹃
法

華
論
﹄
と
近
似
し
て
お
り
︑
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
が
叡
山
版
に
比
し
て
祖
型
を
留
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

ま
た
︑
中
国
法
相
宗
第
二
祖
の
慧
沼
が
引
用
す
る
﹃
法
華
論
﹄
テ
キ
ス
ト
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
︑
敦
煌
写
本
の
中
に
も
残
っ
て
い

な
い
七
寺
本
︵
一
巻
本
︶
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
︑
唐
代
前
期
頃
ま
で
に
確
か
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
新
た
に
分
か
っ
た
︒

翻
刻
篇
で
は
︑
七
寺
蔵
の
菩
提
留
支
訳
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
一
巻
を
底
本
と
し
て
︑
全
文
を
翻
刻
し
た
︒
校
本
に
は
叡
山
版

﹃
法
華
論
﹄
を
使
用
し
︑
異
同
の
あ
っ
た
箇
所
は
全
て
指
摘
し
た
︒

仙
石
山
仏
教
学
論
集
第
一
五
号

令
和
六
年
十
二
月

一



解

題
は
じ
め
に

敦
煌
写
本
と
比
肩
し
て
語
ら
れ
る
高
い
資
料
的
価
値
を
有
す
る
日
本
古
写
経
本
を
用
い
た
文
献
学
的
研
究
が
︑
近
年
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る(１
)
︒
興
聖
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
﹄
︵
﹃
法
華
論
﹄
﹃
法
華
経
論
﹄
﹃
妙
法
蓮
華
経
論
﹄
と
も
称
さ
れ
る
︶
を
め
ぐ
っ

て
の
拙
稿
﹇
二
〇
二
一
﹈
﹇
二
〇
二
二
Ａ
﹈
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
を
足
掛
か
り
と
し
て
︑
筆
者
が
現
在
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
︑
日

本
古
写
経
本
を
用
い
た
﹃
法
華
論
﹄
の
文
献
学
的
研
究
で
あ
る
︒

『
法
華
論
﹄
の
テ
キ
ス
ト
に
は
︑
﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経
﹄
︵
以
下
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
︶
の
底
本
で
あ
る
高
麗
再
雕
版
を
始
め
と
し
た
各
種
刊

本
大
蔵
経
や
︑
日
本
で
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
版
本(２
)
︑
奈
良
朝
古
写
経
の
転
写
本
た
る
平
安
古
写
経
な
ど(３
)
︑
多
種
の
も
の
が
存
す

る
︒
し
か
し
︑
こ
れ
ら
﹃
法
華
論
﹄
諸
本
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
系
統
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
︑
未
解
明
な
所
も
多
く
︑
思
想
研
究

の
基
盤
と
な
る
文
献
学
的
研
究
上
の
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
︒

以
前
︑
本
論
集
第
十
三
号
に
投
稿
し
た
拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
で
は
︑
新
出
資
料
で
あ
っ
た
二
種
の
興
聖
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
の
内

容
を
報
告
し
︑
そ
の
内
︑
菩
提
流
支
訳
で
一
巻
本
の
院
政
期
写
本
を
底
本
と
し
た
全
文
翻
刻
を
公
表
し
た(４
)
︒
興
聖
寺
本
に
認
め
ら
れ

る
資
料
的
意
義
か
ら
︑
そ
の
翻
刻
資
料
は
︑
身
延
山
大
学
教
授
の
金
炳
坤
氏
が
行
わ
れ
て
い
る
﹃
法
華
論
﹄
の
文
献
学
的
研
究
で
も

用
い
ら
れ
て
い
る(５
)

︒

本
稿
で
取
り
扱
う
七
寺
一
切
経
本
﹃
法
華
論
﹄
は
︑
﹃
尾
張
史
料

七
寺
一
切
経
目
録
﹄
︵
以
下
︑
﹃
七
寺
目
録
﹄
︶
に
よ
っ
て
そ
の
所
在
が
伝

え
ら
れ
て
い
た
が(６
)

︑
そ
の
内
容
は
最
近
ま
で
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た(７
)

︑
新
出
の
﹃
法
華
論
﹄
古
写
本
で
あ
る
︒
七
寺
に
は
興
聖
寺

と
同
様
に
︑
勒
那
摩
提
訳
は
存
せ
ず
︑
一
巻
本
と
二
巻
本
の
菩
提
留
支
訳(８
)
﹃
法
華
論
﹄
が
現
存
す
る
︒
七
寺
所
蔵
本
は
︑
一
つ
は
菩

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

二



提
留
支
訳
﹃
妙
法
蓮
華
経
優﹅

婆﹅

提
舎
﹄
一
巻
で
あ
り
︑
も
う
一
つ
は
菩
提
留
支
訳
﹃
妙
法
蓮
華
経
憂﹅

婆﹅

提
舎
﹄
二
巻
で
あ
る
︒
こ
の

う
ち
︑
本
稿
で
は
七
寺
所
蔵
の
一
巻
本
を
底
本
と
し
︑
校
本
に
は
寛
永
二
年
版
︵
叡
山
版
古
活
字
本(９
)
︶
を
用
い
て
全
文
翻
刻
を
行
っ
た
︒

本
翻
刻
は
︑
現
在
筆
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
日
本
古
写
経
本
を
用
い
た
﹃
法
華
論
﹄
の
文
献
学
的
研
究
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
あ
る(10
)

︒

七
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
の
翻
刻
を
公
表
す
る
意
義
は
︑
現
行
の
各
種
刊
本
大
蔵
経
と
は
異
な
る
本
文
内
容
を
有
す
る
本
資
料
が
︑
関

連
研
究
に
新
知
見
を
齎
し
得
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
︑
ま
た
知
的
財
産
保
持
の
観
点
か
ら
閲
覧
に
は
一
定
の
制
約
が
課
さ
れ
て
い

る(11
)
本
資
料
を
︑
翻
刻
に
よ
っ
て
公
表
す
る
こ
と
で
︑
関
連
研
究
を
推
進
す
る
一
助
と
な
り
得
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
︒

本
解
題
で
は
︑
七
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
に
関
す
る
基
本
的
な
事
柄
に
つ
い
て
確
認
し
つ
つ
︑
﹃
法
華
論
﹄
を
巡
る
最
近
の
研
究
動
向

や
︑
七
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
の
翻
刻
作
業
及
び
﹃
法
華
論
﹄
の
諸
本
対
校
を
通
し
て
分
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
し
た
︒

一

七
寺
一
切
経
に
つ
い
て

七
寺
︵
稲
園
山
長
福
寺
︶
は
︑
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
大
須
に
所
在
す
る
真
言
宗
智
山
派
の
古
刹
で
あ
る
︒
開
創
は
奈
良
時
代
の

天
平
七
年
︵
七
三
五
年
︶
︑
行
基
︵
六
六
八
～
七
四
九
年
︶
に
よ
っ
て
な
さ
れ
︑
正
覚
院
と
称
し
て
︑
か
つ
て
は
尾
張
国
中
島
郡
萱
津
里

︵
現
在
の
稲
沢
市
七
ツ
寺
町
︶
に
所
在
し
て
い
た(12
)
︒
そ
の
後
︑
正
覚
院
は
自
然
災
害
や
兵
乱
に
よ
り
荒
廃
し
た
が
︑
仁
安
二
年
︵
一
一
六

七
年
︶
に
︑
大
中
臣
安
長
と
豊
後
守
親
実
と
が
資
財
を
寄
捨
し
て
︑
七
堂
伽
藍
と
十
二
の
僧
坊
を
建
立
し
︑
寺
号
を
稲
園
山
長
福
寺

に
改
め
た
︒
近
世
︑
将
軍
徳
川
家
康
の
清
洲
城
か
ら
名
古
屋
へ
の
移
転
に
伴
い
︑
慶
長
十
六
年
︵
一
六
一
一
年
︶
に
︑
七
寺
も
現
在

地
に
移
さ
れ
︑
享
保
年
間
に
は
藩
主
の
祈
願
所
と
な
り
寺
基
を
拡
げ
た
︒
明
治
十
二
年
︵
一
八
七
九
年
︶
に
智
積
院
末
と
な
っ
た
が
︑

昭
和
二
十
年
︵
一
九
四
五
年
︶
三
月
に
起
き
た
名
古
屋
大
空
襲
に
よ
っ
て
︑
広
濶
で
あ
っ
た
境
内
も
悉
く
烏
有
に
帰
し
た
︒

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

三



不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
の
は
︑
疎
開
に
よ
っ
て
難
を
逃
れ
た
七
寺
の
旧
国
宝
で
あ
る
唐
櫃
入
一
切
経
と
︑
避
難
の
た
め
持
ち
出

さ
れ
た
︵
焼
失
の
旧
国
宝
阿
弥
陀
如
来
の
︶
両
脇
侍
の
聖
観
音
・
大
勢
至
菩
薩
坐
像
が
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

七
寺
一
切
経
は
︑
七
寺
中
興
の
大
中
臣
安
長
が
亡
き
娘
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
発
願
し
︑
時
の
住
持
栄
芸
と
そ
の
弟
子
栄
俊
を
勧

進
僧
と
し
て
︑
承
安
五
年
︵
一
一
七
五
年
︶
か
ら
治
承
二
年
︵
一
一
七
八
年
︶
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
一
切
経
で
あ
る
︒
奥
書
の
記
録

か
ら
︑
七
寺
一
切
経
の
書
写
・
校
合
に
関
わ
っ
た
者
は
九
十
人
余
り
い
た
と
い
う
︒

散
逸
が
少
な
い
七
寺
一
切
経
は
︑
現
在
も
四
九
五
四
巻
と
︑
こ
れ
ら
を
納
め
た
当
初
か
ら
の
唐
櫃
三
十
合
が
現
存
し
て
い
る(13
)
︒
明

治
三
十
三
年
︵
一
九
〇
〇
年
︶
に
は
﹁
辛
櫃
入
一
切
経
﹂
と
い
う
指
定
名
称
で
旧
国
宝
に
指
定
さ
れ
︑
戦
後
に
は
再
調
査
に
よ
っ
て

重
要
文
化
財
に
指
定
変
更
さ
れ
て
い
る(14
)
︒
昭
和
三
十
九
年
︵
一
九
六
四
年
︶
か
ら
四
十
一
年
︵
一
九
六
六
年
︶
に
か
け
て
は
︑
文
化
庁

の
調
査
チ
ー
ム
が
︑
七
寺
一
切
経
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
︑
そ
の
成
果
は
昭
和
四
十
三
年
︵
一
九
六
八
年
︶
に
﹃
七
寺
目
録
﹄
と
し

て
報
告
さ
れ
て
い
る(15
)
︒

そ
の
後
︑
平
成
二
年
︵
一
九
九
〇
年
︶
に
は
︑
落
合
俊
典
氏
が
七
寺
一
切
経
中
に
数
十
点
の
古
逸
経
典
を
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
契

機
と
し
て(16
)
︑
牧
田
諦
亮
博
士
を
会
長
と
し
た
七
寺
古
逸
経
典
研
究
会
が
結
成
さ
れ(17
)
︑
そ
の
頃
か
ら
七
寺
一
切
経
の
調
査
・
研
究
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
そ
の
成
果
は
﹃
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
﹄
全
六
巻
と
し
て
結
実
し
た
︒
現
在
︑
日
本
古
写
経
研
究

所
か
ら
継
続
的
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
﹃
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
﹄
や
﹃
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
な
ど
に
お
い
て
も
︑
七
寺

本
一
切
経
と
先
の
研
究
成
果
は
︑
多
大
な
る
学
術
的
恩
恵
を
与
え
て
い
る
︒

七
寺
一
切
経
の
特
徴
に
つ
い
て
︑
落
合
俊
典
﹇
一
九
九
四
﹈
は
﹁
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
と
こ
ろ
を
分
類
す
る
と
大
き
く
二
つ
に

分
け
ら
れ
る
︒
先
ず
第
一
は
七
寺
一
切
經
は
他
の
平
安
寫
經
と
異
な
っ
て
古
逸
經
典
を
數
多
く
含
む
と
い
う
こ
と
︒
そ
の
第
二
は
七

寺
一
切
經
は
そ
の
大
半
が
奈
良
朝
寫
經
系
統
の
轉
寫
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る(18
)

﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
七
寺
一
切
経
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
は
︑
唐
櫃
内
蓋
に
残
さ
れ
た
経
典
目
録
か
ら
︑
円
照
︵
生
没
年
不
詳
︶
﹃
貞
元
新
定
釈
教
目
録
﹄
に
依
っ
た
一
切
経
と
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さ
れ
て
い
た
が(19
)
︑
落
合
俊
典
﹇
一
九
九
四
﹈
は
﹁
刊
本
貞
元
録
︵
高
麗
蔵
本
︶
と
日
本
に
残
る
古
写
本
の
﹃
貞
元
録
﹄
と
の
相
違
を
示

さ
れ
た
の
は
塚
本
善
隆
博
士
で
あ
る
︒
七
寺
一
切
経
の
編
成
も
本
来
の
古
本
﹃
貞
元
録
﹄
に
従
っ
た
の
は
ま
ず
相
違
な
い
と
思
わ
れ

る(20
)

﹂
と
指
摘
し
て
い
る
︒
そ
の
底
本
は
主
と
し
て
︑
当
時
︑
尾
張
地
方
周
辺
に
伝
わ
っ
て
い
た
奈
良
朝
以
来
の
書
写
一
切
経
が
用
い

ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が(21
)

︑
一
部
に
は
巻
末
に
開
宝
蔵
の
刊
記
を
有
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る(22
)

︒

現
在
︑
落
合
俊
典
所
長
率
い
る
日
本
古
写
経
研
究
所
に
よ
っ
て
︑
七
寺
一
切
経
の
調
査
・
保
護
・
撮
影
活
動
が
継
続
的
に
行
わ
れ

て
お
り
︑
撮
影
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
順
次
︑
日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
追
加
さ
れ
て
い
る
︒

二

『
法
華
論
﹄
に
つ
い
て
︑
及
び
近
年
の
研
究
動
向

北
イ
ン
ド
出
身
の
世
親
︵
四
～
五
世
紀
頃
︒
V
asubandhu
︶
が
撰
し
た
﹃
法
華
論
﹄
は
︑
大
乗
経
典
﹃
法
華
経
﹄
の
注
釈
書
で
あ
り
︑

イ
ン
ド
で
書
か
れ
た
﹃
法
華
経
﹄
注
釈
書
と
し
て
は
︑
唯
一
現
存
す
る
も
の
で
あ
る
︒
梵
本
︑
蔵
訳(23
)
は
現
存
し
な
い
が
︑
漢
訳
の
二

種
が
現
存
す
る
︒
漢
訳
﹃
法
華
論
﹄
は
︑
古
来
︑
﹃
法
華
経
﹄
の
研
究
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
て
来
た
論
書
で
あ
り
︑
﹃
法
華
論
﹄
を

解
釈
し
て
︑
論
を
為
し
た
注
釈
家
は
数
多
い
︒
と
り
わ
け
中
国
三
論
宗
の
吉
蔵
︵
五
四
九
～
六
二
三
年
︶
撰
﹃
法
華
論
疏
﹄
三
巻(24
)
︑

﹃
法
華
玄
論
﹄
十
巻(25
)
︑
﹃
法
華
義
疏
﹄
十
二
巻(26
)
︑
﹃
法
華
遊
意
﹄
二
巻(27
)
︑
中
国
天
台
宗
の
智
顗
︵
五
三
八
～
五
九
七
年
︶
説
・
灌
頂
︵
五

六
一
～
六
三
二
年
︶
記
﹃
妙
法
蓮
華
経
玄
義
﹄
十
巻(28
)
︑
﹃
妙
法
蓮
華
経
文
句
﹄
十
巻(29
)
︑
中
国
法
相
宗
の
基
︵
六
三
二
～
六
八
二
年
︶
撰

﹃
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
﹄
十
巻(30
)
︑
日
本
天
台
宗
の
最
澄
︵
七
六
七
～
八
二
二
年
︶
撰
﹃
法
華
論
科
文
﹄
一
巻(31
)
︑
円
珍
︵
八
一
四
～
八
九
一
年
︶

撰
﹃
法
華
論
記
﹄
十
巻(32
)
な
ど
︑
﹃
法
華
論
﹄
に
依
拠
し
︑
盛
ん
に
引
用
す
る
注
釈
書
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る(33
)
︒

現
行
本
の
﹃
大
正
蔵
﹄
第
二
十
六
巻
に
は
︑
二
種
の
﹃
法
華
論
﹄
が
収
録
さ
れ
て
い
る(34
)
︒
一
つ
は
︑
勒
那
摩
提
訳
﹃
妙
法
蓮
華
経

論
優
波
提
舎
﹄
一
巻
で
︑
も
う
一
つ
は
︑
菩
提
留
支
訳
﹃
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
﹄
二
巻
で
あ
り
︑
こ
れ
ら
は
同
本
異
訳
で
あ
る(35
)
︒
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『
法
華
論
﹄
の
国
訳
に
は
四
種
類
が
知
ら
れ(36
)
︑
こ
の
う
ち
藤
井
教
公
氏
・
池
邊
宏
昭
氏
ら
に
よ
る
訳
注
に
は
︑
現
代
語
訳
も
収
録

さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
か
ら
刊
行
さ
れ
た

T
erry
R
ae
A
bbott
[
一
九
八
五
﹈
︵
学
位
論
文
︶
に
お
け
る
﹃
法

華
論
﹄
の
英
訳
・
訳
注
が
知
ら
れ
る(37
)
︒

『
法
華
論
﹄
を
巡
る
此
処
十
年
ほ
ど
の
研
究
動
向
と
し
て
は
︑
現
行
本
と
は
異
な
る
内
容
を
有
す
る
﹃
法
華
論
﹄
が
存
す
る
こ
と

に
つ
い
て
︑
金
炳
坤
﹇
二
〇
一
七
﹈
と
桑
名
法
晃
﹇
二
〇
一
六(38
)

﹈
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
︑
二
〇
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
妙
法
蓮
華
経

優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
﹄
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
︵
以
下
︑
叢
書
Ⅱ
︶
で
は
︑
そ
の
研
究
成
果
が
纏
め
て
発
表
さ
れ
︑
併
せ
て
寛

永
二
年
︵
一
六
二
五
年
︶
古
活
字
版
と
正
保
三
年
︵
一
六
四
六
年
︶
版
の
﹃
法
華
論
﹄
の
影
印
が
掲
載
さ
れ
た
︒
叢
書
Ⅱ
で
は
︑
﹁
経
曰

帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩
﹂
︵
以
下
︑
帰
命
頌
︶
の
文
を
有
す
る
江
戸
期
刊
行
の
版
本
﹃
法
華
論
﹄
一
巻
本(39
)
や
︑
八
世
紀
以
前
に
活
動
し
た

新
羅
僧
の
円
弘(40
)
﹃
妙
法
蓮
華
経
論
子
注(41
)
﹄
︵
以
下
︑
﹃
子
注
﹄
︶
所
引
の
﹃
法
華
論
﹄
︵
以
下
︑
子
注
法
華
論
︶
な
ど
が
︑
古
形
の
菩
提
流

支
訳
の
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
る
資
料
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
た
︒

ま
た
叢
書
Ⅱ
に
少
し
先
行
す
る
﹃
身
延
論
叢
﹄
第
二
十
五
号
で
は
︑
﹁
円
弘
と
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
﹂
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
︒

こ
の
中
で
︑
金
天
鶴
﹇
二
〇
二
〇
﹈
は
︑
子
注
法
華
論
が
現
行
本
と
は
異
な
る
構
成
︵
帰
敬
頌
＋
帰
命
頌
＋
如
是
我
聞
︶
を
持
つ
第
三
の

テ
キ
ス
ト
で
あ
り
︑
本
文
が
現
行
の
菩
提
留
支
訳
と
勒
那
摩
提
訳
の
混
ざ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た(42
)
︑
と
し
て
い
る
︒
叢

書
Ⅱ
所
収
の
金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ａ
﹈
﹇
二
〇
二
〇
Ｂ
﹈
で
は
︑
金
天
鶴
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
﹁
第
三
の
テ
キ
ス
ト
﹂
説
を
踏
ま
え
て
論
じ

て
お
り
︑
そ
の
﹁
第
三
の
テ
キ
ス
ト
﹂
は
具
体
的
に
は
﹁
流
支
訳
﹃
法
華
論
﹄
の
古
形
﹂
で
あ
る
と
し
て
い
る(43
)
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
﹃
子
注
﹄
は
巻
中
と
巻
下
の
半
分
ほ
ど
が
散
逸
し
て
い
る
た
め
︑
金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ｂ
﹈
に
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
た
古
形
の
菩
提
流
支
訳
の
復
元(44
)

は
︑
新
出
資
料
の
発
見
に
懸
か
っ
て
い
る
所
も
あ
っ
た(45
)

︒

叢
書
Ⅱ
が
刊
行
さ
れ
た
頃
と
同
時
期
︑
筆
者
は
令
和
二
年
︵
二
〇
二
〇
年
︶
度
の
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
十
一
回
学
術
大
会

に
参
加
し
︑
新
出
の
興
聖
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
斯
界
で
初
め
て
報
告
し
た
︒
そ
の
際
に
は
︑
院
政
期
写
本
の
巻
首
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に
傍
注
の
よ
う
な
形
で
帰
命
頌
が
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
︑
二
種
の
興
聖
寺
本
が
現
存
の
諸
本
と
は
異
な
る
内
容
を
有
し
て
い
る
こ

と
︑
興
聖
寺
一
切
経
全
体
の
傾
向
か
ら
院
政
期
写
本
は
奈
良
朝
写
経
の
転
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た(46
)

︒
そ
の
後
︑

拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ａ
﹈
で
は
︑
金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ｂ
﹈
の
分
類
法(47
)

に
従
っ
て
︑
興
聖
寺
の
院
政
期
写
本
が
古
形
の
菩
提
流
支
訳
と
同

じ
系
統
に
属
す
る
こ
と
を
報
告
し
︑
ま
た
︑
新
出
の
七
寺
一
切
経
本
﹃
法
華
論
﹄
一
巻
が
︑
同
じ
く
古
形
の
菩
提
流
支
訳
の
系
統
に

属
す
る
本
文
内
容
を
有
す
る
こ
と
を
初
め
て
報
告
し
た
︒
ま
た
︑
本
論
文
集
の
第
十
三
号
に
は
︑
本
稿
の
﹁
は
じ
め
に
﹂
で
も
触
れ

た
興
聖
寺
本
の
全
文
翻
刻
を
投
稿
し
た
︒
さ
ら
に
拙
稿
﹇
二
〇
二
三
﹈
で
は
︑
黒
板
勝
美
編
﹃
真
福
寺
善
本
目
録
﹄
続
輯(48
)
に
よ
っ
て

新
た
に
見
出
し
︑
実
物
調
査
の
機
会
を
賜
り
実
見
し
た
真
福
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
に
つ
い
て
初
め
て
報
告
し
︑
そ
れ
を
基
に
︑
令
和
五

年
︵
二
〇
二
三
年
︶
十
一
月
開
催
の
日
本
古
写
経
研
究
所
第
二
回
公
開
研
究
会
に
お
い
て
︑
真
福
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
の
資
料
的
意
義

に
つ
い
て
研
究
発
表
を
行
っ
た(49
)
︒

本
稿
の
執
筆
は
︑
自
身
の
先
の
研
究
に
続
い
て
実
施
し
た
も
の
で
︑
七
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
の
全
文
翻
刻
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
り
︑

今
後
の
研
究
に
繫
げ
て
い
く
た
め
の
布
石
で
も
あ
る
︒

三

七
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
の
特
徴
と
本
文
系
統

七
寺
所
蔵
の
二
種
の
﹃
法
華
論
﹄
古
写
本
に
は
︑
書
写
奥
書
が
存
し
な
い
が
︑
校
合
奥
書
が
あ
り
︑
勧
進
僧
栄
芸
と
大
法
師
栄
俊

の
名
が
見
え
る
︒
写
本
の
形
式
は
︑
七
寺
一
切
経
成
立
当
初
の
天
地
朱
界
・
縦
墨
界
で
あ
り
︑
安
元
二
年
︵
一
一
七
六
年
︶
か
ら
治

承
三
年
︵
一
一
七
九
年
︶
の
間
に
書
写
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
平
安
末
期
書
写
本
で
あ
る(50
)
︒

奥
書
に
つ
い
て
述
べ
る
と
︑
一
巻
本
の
巻
末
に
は
﹁
一
交
了

永
藝
﹂
と
あ
り
︑
二
巻
本
の
巻
上
の
巻
末
に
は
﹁
一
校
了
榮

マ
マ

俊
﹂

と
あ
り
︑
巻
下
の
巻
末
に
は
﹁
一
校
了

榮
俊
﹂
と
あ
る
︒
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こ
れ
ら
計
三
巻
の
﹃
法
華
論
﹄
の
巻
末
に
記
さ
れ
る
校
了
奥
書
に
名
の
見
え
る
︑
永
芸
︵
栄
芸(51
)

︶
と
栄
俊
は
︑
﹃
大
般
若
経
﹄
を

納
め
る
唐
櫃
以
外
の
外
蓋
裏
に
あ
る
朱
漆
書
の
起
請
文
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
︒
起
請
文
に
は
︑

勧
請

鎮
守
十
五
所
権
現
大
明
神
御
宝
前

謹
請

一
切
経
安
置
間
五
箇
条
起
請
状

一
︑
後
々
将
来
︑
寺
家
不
集
来
者
︑
独
竊
不
可
開
唐
櫃
事

一
︑
後
々
将
来
︑
雖
強
縁
眤
人
︑
不
可
奉
借
出
他
圀
他
境
事

一
︑
後
々
将
来
︑
於
國
中
︑
雖
為
書
写
奉
請
︑
一
度
一
合
外
︑
不
可
奉
借
出

多
合
事

一
︑
後
々
将
来
︑
寺
中
居
住
僧
︑
炎
天
比
一
年
一
度
︑
可
奉
于
施
事

一
︑
後
々
将
来
︑
寺
中
僧
︑
依
他
人
語
竊
不
可
借
出
事

右
事
為
躰
︑
雖
似
邪
見
︑
夫
以
世
間
作
法
或
為
火
難
︑
或
鼠
敵

或
為
盗
失
︑
其
恐
尤
以
切
也
︑
若
圀
中
郡
内
︑
為
書
写
奉
読
有

奉
請
之
望
人
者
︑
奉
請
一
合
令
返
送
︑
其
一
合
之
後
︑
又
可
奉
請

一
合
︑
連
々
如
此
用
之
︑
一
度
巨
多
奉
請
之
事
︑
永
以
停
止
︑

何
況
於
他
國
奉
請
哉
︑
若
背
此
状
之
人
者
︑
可
奉
任
大
行
事

熱
田
大
明
神
︑
八
釼
大
明
神
也
︑
神
威
厳
重
者
︑
人
誰
違
之

御
願
経
中
所
載
三
世
十
方
諸
護
法
聖
衆
︑
伏
乞
諸
天
善
神

住
劫
垂
跡
諸
冥
衆
龍
神
鬼
神
︑
同
心
命
知
見
証
明
給
︑
謹
起
請
如
件

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

八

一巻本巻末巻下巻末



治
承
二
年
戊戌

八
月

願
主
惣
大
判
官
代
散
位
大
中
臣
安
長
女
弟
子
民
氏

勧

進

僧

榮

藝

大

法

師

榮

俊

と
あ
る(52
)
︒
赤
尾
栄
慶
﹇
二
〇
〇
〇
﹈
は
︑
﹁
経
文
の
校
合
を
行
っ
た
僧
は
︑
栄
俊
︵
永
俊
︶
ら
五
十
人
余
を
数
え
て
い
る
が
︑
そ
の
半

数
が
書
写
者
と
ダ
ブ
っ
て
い
る
︒
た
だ
し
︑
﹃
唐
櫃
の
起
請
文
﹄
に
名
を
連
ね
た
栄
芸
︵
永
芸
︶
は
︑
書
写
と
校
合
い
ず
れ
も
行
っ

て
い
る
が
︑
栄
俊
︵
永
俊
︶
の
方
は
︑
書
写
を
行
わ
ず
︑
校
合
の
み
を
行
っ
て
い
る(53
)
﹂
と
述
べ
て
お
り
︑
そ
う
す
る
と
︑
一
巻
本
を

校
合
し
た
栄
芸
は
﹃
法
華
論
﹄
の
書
写
も
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
︑
一
方
︑
二
巻
本
を
校
合
し
た
栄
俊
は
︑
﹃
法
華
論
﹄
の

書
写
に
は
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
栄
芸
は
当
時
の
七
寺
の
住
持
で
あ
り
︑
栄
俊
は
そ
の
弟
子
で
あ
っ
た(54
)
︒

拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ａ
﹈
で
言
及
し
た
よ
う
に
︑
巻
首
に
帰
敬
頌
と
帰
命
頌
を
有
し
︑
﹁
自
此
已
下
示
現
所
説
法
因
果
相
応
知
﹂
の
一

文
が
方
便
品
に
置
か
れ
て
い
る
七
寺
所
蔵
の
一
巻
本
の
菩
提
留
支
訳
は
︑
金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ｂ
﹈
の
分
類
法
に
従
え
ば
︑
古
形
の

菩
提
流
支
に
該
当
す
る
︒
ま
た
︑
七
寺
所
蔵
の
上
下
二
巻
本
の
内
︑
巻
上
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
で
︑
﹁
も
う
一
点
は

欠
損
に
よ
り
内
題
が
存
し
な
い
が
︑
帰
敬
頌
が
確
認
で
き
る
も
の
で
︑
尾
題
に
は
﹃
妙
法
蓮
華
経
憂
婆
提
舎
巻
上
﹄
と
あ
り
︑
上
下

二
巻
本
の
巻
上
と
見
ら
れ
る
︒
︵
中
略
︶
二
巻
本
の
巻
上
と
見
ら
れ
る
も
の
は
︑
金
剛
寺
本
等
と
同
系
統
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た(55
)
﹂

と
述
べ
た
通
り
で
あ
り
︑
こ
れ
ら
七
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
に
も
曇
林
の
前
序
は
見
ら
れ
な
い
︒
但
だ
一
つ
言
い
忘
れ
て
い
た
こ
と
が
あ

り
︑
そ
れ
は
﹃
八
種
目
録
﹄
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に(56
)
︑
七
寺
所
蔵
の
上
下
二
巻
本
に
は
巻
下
も
あ
り
︑
筆
者
は
巻
上
を
初
め
て

実
見
し
た
際
に
︑
巻
下
も
実
見
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
︒
拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
の
執
筆
時
に
は
︑
﹃
法
華
論
﹄
の
金
剛
寺
本
と
聖
語

蔵
本
︵
N
o.1847
︶
と
が
︑
巻
上
の
み
現
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
て
い
て
︑
七
寺
所
蔵
の
二
巻
本
の
巻
下
の
存
在

が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
た
︒
そ
の
た
め
︑
今
回
初
め
て
の
言
及
と
な
る
が
︑
七
寺
所
蔵
の
二
巻
本
の
巻
下
は
︑
巻
上
と
同
様
に

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

九



欠
損
に
よ
り
内
題
が
存
し
な
い
も
の
の
︑
尾
題
に
は
﹁
妙
法
蓮
華
経
憂
婆
提
舎
巻
下
﹂
と
あ
る
も
の
で
︑
そ
の
形
式
な
ど
か
ら
︑
先

の
巻
上
と
一
具
を
な
す
も
の
と
見
て
特
に
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
︒
巻
下
に
は
︑
巻
上
で
は
完
全
に
欠
け
て
い
た
巻
首
の
著
者
・

訳
者
の
箇
所
が
一
部
確
認
で
き
る
︒
当
該
箇
所
は
巻
下

の
巻
首
に
あ
る
た
め
︑
そ
の
画
像
は
日
本
古
写
経
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
ど
こ
か
ら
で
も
閲
覧
で
き
る
が(57
)
︑
今
︑
そ

の
画
像
を
此
処
に
示
す
︒
な
お
︑
行
番
号
を
付
し
︑
左

側
に
は
翻
刻
を
載
せ
︑
欠
損
が
な
い
か
少
な
い
行
で
は
︑

参
考
ま
で
に
一
行
あ
た
り
の
字
詰
め
を
丸
括
弧
の
中
に

示
し
た
︒
翻
刻
の
表
記
は
︑
本
稿
三
〇
頁
の
凡
例
に
準

ず
る
が
︑
欠
損
部
分
で
文
字
数
が
不
明
で
あ
る
場
合
は
︑

角
括
弧
で
括
っ
た
二
マ
ス
空
白
︵
﹇

﹈
︶
で
示
す
︒

巻
下
の
巻
首
に
は
﹁
⁝
留
支
﹂
の
名
が
見
え
︑
先
の

巻
上
に
は
序
品
の
末
に
﹁
自
此
以
下
示
現
所
説
法
因
果

相
応
知
﹂
の
一
文
が
確
認
で
き
︑
方
便
品
に
は
こ
れ
が

な
い
た
め
︑
七
寺
所
蔵
の
﹃
法
華
論
﹄
二
巻
本
は
︑
現

行
本
の
菩
提
留
支
訳
二
巻
本
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
︑

高
麗
再
雕
本
に
見
ら
れ
る
﹁
又
依
義
攝
三
故
⁝
等
故
﹂

の
五
十
二
字
を
有
し
て
い
な
い
た
め
︑
所
謂
﹁
菩
提
留

支
訳
﹃
法
華
論
﹄
の
別
本(58
)
﹂
で
は
な
く
︑
聖
語
蔵
本

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

一
〇

七寺本『妙法蓮華経憂婆提舎』巻下の巻首

１２３４５６７８９101112131415



︵
N
o.1847)
・
金
剛
寺
一
切
経
本
・
興
聖
寺
刊
本
・
江
南
系
統
大
蔵
経
本
の
菩
提
留
支
訳
︑
及
び
房
山
雲
居
寺
石
経
本
の
菩
提
流﹅

支

訳
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と
な
る
︒
な
お
同
箇
所
に
よ
る
と
︑
一
行
当
た
り
の
字
詰
め
は
十
八
字
前
後
で
推
移
し
て
お
り
︑
あ
ま
り

一
定
し
て
い
な
い
︒

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

一
一

１

[

﹈
乗
論
師
婆
藪
槃
豆

𥼶

２

[

﹈
㽞
支
共
沙
門

曇
林
䒭
譯

３

如
是
已
說
妙
法
㓛
徳
具
𠯣
次
說
如
來
法
師
㓛
︵
一
行
十
七
字
︶

４

徳
成
𭕐
應
知
如
経
何
以
故
舎
利
弗
諸
佛
如
來
︵
一
行
十
七
︶

５

自
在
□
□
成
□
故
如
来
成
𭕐
四
種
㓛
徳
故
能
度
︵
一
行
十
八
字
︶

６

[

﹈
為
四
一
者
住
成
𭕐
如
経
舎
利
弗
如

７

[

﹈
方
便
故
□
種
方
便
者
謂
従
𫥡

８

卛
天
中
退
沒
乃
至
示
現
入
涅
槃
故
二
者
教
㐶
︵
一
行
十
七
字
︶

９

成
𭕐
如
経
種
種
知
見
故
種
種
知
見
者
示
現
𭰏
浄
諸
︵
一
行
十
九
字
︶

10

囙
故
三
者
㓛
徳
畢
竟
成
𭕐
如
経
種
種
𫝹
𮗚
故
種
種
︵
一
行
十
九
字
︶

11

𫝹
𮗚
者
以
說
彼
法
成
𭕐
因
縁
如
法
相
應
故
四
者
說
︵
一
行
十
九
字
︶

12

成
𭕐
如
経
種
種
言
辞
故
種
種
言
辞
者
以
四
無
礙
智
︵
一
行
十
九
字
︶

13

故
何
䒭
何
䒭
名
字
章
勾
随
何
䒭
何
䒭
衆
生
能
︵
一
行
十
七
字
︶

14

受
而
為
說
故
又
復
有
義
種
種
方
便
者
種
種
方
便
示
︵
一
行
十
九
字
︶

15

現
外
道
所
有
耶
法
如
是
如
是
種
種
過
失
故
種
︵
一
行
十
七
字
︶



一
切
経
の
中
に
一
巻
本
と
二
巻
本
の
菩
提
留
訳
を
含
み
︑
且
つ
勒
那
摩
提
訳
は
存
在
し
な
い
と
い
う
︑
七
寺
一
切
経
に
お
け
る

﹃
法
華
論
﹄
の
収
録
状
況
は
︑
興
聖
寺
一
切
経
に
お
け
る
﹃
法
華
論
﹄
の
収
録
状
況
と
一
致
し
て
お
り(59
)
︑
こ
の
こ
と
は
︑
日
本
の
平

安
時
代
末
期
頃
に
書
写
さ
れ
た
写
本
一
切
経
の
一
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒

四

一
巻
本
の
誤
脱
・
衍
字
な
ど
に
つ
い
て

七
寺
所
蔵
の
一
巻
本
﹃
法
華
論
﹄
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
上
の
問
題
点
と
し
て
は
︑
巻
全
体
を
通
し
て
見
ら
れ
る
脱
字
の
多
さ
が
あ

る
︒
先
ず
は
翻
刻
篇
の
注
記
で
指
摘
し
た
脱
字
箇
所
を
以
下
に
示
す
︒
な
お
︑
数
が
多
い
た
め
一
百
行
毎
に
区
切
っ
て
示
し
︑
七
寺

本
に
お
い
て
当
該
の
脱
字
が
存
す
る
行
数
と
そ
の
脱
字
内
容
を
示
し
た
︒
本
稿
翻
刻
篇
と
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
︒

100
行
目
ま
で
：
21
為

27
諸

48
謂
・
漢

63
昧

200
行
目
ま
で
：
116
彼

134
上

142
諸

158
器

164
不

172
爲

185
攝
成
就
故

187
偈
・
總

192
二

195
不
見

198
依

300
行
目
ま
で
：
223
說

226
縁

259
者

400
行
目
ま
で
：
304
彼

326
畏

332
說

334
法

368
諸

500
行
目
ま
で
：
440
是

442
取

445
行

446
作

469
法

496
漢

600
行
目
ま
で
：
536
證
・
如

543
故

564
遮

583
謂

587
不

599
所

700
行
目
ま
で
：
623
無

661
倒

667
涅
槃

669
復

800
行
目
ま
で
：
715
說

773
経

774
發
︵
ま
た
は
﹁
起
﹂)

786
者

791
三

792
法

801
行
目
以
降
：
806
王

810
受
持

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
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・
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︵
浅
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右
に
示
し
た
所
を
纏
め
る
と
︑
七
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
に
は
︑
計
五
十
箇
所
︵
48
行
目
・
187
行
目
・
536
行
目
は
行
内
に
二
箇
所
の
脱
字
︶
︑

計
五
十
六
字
︵
195
行
目
・
667
行
目
・
810
行
目
は
二
字
の
脱
字
︑
185
行
目
は
四
字
の
脱
字
︶
の
脱
字
が
確
認
さ
れ
た
︒
こ
の
う
ち
網
か
け
で
示

し
た
八
箇
所
︵
48
行
目
・
142
行
目
・
304
行
目
・
368
行
目
・
583
行
目
・
623
行
目
・
791
行
目
・
806
行
目
︶
は
︑
当
該
字
が
行
末
の
改
行
す
る
位
置

に
置
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒
行
末
に
お
け
る
脱
字
が
︑
計
五
十
の
脱
字
箇
所
の
う
ち
の
八
箇
所
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
︑
お
お
よ
そ
七
回
に
一
回
は
行
末
の
改
行
時
に
脱
字
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な
る
︒
こ
れ
は
一
行
の
字
詰
め

が
十
六
字
前
後
で
あ
る
本
写
本
か
ら
す
る
と
︑
有
意
差
が
あ
る
と
言
え
︑
脱
字
の
問
題
が
特
に
改
行
時
に
起
き
や
す
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
先
に
指
摘
し
た
五
十
箇
所
以
外
で
︑
脱
字
し
て
い
る
が
そ
の
箇
所
に
補
入
記
号
が
付
さ
れ
て
︑
補
入
記
号
の
右
傍
に
挿
入

す
べ
き
字
が
示
さ
れ
て
い
る
︵
773
行
目
に
つ
い
て
は
上
方
欄
外
に
挿
入
す
べ
き
字
が
示
さ
れ
て
い
る
︶
箇
所
が
確
認
で
き
る
︒
以
下
に
︑
そ

れ
ら
が
確
認
で
き
る
箇
所
と
︑
補
入
記
号
が
示
す
字
を
記
す
︒

補
入
記
号
：

28
故

32
如
経

148
如
経

156
名

189
如
経

244
現

308
起
已

407
分

432
如
来

622
具
足

773
槃歟

︵
上
方
欄
外
)

774
心

777
者

779
𠰥

784
以

818
謂

補
入
記
号
が
確
認
で
き
る
箇
所
は
︑
右
に
示
し
た
計
十
六
箇
所
で
あ
る
︒
そ
の
内
︑
244
行
目
の
箇
所
は
︑
諸
本
と
の
対
校
か
ら
も

﹁
現
﹂
を
挿
入
す
る
必
要
が
な
い
︒
ま
た
︑
773
行
目
の
箇
所
は
︑
脱
字
箇
所
に
補
入
記
号
が
付
さ
れ
て
お
り
︑
上
方
欄
外
に
は
﹁
槃歟

﹂

と
あ
る
︒

ま
た
︑
見
せ
消
ち
・
倒
置
符
・
擦
り
消
し
︑
が
確
認
で
き
る
箇
所
も
全
て
指
摘
し
て
お
く
と
︑
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

一
三

31〜32 行目



見
せ
消
ち
：

30
経ヒ

31
経ヒ

293
說ヒ

387
種ヒ

494
誇ヒ

︵
上
方
欄
外
に
﹁
證歟

﹂)

553
酪ヒ

︵
上
方
欄
外
に
﹁
酪歟

﹂)

806
妙

倒

置

符
：

283
0
妙
勝✓

562
0
觧
得✓

擦
り
消
し
：

147
如
経

188
如
経

見
せ
消
ち
は
︑
削
除
・
訂
正
す
べ
き
字
の
右
傍
に
﹁
ヒ
﹂
が
付
さ
れ
て
お
り
︑
806
行
目
の
場
合
で
は
打
ち
消
し
線
が
引
か
れ
て
い

る
︒
倒
置
符
は
︑
互
い
に
置
き
換
え
る
べ
き
二
字
の
︑
一
字
目
の
上
方
と
二
字
目
の
右
傍
に
付
さ
れ
て
い
る
︒
擦
り
消
し
は
﹁
如

経
﹂
に
対
し
て
見
ら
れ
︑
補
入
記
号
の
所
で
挙
げ
た
148
行
目
189
行
目
の
手
前
に
見
ら
れ
る
︒

ま
た
︑
本
写
本
に
見
ら
れ
る
脱
文
・
衍
文
の
箇
所
も
︑
テ
キ
ス
ト
上
の
問
題
点
と
し
て
存
す
る
︒
以
下
に
︑
そ
の
当
該
箇
所
を
︑

翻
刻
篇
で
校
本
と
し
た
叡
山
版
と
︑
及
び
大
正
蔵
本
の
両
訳
も
加
え
て
示
す
︒

阿
耨
多
羅
三
𦴭

故

【
七

寺

本

】

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
不
退
轉
等
者
有
十
三
句
示
現
菩
薩
功
德
成
就
故

【
叡

山

版

】

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

等
者

十
三
句
示
現
菩
薩
功
德
成
就
故

【
勒
那
摩
提
訳
】

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
不
退
轉
等

有
十
三
句
示
現
菩
薩
功
德
成
就

【
菩
提
留
支
訳
】

現

希
有
囙
成
𭕒
者
以
无
量
時

不
可
稱
不
可
量
者

【
七

寺

本

】

現
見
希
有
因
成
就
者
以
無
量
時
不
可
得
故
不
可
思
議
不
可
稱
不
可
量
者

【
叡

山

版

】
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本
﹃
妙
法
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現
見
希
有
因
成
就
者

無
量
時
不
可
得
故
不
可
思
議
不
可
稱
不
可
量
者

【
勒
那
摩
提
訳
】

現
見
希
有
因
成
就
者
以
無
量
時
不
可
得
故
不
可
思
議
不
可
稱
不
可
量
者

【
菩
提
留
支
訳
】

三
者
不
知

者
不
知
究
竟
唯
一
佛
乗
故

【
七

寺

本

】

三
者
不
知
義
以
一
切
聲
聞
辟
支
佛
等
不
能
知
彼
眞
實
處
故
此
言
不
知
眞
實
處
者
不
知
究
竟
唯
一
佛
乘
故

【
叡

山

版

】

三
者
不
知
義
以
一
切
聲
聞
辟
支
佛

不

知
彼
眞
實
處
故

不
知
眞
實
處
者
不
知
究
竟
唯
一
佛
乘
故

【
勒
那
摩
提
訳
】

三
者
不
知
義
謂
諸

聲
聞
辟
支
佛
等
不
能
知
彼
眞
實
處
故
此
言
不
知
眞
實
處
者
不
知
究
竟
唯
一
佛
乘
故

【
菩
提
留
支
訳
】

先
ず
は
脱
文
箇
所
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
右
に
示
し
た
よ
う
に
︑
七
寺
本
に
は
計
三
箇
所
の
脱
文
箇
所
が
存
す
る
︒
一
箇
所
目
は
︑

翻
刻
テ
キ
ス
ト
の
45
行
目
に
﹁
三
𦴭
故
﹂
と
あ
る
箇
所
で
︑
他
の
﹃
法
華
論
﹄
テ
キ
ス
ト
と
比
較
す
る
と
︑
十
六
字
～
二
十
字
ほ
ど

脱
文
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
︒
二
箇
所
目
は
︑
翻
刻
テ
キ
ス
ト
の
276
行
目
に
﹁
時
不
可
﹂
と
あ
る
箇
所
で
︑
他
の
テ
キ
ス
ト

に
は
等
し
く
﹁
不
可
得
故
不
可
思
議
﹂
の
八
字
が
存
す
る
︒
当
該
箇
所
は
﹁
不
可
﹂
が
頻
出
す
る
場
所
で
あ
る
た
め
︑
書
写
上
の
問

題
が
発
生
し
や
す
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
︑
七
寺
本
の
書
写
者
か
或
い
は
そ
の
祖
本
の
系
統
の
︑
何
れ
か
の
時
点
で
こ
の
よ
う
な
脱
落

が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
三
箇
所
目
は
︑
翻
刻
テ
キ
ス
ト
の
539
行
目
に
﹁
不
知
者
﹂
と
あ
る
箇
所
で
︑
他
の
テ
キ
ス
ト
に
比
べ
る
と

二
十
一
字
～
二
十
五
字
ほ
ど
の
脱
文
の
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
︒
勒
那
摩
提
訳
で
見
る
と
︑
引
用
し
た
箇
所
に
は
﹁
不
知
﹂
が
四
度
︑

使
わ
れ
て
い
る
︒
恐
ら
く
︑
先
の
﹁
不
可
﹂
の
事
例
と
同
じ
よ
う
に
︑
頻
出
す
る
﹁
不
可
﹂
が
一
因
と
な
っ
て
︑
七
寺
本
系
統
の
何

れ
か
の
時
点
で
こ
の
よ
う
な
脱
文
が
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒

続
い
て
︑
七
寺
本
に
見
ら
れ
る
衍
文
箇
所
を
示
す
︒

七
寺
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247

247

文
殊
師
利
自
見
己
身
是
過
去
妙
光
菩
薩

248

248

扵
彼
佛
所
聞
此
法
門
為
衆
生
說
故
成
𭕒

249

249

十
種
事
者
何
䒭
為
十
一
者
現
見
大
此
法

250

250

門
為
衆
生
說
故
成
𭕒
十
種
事
者
何
䒭
十

此
法
門
為
衆
生
說
故
成
𭕒
十
種
事
者

251

251

一
者
現
見
大
𮊫
囙
成
𭕒
二
者
現
見
世
間
(
第
十
一
紙
)

右
の
画
像
の
箇
所
は
︑
第
十
紙
か
ら
第
十
一
紙
に
か
け
て
の
所
で
︑
250
行
目
と
251
行
目
の
間
は
︑
紙
継
ぎ
の
部
分
で
あ
る
︒
当
該

箇
所
に
は
一
度
細
字
で
書
か
れ
︑
そ
の
後
で
擦
り
消
さ
れ
た
よ
う
な
﹁
此
法
門
為
衆
生
說
故
成
𭕒
十
種
事
者
﹂
の
十
四
字
が
薄
ら
と

見
え
る
︒
こ
れ
は
︑
248
行
目
か
ら
249
行
目
︑
及
び
249
行
目
～
250
行
目
に
あ
る
本
文
内
容
と
一
致
し
て
い
る
︒
ど
の
よ
う
な
意
図
で
一

度
︑
行
間
に
こ
の
よ
う
な
文
が
書
か
れ
た
の
か
は
︑
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
︑
恐
ら
く
同
箇
所
に
見
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
混
乱
に
つ

い
て
︑
指
摘
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
同
箇
所
は
︑
叡
山
版
な
ど
と
の
比
較
か
ら
も
︑
249
行
目
か
ら
251
行
目
に
か
け
て

の
﹁
此
法
門
為
衆
生
說
故
成
𭕒
十
種
事
者
何
䒭
十
一
者
現
見
大
﹂
が
直
前
の
文
章
と
重
複
し
た
衍
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
な
お

翻
刻
篇
で
は
︑
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
︑
同
衍
文
箇
所
に
二
重
取
り
消
し
線
を
引
い
て
い
る
︒
一
巻
本
に
お
け
る
︑
も
う
一
つ
の

衍
文
箇
所
は
︑

387

387

化
成
𭕒
如
経
種ヒ

種
種
知
見
故
種
種
知
見
者

388

388

示
現
𭰏
浄
諸
囙
故
種
種
知
見
者
示
現
𭰏
浄

389

389

諸
囙
故
三
者
㓛
徳
畢
竟
成
𭕒
如
経
種
種

と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
部
分
で
も
先
の
衍
文
と
同
じ
よ
う
な
誤
り
が
起
き
て
い
て
︑
﹁
種
種
知
見
者
示
現
𭰏
浄
諸
囙
故
﹂
の
文
が
重

複
し
て
い
る
︒
ま
た
先
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
︑
387
行
目
﹁
種
種
種
﹂
の
箇
所
に
は
︑
一
字
目
の
﹁
種
﹂
右
傍
に
見
せ
消
ち
記
号
の

﹁
ヒ
﹂
が
付
さ
れ
て
お
り
︑
意
味
上
か
ら
も
諸
本
と
の
対
校
か
ら
も
一
字
削
除
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
︑
こ
の
校
正
指
示
は
正
確
で
あ
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﹃
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る
︒
見
て
き
た
よ
う
に
︑
誤
脱
・
衍
字
な
ど
の
や
や
存
す
る
七
寺
本
で
は
あ
る
が
︑
巻
末
に
﹁
一
交
了

永
藝
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る

住
持
栄
芸
が
施
し
た
で
あ
ろ
う
校
正
の
跡
も
看
取
で
き
る
︒

五

諸
本
対
校
か
ら
見
た
る
七
寺
本
の
位
置

本
章
で
は
︑
金
炳
坤
氏
の
﹁
﹃
法
華
論
﹄
諸
本
校
合(60
)
﹂
に
倣
い
︑
本
稿
翻
刻
篇
で
全
文
翻
刻
を
行
っ
た
七
寺
蔵
﹃
法
華
論
﹄
一
巻

本
を
中
心
と
し
て
︑
対
校
す
る
意
義
が
認
め
ら
れ
る
諸
本
を
私
に
選
定
し
︑
対
校
を
実
施
す
る
︒
今
回
は
︑
﹃
法
華
論
﹄
の
本
文
中

か
ら
︑
テ
キ
ス
ト
間
の
異
同
な
ど
に
特
徴
の
あ
る
四
箇
所
を
選
ん
だ
︒
以
下
に
そ
の
テ
キ
ス
ト
一
覧
を
提
示
し
︑
そ
の
後
に
検
討
の

結
果
を
述
べ
て
い
く
︒
な
お
子
注
法
華
論
を
始
め
と
し
て
︑
序
品
部
分
の
諸
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ｃ
﹈
︵
以
下
︑

校
合
②
︶
な
ど
の
成
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
こ
こ
で
は
校
合
②
を
参
照
し
つ
つ
︑
校
合
②
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
テ
キ
ス
ト

に
つ
い
て
は
︑
各
種
一
次
資
料
に
当
た
っ
た
︒
ま
た
諸
本
対
校
に
お
け
る
異
同
の
表
記
や
異
体
字
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
も
基

本
的
に
は
校
合
②
に
準
じ
た
︒

校
合
②
一
六
六
頁
～
一
六
七
頁

【
七

寺

本
︼
上
上
起
門
者

諸
漏
已
盡
故
名
爲
阿
羅

以
心
得
自
在
故
名

諸
漏
已
盡

以

無
復
煩
惱
故
名

心
得
自
在
︵
日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

貞
元
〇
六
八
二
︶

【
子
注
法
華
論
︼
上
上
起
門
者
謂
諸
漏
已
盡
故
名
爲
阿
羅
漢
以
心
得
自
在
故
名
謂
諸
漏
已
盡

以

無
復
煩
惱
故
名

心
得
自
在
︵
校
合
②
の
⑴
︶

【
叡

山

版
︼
上
上
起
門
者
謂
諸
漏
已
盡
故
名
爲
阿
羅
漢
以
心
得
自
在
故
名

諸
漏
已
盡
諸
漏
已
盡
故
名
爲

羅
漢
以
心
無
復
煩
惱
故
名

心
得
自
在
︵
叢
書
Ⅱ
︑
影
印
二
丁
裏
～
三
丁
表
︶

【
敦
煌
摩
提
訳
︼
上
上
起
門
者
謂
諸
漏
已
盡
故
名
爲

羅
漢
以
心
得
自
在
故
名

諸
漏
已
盡

以

無

煩
惱
故
名

心
得
自
在
︵
校
合
②
の
⑺
︶

【
興
聖
寺
写
本
︼
上
上
起
門
者
謂
諸
漏
已
盡
故
名
爲

羅
漢
以
心
得
自
在
故
名

諸
漏
已
盡

以

無

煩
惱
故
名

心
得
自
在
︵
拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
三
六
頁
～
三
七
頁
︶

【
興
聖
寺
刊
本
︼
上
上
起
門
者
謂
諸
漏
已
盡
故
名
爲
阿
羅
漢
以
心
得
自
在
故
名
爲
諸
漏
已
盡

以

無
復
煩
惱
故
名
爲
心
得
自
在
︵
同
上
︶
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【
科
註
法
華
論
︼
上
上
起
門
者
謂
諸
漏
已
盡
故
名
爲
阿
羅
漢
以
心
得
自
在
故
名

諸
漏
已
盡

以

無
復
煩
惱
故
名

心
得
自
在
︵
校
合
②
の
⑷
︶

【
大
正
摩
提
訳
︼
上
上
起
門
者
謂
諸
漏
已
盡
故
名
爲

羅
漢
以
心
得
自
在
故
名

諸
漏
已
盡
諸
漏
已
盡
故
名
爲
阿
羅
漢
以
心
無

煩
惱
故
名

心
得
自
在
︵
校
合
②
の
⑻
︶

【
摩
提
訳
◯宋
◯元
︼
上
上
起
門
者
謂
諸
漏
已
盡
故
名
爲
阿
羅
漢
以
心
得
自
在
故
名
爲
諸
漏
已
盡
諸
漏
已
盡
故
名
爲

羅
漢
以
心
無
復
煩
惱
故
名
爲
心
得
自
在
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
第
二
十
六
巻
︑
一
一
頁
上
︶

【
摩
提
訳
◯明
◯宮
︼
上
上
起
門
者
謂
諸
漏
已
盡
故
名
爲
阿
羅
漢
以
心
得
自
在
故
名
爲
諸
漏
已
盡

以
心
無
復
煩
惱
故
名
爲
心
得
自
在
︵
同
上
︶

【
大
正
留
支
訳
︼
上
上
起
門
者
謂
諸
漏
已
盡
故
名
爲
阿
羅
漢
以
心
得
自
在
故
名
爲
諸
漏
已
盡

以

無
復
煩
惱
故
名
爲
心
得
自
在
︵
校
合
②
の
⑾
︶

当
該
箇
所
を
見
る
と
︑
七
寺
本
は
常
不
軽
院
日
真
︵
一
四
四
四
～
一
五
二
八
年
︶
編
著
﹃
科
註
妙
法
蓮
華
経
論(61
)
﹄
所
引
の
﹃
法
華

論
﹄
︵
以
下
︑
本
稿
で
は
︑
科
註
法
華
論
と
表
記
す
る
︶
と
一
致
す
る
︒
七
寺
本
は
諸
本
に
あ
る
﹁
上
上
起
門
者
﹂
の
下
の
﹁
謂
﹂
と
︑

﹁
阿
羅
漢
﹂
の
﹁
漢
﹂
が
脱
字
と
判
断
さ
れ
る
︒
七
寺
本
は
子
注
法
華
論
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
︑
子
注
法
華
論
に
は
﹁
名
謂
諸
漏
已

盡
﹂
と
あ
り
︑
七
寺
本
に
な
い
﹁
謂
﹂
が
あ
る
︒
叡
山
版
は
︑
七
寺
本
・
子
注
法
華
論
に
な
い
﹁
諸
漏
已
盡
故
名
爲
羅
漢
・
心
﹂
が

あ
り
︑
特
に
﹁
諸
漏
已
盡
故
名
爲
羅
漢
﹂
の
文
は
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
の
勒
那
摩
提
訳
の
校
本
の
う
ち
︑
宋
本
・
元
本
と
の
み
一
致
す
る
︒

﹁
諸
漏
已
盡
故
名
爲
羅
漢
・
心
﹂
の
有
無
か
ら
︑
七
寺
本
・
子
注
法
華
論
は
叡
山
版
と
一
致
し
な
い
︒
七
寺
本
・
子
注
法
華
論
と
叡

山
版
を
同
系
統
と
見
做
す
場
合
︑
七
寺
本
・
子
注
法
華
論
は
古
い
形
を
留
め
て
お
り
︑
叡
山
版
は
留
め
て
い
な
い
︒

校
合
②
一
七
〇
頁
～
一
七
一
頁

【
七

寺

本
︼
衆
所
知
識
者
諸
王
王
子
大
臣
人
民
帝
釋

梵
天
王
等
皆
識
知
故

復
聲
聞
菩
薩
佛
等
是
勝
智
者
彼
勝
智
者
皆

善
知

故
名

衆
所
知
識
︵
日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

貞
元
〇
六
八
二
︶

【
子
注
法
華
論
︼
衆
所
知
識
者
諸
王
王
子
大
臣
人
民
帝
釋

梵
天
王
等
皆
識
知
故

復
聲
聞
菩
薩
佛
等
是
勝
智
者
彼
勝
智
者
皆

善
智

故
名

衆
所
知
識
︵
校
合
②
の
⑴
︶

【
叡

山

版
︼
衆
所
知
識
者
諸
王
王
子
大
臣
人
民
帝
釋
天
王
梵
天
王
等
皆
知
識
故
又
復
聲
聞
菩
薩
佛
等
是
勝
智
者
彼
勝
智
者
皆
悉
善
知
是

名

衆
所
知
識
︵
叢
書
Ⅱ
︑
影
印
三
丁
裏
︶

【
敦
煌
摩
提
訳
︼
衆
所
知
識
者
諸
王
王
子
大
臣
人
民
帝
釋

梵
天
王
等
皆
識
知
故

復
聲
聞
菩
薩
佛
等
是
勝
智
者
彼
勝
智
者
皆

善
知

故
名

衆
所
知
識
︵
校
合
②
の
⑺
︶

【
興
聖
寺
写
本
︼
衆
所
知
識
者
諸
王
王
子
大
臣
人
民
帝
釋

梵
天
王
等
皆
知
識
故

復
聲
聞
菩
薩
佛
等
是
勝
智
者
彼
勝
智
者
皆

善
知

故
名

衆
所
知
識
︵
拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
三
七
頁
︶

【
興
聖
寺
刊
本
︼
衆
所
知
識
者
諸
王
王
子
大
臣
人
民
帝
釋

梵
天
王
等
皆
識
知
故
又
復
聲
聞
菩
薩
佛
等
是
勝
智
者
彼
勝
智
者
皆

善
知

故
名

衆
所
知
識
︵
同
上
︶

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

一
八



【
科
註
法
華
論
︼
衆
所
知
識
者
諸
王
王
子
大
臣
人
民
帝
釋

梵
天
王
等
皆
知
識
故
又

聲
聞
菩
薩
佛
等
是
勝
智
者
彼
勝
智
者
皆

善
知

故
名

衆
所
知
識
︵
校
合
②
の
⑷
︶

【
大
正
摩
提
訳
︼
衆
所
知
識
者
諸
王
王
子
大
臣

帝
釋

梵
天
王
等
皆
識
知
故

復
聲
聞
菩
薩
佛
等
是
勝
智

彼
勝
智
者
皆

善
知

故
名

衆
所
知
識
︵
校
合
②
の
⑻
︶

【
摩
提
訳
◯三
◯宮
︼
衆
所
知
識
者
諸
王
王
子
大
臣
人
民
帝
釋
天
王
梵
天

等
皆
識
知
故
又
復
聲
聞
菩
薩
佛
等
是
勝
智
者
彼
勝
智
者
皆
悉
善
知
是
故
名

衆
所
知
識
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
第
二
十
六
巻
︑
一
一
頁
中
︶

【
大
正
留
支
訳
︼
衆
所
知
識
者
諸
王
王
子
大
臣
人
民
帝
釋
天
王
梵
天
王
等
皆
識
知
故
又
復
聲
聞
菩
薩
佛
等
是
勝
智
者
彼
勝
智
者
皆
悉
善
知
是
故
名
爲
衆
所
知
識
︵
校
合
②
の
⑾
︶

当
該
箇
所
を
見
る
と
︑
七
寺
本
は
敦
煌
本
摩
提
訳
と
一
致
す
る
︒
ま
た
七
寺
本
は
子
注
法
華
論
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
︑
﹁
知
＝

智
﹂
の
異
な
り
が
あ
る
︒
叡
山
版
は
︑
七
寺
本
・
子
注
法
華
論
に
な
い
﹁
天
王
・
又
・
悉
・
是
﹂
が
あ
り
︑
菩
提
留
支
訳
や
勒
那
摩

提
訳
別
本
に
近
い
︒
﹁
識
知
＝
知
識
﹂
の
異
な
り
か
ら
も
︑
七
寺
本
・
子
注
法
華
論
は
︑
叡
山
版
と
一
致
し
な
い
︒
七
寺
本
・
子
注

法
華
論
と
叡
山
版
を
同
系
統
と
見
做
す
場
合
︑
七
寺
本
・
子
注
法
華
論
は
古
い
形
を
留
め
て
お
り
︑
叡
山
版
は
留
め
て
い
な
い
︒

校
合
②
一
八
四
頁
～
一
八
五
頁

【
七

寺

本
︼
九
者
入
如
實
境
界
不
退
轉

如
經
到
於
彼
岸
故
十
者

作

所
應
作
住
持
不
退
轉
如
經

能
度
無
數
百
千
衆
生
故
︵
日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

貞
元
〇
六
八
二
︶

【
子
注
法
華
論
︼
九
者
入
如
實
境
界
不
退
轉

如
經
到
於
彼
岸
故
十
者

作

所
應
作
住
持
不
退
轉
如
經

能
度
無
量
百
千
衆
生
故
︵
校
合
②
の
⑴
︶

【
叡

山

版
︼
九
者
入
如
實
境
界
不
退
轉

如
經
到
於
彼
岸
故
十
者
應
作

所

作
住
持
不
退
轉
如
經
名
稱
普
聞
無
量
世
界
能
度
無
量
百
千
衆
生
故
︵
叢
書
Ⅱ
︑
影
印
五
丁
裏
︶

【
敦
煌
摩
提
訳
︼
九
者
入
如
實
境
界
不
退
轉

如
經
到
於
彼
岸
故
十
者
應
作

所

作
住
持
不
退
轉
如
經

能
度
無
量
百
千
衆
生
故
︵
校
合
②
の
⑺
︶

【
興
聖
寺
写
本
︼
九
者
入
如
實
境
界
不
退
轉
如
轉
如
經
到
於
彼
岸
故
十
者

作
應
所

作
住
持
不
退
轉
如

能
度
無
量
百
千
衆
生
故
︵
拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
四
〇
頁
︶

【
興
聖
寺
刊
本
︼
九
者
入
如
實
境
界
不
退
轉

如
經
到
於
彼
岸
故
十
者

作

所
應
作
住
持
不
退
轉
如
經
名
稱
普
聞
無
量
世
界
能
度
無
數
百
千
衆
生
故
︵
同
上
︶

【
科
註
法
華
論
︼
九
者
入
如
實
境
界
不
退
轉

如
經
到
於
彼
岸
故
十
者
應
作

所

作
住
持
不
退
轉
如
經

能
度
無
數
百
千
衆
生
故
︵
校
合
②
の
⑷
︶

【
大
正
摩
提
訳
︼
九
者
入
如
實
境
界
不
退
轉

如
經
到
於
彼
岸
故
十
者
應
作

所

作
住
持
不
退
轉
如
經

能
度
無
量
百
千
衆
生
故
︵
校
合
②
の
⑻
︶

【
摩
提
訳
◯三
◯宮
︼
九
者
入
如
實
境
界
不
退
轉

如
經
到
於
彼
岸
故
十
者
應
作

所

作
住
持
不
退
轉
如
經
名
稱
普
聞
無
量
世
界
能
度
無
量
百
千
衆
生
故
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
第
二
十
六
巻
︑
一
二
頁
上
︶

【
大
正
留
支
訳
︼
九
者
入
如
實
境
界
不
退
轉

如
經
到
於
彼
岸
故
十
者

作

所
應
作

不
退
轉
如
經

能
度
無
數
百
千
衆
生
故
︵
校
合
②
の
⑾
︶

【
留
支
◯宋
◯元
◯明
︼
九
者
入
如
實
境
界
不
退
轉

如
經
到
於
彼
岸
故
十
者

作

所
應
作

不
退
轉
如
經
名
稱
普
聞
無
量
世
界
能
度
無
數
百
千
衆
生
故
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
第
二
十
六
巻
︑
二
頁
中
︶

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶
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当
該
箇
所
を
見
る
と
︑
七
寺
本
は
子
注
法
華
論
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
︑
﹁
數
＝
量
﹂
の
異
な
り
が
あ
る
︒
﹁
數
﹂
は
菩
提
留
支
訳
の

要
素
で
︑
﹁
量
﹂
は
勒
那
摩
提
訳
の
要
素
で
あ
る
︒
叡
山
版
は
七
寺
本
・
子
注
法
華
論
に
な
い
﹁
名
稱
普
聞
無
量
世
界
﹂
が
あ
り
︑

﹁
應
・
住
持
﹂
の
位
置
も
一
致
す
る
﹃
大
正
蔵
﹄
の
勒
那
摩
提
訳
の
校
本
︵
◯三
◯宮
＝
宋
本
・
元
本
・
明
本
・
宮
内
庁
本
︶
と
一
致
す
る
︒

﹁
作
所
應
＝
應
作
所
﹂
の
異
な
り
か
ら
も
︑
七
寺
本
・
子
注
法
華
論
は
︑
叡
山
版
と
一
致
し
な
い
︒
七
寺
本
・
子
注
法
華
論
と
叡
山

版
を
同
系
統
と
見
做
す
場
合
︑
七
寺
本
・
子
注
法
華
論
は
古
い
形
を
留
め
て
お
り
︑
叡
山
版
は
留
め
て
い
な
い
︒

校
合
②
に
な
し
︵
譬
喩
品
部
分
︶

【
七

寺

本
︼

即
謂
彼
人
我
證
此
法

彼
人
不
得
此

對
治
此
故
與

諸
聲
聞
授
記
︵
日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

貞
元
〇
六
八
二
︶

【
慧
日
論
底
本
︼

即
謂
彼
人
我
證
此
法

彼
人
不
得
此

對
治
此
故
與

聲
聞

記
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
第
四
十
五
巻
︑
四
二
〇
頁
上
～
中
︶

【
慧
日
論
甲
本
︼

即
謂
彼
人
我
證
此
法

彼
人
不
得

對
治
此
故
與

聲
聞

記
︵
同
上
︶

【
慧
日
論
異
本
︼

即
謂
彼
人
我
證
此
法

彼
人
不
得

對
治
此
故
與

諸
聲
聞

記
︵
同
上
︶

【
叡

山

版
︼

即
謂
彼
人
我
證
此
法

彼
人
不
得

對
治
此
故
與

諸
聲
聞
授
記
︵
叢
書
Ⅱ
︑
影
印
二
十
六
丁
裏
︶

【
敦
煌
摩
提
訳
︼

即

彼
人
我
證
此
法

彼
人
不
得
此

對
治

故
與

聲
聞
授
記
︵
三
一
九
頁
下
(62
)︶

【
興
聖
寺
写
本
︼

即
謂
彼
人
我
證
此
法

彼
人
不
得
此

對
治

故
與

諸
聲
聞
授

︵
拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
六
三
頁
︶

【
興
聖
寺
刊
本
︼

即
謂
彼
人
我
證
此
法

彼
人
不
得

對
治
此
故
與

諸
聲
聞
授
記
︵
同
上
︶

【
科
註
法
華
論
︼

即

彼
人
我
證
此
法

彼
人
不
得

對
治
此
故
與

諸
聲
聞
授
記
︵
巻
五
︑
十
三
丁
表
～
裏
(63
)︶

【
大
正
摩
提
訳
︼

即

彼
人
我
證
此
法

彼
人
不
得

對
治
此
故
與

諸
聲
聞
授
記
︵
同
上
︶

【
摩
提
訳
◯三
◯宮
︼

即

彼
人
我
證
此
法
故
彼
人
不
得
此
法
對
治

故
與

諸
聲
聞
授
記
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
第
二
十
六
巻
︑
一
八
頁
上
︶

【
大
正
留
支
訳
︼
謂
即

此
人
我
證
此
法
故
彼
人
不
得
此

對
治

故
與

諸
聲
聞
授
記
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
第
二
十
六
巻
︑
八
頁
下
︶

当
該
箇
所
を
見
る
と
︑
七
寺
本
は
﹁
即
謂
彼
﹂
と
あ
る
慧
沼
︵
六
四
八
～
七
一
四
年
︶
撰
﹃
能
顕
中
辺
慧
日
論
﹄
所
引
の
﹃
法
華

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

二
〇



論
』
・
興
聖
寺
写
本
・
興
聖
寺
刊
本
・
叡
山
版
に
近
い
︒
慧
沼
の
﹃
能
顕
中
辺
慧
日
論
﹄
は
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
第
四
十
五
巻
に
収
録
さ
れ

て
お
り
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
の
注
記
に
よ
る
と
︑
そ
の
底
本
は
薬
師
寺
蔵
の
宝
暦
十
二
年
︵
一
七
六
二
年
︶
書
写
本
で
あ
り
︵
慧
日
論
底
本
︶
︑

甲
本
︵
慧
日
論
甲
本
︶
は
大
日
本
続
蔵
経
本
で
あ
る(64
)

︒
当
該
箇
所
に
は
︑
甲
本
の
中
に
﹁
イ
﹂
で
示
さ
れ
る
異
本
注
記
︵
慧
日
論
異
本
︶

も
確
認
さ
れ
る
が
︑
そ
れ
ら
三
本
の
異
同
は
僅
か
で
あ
る(65
)

︒
七
寺
本
な
ど
に
﹁
即
謂
彼
﹂
と
あ
る
箇
所
は
︑
勒
那
摩
提
訳
で
は
﹁
即

彼
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
菩
提
留
支
訳
で
は
﹁
謂
即
此
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
菩
提
留
支
訳
と
勒
那
摩
提
訳
校
本
に
見
ら
れ
る
﹁
此
法

故
﹂
の
﹁
故
﹂
は
︑
古
形
の
勒
那
摩
提
訳
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
︑
菩
提
留
支
訳
由
来
と
思
わ
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
当
該
箇
所
で
は

七
寺
本
系
統
の
﹁
即
謂
彼
﹂
︑
勒
那
摩
提
訳
系
統
の
﹁
即
彼
﹂
︑
菩
提
留
支
訳
系
統
の
﹁
謂
即
此
・
故
﹂
と
︑
テ
キ
ス
ト
を
三
種
に
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
︑
七
寺
本
系
統
が
現
行
本
の
両
訳
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
︒
中
国
法
相
宗
の
第
二
祖
慧
沼
は
︑

七
世
紀
中
期
か
ら
八
世
紀
前
期
の
唐
朝
に
お
い
て
活
動
し
た
僧
で
あ
り
︑
そ
う
す
る
と
︑
金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ａ
﹈
で
﹃
法
華
経
論

述
記
﹄
︵
以
下
︑
﹃
述
記
﹄
︶
と
﹃
子
注
﹄
の
事
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に(66
)
︑
慧
沼
の
事
例
か
ら
も
唐
代
前
期
頃
に
七
寺
本
と
同
系

統
の
﹃
法
華
論
﹄
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
︑
敦
煌
写
本
の
中
に
も
残
っ
て
い
な
い
菩
提
留﹅

支
訳
﹃
法
華
論
﹄
一
巻
本
が
︑
日

本
に
伝
わ
っ
た
後
︑
平
安
時
代
ま
で
祖
型
を
留
め
た
ま
ま
転
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒

お
わ
り
に

以
上
︑
本
解
題
で
は
新
出
の
日
本
古
写
経
本
で
あ
る
二
種
類
の
七
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
︵
一
巻
本
・
二
巻
本
︶
に
つ
い
て
紹
介
し
︑
そ

の
内
︑
一
巻
本
の
全
文
翻
刻
を
公
表
す
る
に
当
た
っ
て
︑
﹃
法
華
論
﹄
を
巡
る
最
近
の
研
究
動
向
や
︑
七
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
の
翻
刻

作
業
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
︑
及
び
七
寺
本
を
﹃
法
華
論
﹄
諸
本
と
対
校
し
て
新
た
に
分
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
︒

と
り
わ
け
諸
本
対
校
に
よ
っ
て
︑
七
寺
蔵
﹃
法
華
論
﹄
一
巻
本
の
テ
キ
ス
ト
は
︑
子
注
法
華
論
と
の
一
致
も
多
く
︑
他
系
統
の
本

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

二
一



に
依
っ
て
全
体
的
に
テ
キ
ス
ト
が
付
加
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
寛
永
二
年
版
の
叡
山
版
古
活
字
本
に
比
し
て
︑
古
い
形
を
留
め
て
い
る

菩
提
留
支
訳
の
一
巻
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
さ
ら
に
︑
七
︑
八
世
紀
頃
に
活
動
し
た
慧
沼
﹃
能
顕
中
辺
慧
日
論
﹄
所
引
の

﹃
法
華
論
﹄
の
内
容
は
︑
七
寺
本
系
統
の
﹃
法
華
論
﹄
の
内
容
と
の
一
致
か
ら
同
系
統
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
︑
現
行
の

両
訳
と
は
異
な
り
敦
煌
写
本
中
に
も
残
っ
て
い
な
い
七
寺
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
︑
唐
代
前
期
頃
に
確
か
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が

新
た
に
分
か
っ
た
︒
こ
れ
は
金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ａ
﹈
に
お
け
る
﹃
述
記
﹄
﹃
子
注
﹄
の
事
例
か
ら
判
明
す
る
古
形
の
流
支
訳
が
八
世

紀
初
頭
ま
で
に
流
布
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
を
︑
よ
り
強
化
す
る
事
例
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
七
寺
蔵
﹃
法
華
論
﹄
一
巻
本
は
︑
各

種
刊
本
大
蔵
経
で
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
が
︑
唐
代
長
安
写
経
の
系
譜
に
連
な
る
奈
良
朝
写
経
を
転
写
し
た
七
寺
一
切
経
に
は
伝
わ
っ

た
︑
古
形
の
菩
提
留
支
訳
﹃
法
華
論
﹄
一
巻
本
な
の
で
あ
る
︒

本
解
題
・
翻
刻
は
︑
七
寺
蔵
﹃
法
華
論
﹄
一
巻
本
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
︑
七
寺
に
は
上
下
二
巻
本
の
菩
提
留
支
訳

﹃
法
華
論
﹄
も
現
存
し
て
お
り
︑
聖
語
蔵
本
・
金
剛
寺
一
切
経
本
・
房
山
雲
居
寺
石
経
本
・
高
麗
初
雕
版
・
金
蔵
広
勝
寺
本
・
福
州

版
な
ど
に
伝
わ
る
二
巻
本
の
菩
提
留
支
︵
或
い
は
流
支
︶
訳
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
研
究
課
題
で
あ
る
た
め
︑
今
後
取
り

組
み
た
い
︒

【
附
記
︼

稲
園
山
七
寺
所
蔵
の
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
古
写
本
の
翻
刻
及
び
画
像
掲
載
の
許
可
を
賜
り
ま
し
た
七
寺
御
住
職
蟹
江
良
輝

氏
に
︑
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

注
(
１
)

落
合
俊
典
﹇
二
〇
二
四
﹈
に
は
﹁
﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経
﹄
な
ど
の
活
字
資
料
や
そ
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
︵
Ｓ
Ａ
Ｔ
︑
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
︶
に
だ

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

二
二



け
依
拠
す
る
の
は
今
日
的
研
究
手
法
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
︒
池
麗
梅
・
佐
久
間
秀
範
・
室
屋
康
孝
・
藤
原
智
・
林
寺
正
俊
・
深
見
慧
隆

な
ど
日
本
古
写
経
を
用
い
て
斬
新
的
研
究
が
拓
か
れ
て
い
る
﹂
︵
一
三
九
頁
︶
と
あ
る
︒

(
２
)

望
月
海
慧
・
金
炳
坤
編
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
﹄
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
︑
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑
二
〇

二
〇
年
︒

(
３
)

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
・
日
本
古
写
経
研
究
所
編
﹃
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
﹄
改
訂
版
︵
以
下
︑
﹃
八
種
目
録
﹄
︶
︑
二
〇
二

一
年
︑
一
四
七
頁
︒

(
４
)

京
都
市
上
京
区
に
所
在
す
る
臨
済
宗
の
円
通
山
興
聖
寺
に
は
︑
菩
提
流
支
訳
﹃
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
﹄
一
巻
本
と
︑
菩
提
留﹅

支
訳
﹃
妙

法
蓮
華
経
優﹅

波
提
舎
﹄
二
巻
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒

(５
)

金
炳
坤
﹇
二
〇
二
二
Ａ
﹈
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
﹇
二
〇
二
三
﹈
︒

(
６
)

『
七
寺
目
録
﹄
五
九
頁
上
段
︵
現
存
目
録
︶
︑
一
四
九
頁
上
段
︵
復
原
目
録
︶
︒

(７
)

日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
更
新
情
報

https://w
w
w
.icabs.ac.jp/new
s/koshakyo
(
参
照

二
〇
二
四
年
九
月
二
十
八
日
︶
に
よ
る

と
︑
七
寺
所
蔵
の
﹃
法
華
経
論
﹄
の
計
三
巻
分
は
︑
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
一
日
付
け
で
日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

(
８
)

な
お
興
聖
寺
蔵
の
院
政
期
写
本
︵
一
巻
本
︶
は
菩
提
流﹅

支
訳
︒

(
９
)

望
月
海
慧
・
金
炳
坤
編
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
﹄
所
収
︵
六
九
頁
～
一
〇
五
頁
︶
の
影
印
︒

(
10
)

拙
稿
﹁
諸
注
釈
家
所
引
の
法
華
論
に
つ
い
て
袞
法
華
十
七
異
名
を
中
心
に
袞
﹂
︵
福
士
慈
稔
博
士
追
悼
論
文
集
﹃
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法

華
天
台
仏
教
の
研
究
﹄
法
華
経
研
究
叢
書
第
Ⅲ
巻
所
収
︑
二
〇
二
五
年
刊
行
予
定
︶
は
︑
日
本
古
写
経
本
﹃
法
華
論
﹄
を
用
い
た
研
究
成
果

の
一
つ
で
あ
る
︒
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
︒

(
11
)

落
合
俊
典
﹇
二
〇
二
四
﹈
に
は
﹁
近
年
は
平
安
鎌
倉
写
経
を
中
心
と
し
た
日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︵
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本

古
写
経
研
究
所
︶
の
運
用
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
相
当
な
経
巻
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
︒
も
っ
と
も
ネ
ッ
ト
で
経
巻
の
全
て
が

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

二
三



閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
は
な
っ
て
い
な
い
︒
巻
首
の
一
画
面
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
︒
こ
れ
は
所
蔵
寺
院
の
貴
重
な
画
像
が
不
用
意
に

ハ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
て
商
用
に
転
売
さ
れ
る
の
を
懼
れ
る
か
ら
で
あ
る
︒
重
要
な
知
的
財
産
保
持
の
方
策
で
あ
る
が
︑
東
京
在
住
で
な
い
国
内

外
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
不
便
で
あ
り
︑
上
京
も
し
く
は
来
日
し
て
東
京
都
文
京
区
春
日
二
丁
目
に
あ
る
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
の
図
書

館
に
来
な
け
れ
ば
全
巻
の
閲
覧
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
﹂
︵
一
四
〇
頁
上
段
︶
と
あ
る
︒

(
12
)

『
七
寺
目
録
﹄
一
八
四
頁
︒
以
下
︑
本
章
で
は
﹃
七
寺
目
録
﹄
と
︑
稲
園
山
七
寺
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://nanatsudera-osu.com
/

(
参
照
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
八
日
︶
な
ど
を
参
考
に
し
た
︒

(
13
)

赤
尾
栄
慶
﹇
二
〇
〇
〇
﹈
七
九
〇
頁
︒

(
14
)

落
合
俊
典
﹇
一
九
九
四
﹈
四
三
三
頁
︒

(
15
)

同
上
︒

(
16
)

牧
田
諦
亮
監
修
・
落
合
俊
典
編
﹃
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
﹄
第
一
巻
︑
ｉ
頁
︒

(
17
)

同
上
︑
ⅸ
頁
︒

(
18
)

落
合
俊
典
﹇
一
九
九
四
﹈
四
三
六
頁
︒
伊
久
間
洋
光
﹇
二
〇
二
〇
﹈
に
は
﹁
七
寺
に
は
︑
平
安
時
代
末
期
の
書
写
に
な
る
︑
所
謂
七
寺
一

切
経
が
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
一
九
九
〇
年
︑
落
合
俊
典
教
授
の
報
告
に
よ
り
︑
そ
の
七
寺
一
切
経
が
宋
代
の
版
本
の
系
統
で
は
な
く
唐
代
の
写

本
の
系
統
で
あ
り
︑
さ
ら
に
多
数
の
古
逸
経
典
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
﹂
︵
三
頁
︶
と
あ
る
︒

(
19
)

『
七
寺
目
録
﹄
二
一
〇
頁
︒

(
20
)

落
合
俊
典
﹇
一
九
九
四
﹈
四
三
八
頁
︒

(
21
)

落
合
俊
典
﹇
一
九
九
四
﹈
に
は
﹁
多
度
神
宮
寺
や
熱
田
神
宮
寺
の
豐
富
な
經
藏
の
こ
と
を
倂
わ
せ
考
え
る
と
無
記
の
も
の
の
大
半
は
︑
美

濃
伊
勢
を
含
め
た
尾
張
の
地
に
旣
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
推
測
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
︒
し
か
も
そ
れ
ら
は
當
時
傳
來
し
て
崇
敬

さ
れ
た
北
宋
勅
版
一
切
經
︵
蜀
版
︶
系
の
も
の
で
は
な
く
︑
奈
良
朝
以
來
の
書
寫
一
切
經
が
中
心
を
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
こ
と
を
證

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

二
四



す
る
包
括
的
な
本
文
研
究
は
今
後
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
︵
四
七
二
頁
︶
と
あ
る
︒

(
22
)

同
上
四
五
九
頁
～
四
六
〇
頁
︒

(
23
)

望
月
海
慧
﹇
二
〇
二
〇
﹈
六
頁
～
七
頁
︒

(
24
)

『
大
正
蔵
﹄
第
四
十
巻
所
収
︒

(
25
)

『
大
正
蔵
﹄
第
三
十
四
巻
所
収
︒

(
26
)

同
上
︒

(
27
)

同
上
︒

(
28
)

『
大
正
蔵
﹄
第
三
十
三
巻
所
収
︒

(
29
)

『
大
正
蔵
﹄
第
三
十
四
巻
所
収
︒

(
30
)

同
上
︒

(
31
)

『
伝
教
大
師
全
集
﹄
巻
三
所
収
︒

(
32
)

『
智
證
大
師
全
集
﹄
上
巻
所
収
︒

(
33
)

大
竹
晋
﹇
二
〇
一
一
﹈
一
二
六
頁
︒
同
上
頁
で
大
竹
氏
は
﹁
﹃
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
﹄
の
翻
訳
期
か
ら
吉
蔵
の
活
動
期
に
至
る
ま
で
︑

こ
の
論
が
中
国
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︵
た
だ
し
︑
ま
っ
た
く
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
︑

北
朝
の
地
論
宗
の
慧
遠
は
﹃
大
乗
義
章
﹄
な
ど
に
お
い
て
こ
の
論
を
引
用
し
て
い
る
︶
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
︒

(
34
)

大
正
蔵
本
の
二
種
の
﹃
法
華
論
﹄
は
︑
芝
増
上
寺
蔵
の
高
麗
再
雕
版
を
底
本
と
し
︑
宋
本
︑
元
本
︑
明
本
︑
宮
内
庁
本
を
校
本
と
し
て
い

る
︒
﹃
大
正
蔵
﹄
で
は
聖
語
蔵
本
を
校
本
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
が
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
所
収
の
﹃
法
華
論
﹄
で
は
用
い
て
い
な
い
︒
聖
語
蔵
に
は
︑

計
五
点
︵
通
巻

N
o.1847,N
o.3455,N
o.3456,N
o.3972,N
o.3973
︶
の
﹃
法
華
論
﹄
が
現
存
す
る
︒

(
35
)

智
昇
﹃
開
元
釈
教
録
﹄
巻
第
六
に
は
﹁
法
華
経
論
二
巻
︵
題
云
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
︒
或
一
巻
︒
曇
林
︑
筆
受
並
製
序
︒
第
二
出
︒
與

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

二
五



前
寶
意
出
者
同
本
︒
初
有
歸
敬
頌
者
︑
是
見
續
高
僧
傳
︒
︶
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
第
五
十
五
巻
︑
五
四
〇
頁
中
四
︶
と
あ
る
︒

(
36
)

①
清
水
梁
山
﹇
一
九
二
一
﹈
︑
②
三
井
晶
史
編
﹃
昭
和
新
纂
国
訳
大
蔵
経
﹄
論
律
部
第
九
巻
所
収
の
国
訳
︵
一
九
三
一
年
刊
行
︶
︑
③
藤
井

教
公
・
池
邊
宏
昭
ほ
か
﹇
二
〇
〇
一
﹈
︑
藤
井
教
公
・
池
邊
宏
昭
﹇
二
〇
〇
二
﹈
﹇
二
〇
〇
三
﹈
︑
④
大
竹
晋
﹇
二
〇
一
一
﹈
︒

(
37
)

藤
井
教
公
・
池
邊
宏
昭
ほ
か
﹇
二
〇
〇
一
﹈
二
三
頁
～
二
四
頁
︒
望
月
海
慧
﹇
二
〇
二
〇
﹈
八
頁
で
は
︑
B
D
K
T
ripiṫaka
T
ranslation

Series
に
収
録
さ
れ
た
ア
ボ
ッ
ト
の
英
訳
︵
二
〇
一
三
年
発
行
︒
T
erry
R
ae
A
bbott
[
一
九
八
五
﹈
に
基
づ
く
英
訳
︶
を
紹
介
し
て
い
る
︒

(
38
)

奥
野
光
賢
﹇
二
〇
二
〇
﹈
で
は
︑
桑
名
氏
の
論
考
に
言
及
し
て
い
る
︒

(
39
)

桑
名
法
晃
﹇
二
〇
二
〇
﹈
に
は
﹁
大
蔵
経
所
収
テ
ク
ス
ト
と
は
別
系
統
の
テ
ク
ス
ト
が
︑
近
世
日
本
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
寛
永
二
年

に
古
活
字
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
︑
正
保
三
年
よ
り
整
版
と
し
て
刊
記
部
分
を
改
め
て
刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
﹂
︵
六
三
頁
︶
と
あ
る
︒

(
40
)

金
天
鶴
﹇
二
〇
二
〇
﹈
六
頁
︒

(
41
)

金
天
鶴
﹇
二
〇
二
〇
﹈
に
は
﹁
﹃
法
華
経
論
子
注
﹄
は
︑
現
在
︑
正
倉
院
聖
語
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
る
写
本
と
称
名
寺
所
蔵
︵
神
奈
川
県

立
金
沢
文
庫
管
理
︶
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
︒
前
者
は
上
巻
で
あ
り
︑
後
者
は
下
巻
で
あ
る
﹂
︵
一
頁
︶
と
あ
り
︑
ま
た
﹁
﹃
子
注
﹄
は
三

巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
︑
現
在
は
上
巻
の
ほ
と
ん
ど
全
部
と
下
巻
の
一
部
だ
け
が
存
在
し
て
中
巻
は
欠
落
さ
れ
た
﹂
︵
七
頁
︶
と
あ
る
︒

(
42
)

同
上
二
四
頁
︒

(
43
)

金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ｂ
﹈
一
七
頁
︒

(
44
)

同
上
一
二
三
頁
︒

(
45
)

叢
書
Ⅱ
以
降
に
出
さ
れ
た
氏
の
文
献
学
的
研
究
の
成
果
に
は
︑
金
炳
坤
﹇
二
〇
二
二
Ａ
﹈
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
﹇
二
〇
二
三
﹈
﹇
二
〇
二
四
﹈

な
ど
が
あ
る
︒
特
に
金
炳
坤
﹇
二
〇
二
四
﹈
で
は
﹃
法
華
論
﹄
の
三
訳
九
本
の
層
位
関
係
な
ど
が
示
さ
れ
る
な
ど
︑
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

が
纏
め
ら
れ
て
お
り
︑
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
る
︒

(
46
)

拙
稿
﹇
二
〇
二
一
﹈
︒

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

二
六



(
47
)

同
上
一
二
一
頁
～
一
二
二
頁
︒

(
48
)

黒
板
勝
美
﹇
一
九
三
六
﹈
六
頁
︒

(
49
)

令
和
五
年
︵
二
〇
二
三
年
︶
度
日
本
古
写
経
研
究
所
第
二
回
公
開
研
究
会
に
お
け
る
発
表
原
稿
を
基
に
し
た
拙
稿
﹁
真
福
寺
本
﹃
妙
法
蓮

華
経
憂
波
提
舎
﹄
の
本
文
系
統
と
資
料
的
意
義
﹂
は
︑
﹃
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
第
十
号
に
掲
載
予
定
︵
二
〇
二
五
年
刊
行
予
定
︶
︒

(
50
)

『
七
寺
目
録
﹄
一
九
六
頁
︒

(
51
)

『
七
寺
目
録
﹄
の
﹁
解
説
﹂
の
別
表
三
に
は
﹁
永
芸
・
栄
芸

智
観
坊
﹂
︵
二
〇
四
頁
︶
と
あ
る
︒

(
52
)

『
七
寺
目
録
﹄
一
九
二
頁
︒
赤
尾
栄
慶
﹇
二
〇
〇
〇
﹈
八
〇
〇
頁
～
八
〇
一
頁
︒

(
53
)

赤
尾
栄
慶
﹇
二
〇
〇
〇
﹈
八
〇
二
頁
︒

(
54
)

『
七
寺
目
録
﹄
一
八
六
頁
︒

(
55
)

拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
二
一
頁
︒

(
56
)

『
八
種
目
録
﹄
一
四
七
頁
︒

(
57
)

日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

https://koshakyo-database.icabs.ac.jp/
(
参
照

二
〇
二
四
年
九
月
二
十
九
日
︶
に

は
︑
﹁
デ
ー
タ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
問
題
や
古
写
経
を
蔵
す
る
寺
院
の
所
有
権
が
あ
る
た
め
に
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
表
示
さ
れ
る
の

は
経
巻
冒
頭
部
の
画
像
︵
一
カ
ッ
ト
分
︶
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
経
巻
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
閲
覧
は
本
学
内
に
お
い
て
の
み
許
可
さ

れ
て
お
り
︑
閲
覧
を
希
望
す
る
方
に
は
本
学
図
書
館
内
で
の
閲
覧
が
認
め
ら
れ
ま
す
︵
二
〇
一
〇
年
四
月
以
降
︶
﹂
と
あ
る
︒

(
58
)

金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ｂ
﹈
一
二
〇
頁
︒

(
59
)

興
聖
寺
蔵
の
院
政
期
写
本
︵
一
巻
本
︶
の
訳
者
名
表
記
は
﹁
照
玄
沙
門
都
三
蔵
法
師
菩
提
流
支
訳
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒

(
60
)

金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ｃ
﹈
を
嚆
矢
と
し
︑
同
﹇
二
〇
二
二
Ａ
﹈
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
﹇
二
〇
二
三
﹈
は
そ
の
改
訂
版
で
あ
る
︒

(
61
)

神
田
大
輝
﹇
二
〇
二
一
﹈
参
照
︒
金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ｂ
﹈
一
九
頁
︒

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

二
七



(
62
)

黄
永
武
博
士
主
編
︽
敦
煌
寶
藏
︾
第
二
〇
冊
︑
新
文
豊
出
版
公
司
︑
一
九
八
一
年
︒

(
63
)

龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

https://da.library.ryukoku.ac.jp/page/220309
(
参
照
二
〇
二
四
年
十
月
一
日
)

(
64
)

『
大
正
蔵
﹄
第
四
十
五
巻
︑
四
〇
八
頁
︒

(
65
)

同
上
四
二
〇
頁
上
︒

(
66
)

金
炳
坤
﹇
二
〇
二
〇
Ａ
﹈
七
頁
～
八
頁
︒

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

二
八



【
凡

例
】

一

本
翻
刻
は
七
寺
蔵
の
菩
提
留
支
訳
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
一
巻
︵
平
安
末
期
写
本
︶
を
底
本
と
し
て
︑
全
文
を
翻
刻
し
た

も
の
で
あ
る
︒

二

校
本
に
は
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
所
蔵
の
菩
提
流
支
訳
﹃
法
華
論
﹄
一
巻
︵
叡
山
版
古
活
字
本
︑
寛
永
二
年
版
︒
望
月
海

慧
・
金
炳
坤
編
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
﹄
所
収
の
影
印
︶
を
用
い
︑
底
本
と
の
異
同
を
注
記
し
た
︒

①

校
本
の
略
譜
は
︻
叡
︼
と
し
た
︒

②

底
本
に
お
け
る
誤
脱
・
衍
字
な
ど
を
判
定
す
る
た
め
︑
疑
い
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
︑
校
本
の
ほ
か
に
︑
︵
序
品
部
分
が
公

表
さ
れ
て
い
る
︶
金
炳
坤
﹁
︿
資
料
﹀
﹃
法
華
論
﹄
諸
本
校
合
︵
二
︶
﹂
︵
以
下
︑
校
合
②
︶
を
参
照
し
︑
問
題
箇
所
を
注
記
で
指
摘

し
た
︒
そ
の
際
︑
﹁
校
合
②
︵
該
当
ペ
ー
ジ
数
︶
﹂
の
形
で
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
た
︒

③

方
便
品
以
降
の
誤
脱
・
衍
字
な
ど
の
判
定
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
で
翻
刻
し
た
興
聖
寺
所
蔵
の
院
政
期
写
本

と
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
第
二
十
六
巻
所
収
の
勒
那
摩
提
訳
お
よ
び
菩
提
留
支
訳
の
﹃
法
華
論
﹄
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
︑
問
題
箇
所
を

注
記
で
指
摘
し
た
︒
勒
那
摩
提
訳
・
菩
提
留
支
訳
の
参
照
は
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
の
校
本
︵
宋
本
・
元
本
・
明
本
・
宮
内
庁
本
︶
も
含
む
︒

各
テ
キ
ス
ト
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
︑
興
聖
寺
本
は
﹁
興
・
該
当
行
数
﹂
︑
勒
那
摩
提
訳
は
﹁
摩
・
該
当
ペ
ー
ジ
・
段
﹂
︵
摩
提
訳

の
校
本
﹁
摩
・
該
当
ペ
ー
ジ
・
段
・
注
番
号
﹂
︶
︑
菩
提
留
支
訳
は
﹁
留
・
該
当
ペ
ー
ジ
・
段
﹂
︵
留
支
訳
の
校
本
は
取
り
上
げ
る
箇
所
な

し
︶
の
形
で
示
し
た
︒
な
お
序
品
に
お
け
る
諸
本
︵
校
合
②
︶
参
照
と
区
別
す
る
た
め
︑
方
便
品
以
降
で
は
注
記
す
る
際
に
︑

﹁
諸
テ
キ
ス
ト
﹂
と
し
た
︒

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

二
九



三

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
︑
以
下
の
方
針
に
基
づ
い
た
︒

①

改
行
は
底
本
に
従
っ
た
︒

②

各
紙
の
一
行
目
の
行
末
に
丁
付
を
︵

︶
で
示
し
た
︒
な
お
第
一
紙
の
み
︑
ペ
ー
ジ
幅
の
都
合
か
ら
一
行
目
の
行
末
の
左
側

に
付
し
た
︒

③

各
行
頭
に
行
番
号
を
付
し
た
︒

④

漢
字
の
字
体
は
︑
原
則
と
し
て
底
本
の
字
体
に
従
う
こ
と
に
努
め
た
が
︑
活
字
フ
ォ
ン
ト
に
存
在
し
な
い
異
体
字
・
難
字
な

ど
に
つ
い
て
は
最
も
近
い
字
体
を
用
い
た
場
合
も
あ
る
︒

⑤

以
下
の
例
の
よ
う
に
︑
底
本
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
異
体
字
は
︑
原
文
ど
お
り
に
翻
刻
し
た
︒

例
：
脩
・
𢔜
︑
障
・
鄣
︑
歎
・
嘆
︑
捴
・
惣
︑
體
・
躰
︑
囙
・
因
︑
慧
・
恵
︑
密
・
蜜
︑
𭛁
・
𤼲

⑥

誤
脱
・
衍
字
な
ど
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
で
も
︑
原
文
ど
お
り
に
翻
刻
し
た
が
︑
衍
字
・
衍
文
に
つ
い
て
は
︑
私
に
二
重
取
り

消
し
線
を
引
い
た
︒

⑦

句
読
点
︑
中
黒
点
を
私
に
付
し
た
︒

⑧

底
本
の
挿
入
符
・
(
字
の
上
側
に
付
さ
れ
る
︶
倒
置
符
は
︑
0
で
示
し
た
︒

⑨

破
損
等
が
あ
っ
て
も
判
読
可
能
な
場
合
は
︑
該
当
字
を
□
で
囲
ん
だ
︒

例
：
32
0
如
是
我
聞
︒
一
時
佛
住
王
舎
城
𦒿
闍
崛
山

⑩

底
本
に
は
︑
文
字
を
擦
り
消
し
た
・
擦
り
消
そ
う
と
し
た
箇
所
が
あ
る
︒
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
︑
読
み
取
れ
る
字
を
グ
レ

ー
で
示
し
︑
網
か
け
に
し
た
︒

例
：
147

䔿
重
讃
歎
︒
如
経

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

三
〇



四

底
本
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒
記
述
に
当
た
っ
て
は
︑
令
和
三
︵
二
〇
二
一
︶
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
に
か

け
て
︑
日
本
古
写
経
研
究
所
が
実
施
し
た
七
寺
一
切
経
実
地
調
査
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
筆
者
が
︑
実
物
を
調
査
し
作
成
し
た

調
書
の
情
報
を
基
に
し
た
︒

名
古
屋
市
中
区
大
須
に
所
在
す
る
︑
七
寺
︵
稲
園
山
長
福
寺
︶

所
蔵
の
古
写
本

[
外

題
﹈
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
︵
銀
字
打
ち
付
け
書
︶

[
内

題
﹈
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎

[
尾

題
﹈
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
一
巻

[
撰

者
﹈
婆
藪
槃
豆
菩
薩
造

[
訳

者
﹈
三
蔵
法
師
菩
提
留
支
譯

[
装

丁
﹈
巻
子
本
一
巻

[
時

代
﹈
平
安
時
代
末
期

[
箱
番
号
﹈
仮
十
九
函
︵
甲
復
三
函
︶

[
裏
打
ち
﹈
部
分

[
表

紙
﹈
有

縦
二
十
六
糎
九
粍

横
二
十
二
糎
九
粍

[

軸

﹈
無

[
界

線
﹈
天
地
朱
界
縦
墨
界

[
存

欠
﹈
完
本

[
状

態
﹈
良
好

[
紙

質
﹈
楮
打
紙
︵
黄
檗
染
︶

[
第
二
紙
﹈
一
紙
二
十
七
行
十
六
字
前
後

縦
二
十
六
糎
八
粍

横
四
十
九
糎
四
粍

界
高
二
十
糎
六
粍

界
幅
一
糎
九
粍

天
界
三
糎

地
界
三
糎
二
粍

[
法

量
﹈
第
一
紙
か
ら
第
三
十
二
紙
は
︑
四
十
一
糎
九
粍
袞

四
十
九
糎
七
粍
の
間
︒
第
三
十
三
紙
は
︑
十
三
糎

九
粍
︒
全
三
十
三
紙

[
奥

書
﹈
一
交
了

永
藝

[
備

考
﹈
紙
本
墨
書
︒
墨
書
に
よ
る
校
合
︒
表
紙
に
文
様
あ

り
︑
濃
い
茶
渋
色
に
染
め
ら
れ
て
い
る
た
め
不
鮮

明
︒

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

三
一



【
翻

刻
】

(
表
紙
)

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

三
二

(
表
紙
に
文
様
あ
り
︑
濃
い
茶
渋
色
に
染
め
ら
れ
て
い
る
た
め
不
鮮
明
)

妙
法
蓮
華
亜
優
婆
提
舎



１
１

妙
法
蓮
華
経
𬿲
婆２
提
舎

婆
藪
盤３
豆４
菩
薩
造

三
蔵
法
師
菩
提
留５
支６
譯

(
第
一
紙
)

２

頂
𥝏
正
覺
海

浄
法
无
為
僧

為
深
利
智
者

開
示
毗
伽
典

３

敬
𥝏７
𠫚
尼
䔿

及
菩
薩
聲
聞

令
法
自
利
他

略
出
勒
伽
論

４

𨺔
命
過
去８
世

現
在
佛
菩
薩

𭤩
慈
降
神
力

願
施
我
无
畏

５

大
悲
止
四
魔

護
菩
提
増
長

６

経
曰
︒
𨺔
命
一
𭃄
諸
佛
菩
薩
︒

７

如
是
我
聞
︒
一
時
佛
住
王
舎
城
𦒿
闍
崛
山
中
︒
與

８

大
比
丘
衆
万
二
千
人
倶
︒
皆
是
阿
羅
漢
︒
諸
漏
已

９

盡
︑
无
復
煩
𢙉
︑
心
得
自
在
︑
善
得
心
觧
脫
︑
善
得
慧

10

觧
脫
︑
心
善
調
伏
︑
人
中
大
龍
︒
應
作
者
作
︑
所
作

11

已
辨
︑
𩀌
諸
重
擔
︑
逮
得
己
利
︑
盡
諸
有
結
︑
善
得

12

正
智
心
觧
脫
︑
一
𭃄
心
得
自
在
︑
到
第
一
彼
岸
︒
菩

13

薩
摩
訶
薩
八
万
人
︒
皆
扵
阿
耨
多
羅
三
𦴭
三

14

菩
提
不
退
轉
︑
皆
得
陁
羅
尼
︑
大
辯
才９
樂
說
︑
轉

15

不
退
轉
法
輪
︒
供
養
无
量
百
千
諸
佛
︑
扵
諸
佛

16

所
種
諸
善
根
︑
常
為
諸
佛
之
所
稱
歎10
︑
以
大
慈

17

悲
而
脩
身
心
︑
善
入
佛
慧11
︑
通
達
大
智
︑
到
扵
彼

18

岸
︑
名
稱
普
聞
无
量
世
𭻃
︑
能
度
无
數
百
千
衆

19

生
︒七

寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

三
三

１

〔
法
華
論
〕
＋
【
叡
︼

２

婆
＝
波
︻
叡
︼

３

盤
＝
槃
︻
叡
︼

４

〔
此
云
天
親
〕
＋
【
叡
︼

５

留
＝
流
︻
叡
︼

６

〔
奉
詔
〕
＋
【
叡
︼

７

敬
𥝏
＝
祇
虔
︻
叡
】

底
本
の
当
該
箇
所
は
﹁
敬
﹂
の
異
体
字
か
︒

８

去
＝
未
︻
叡
︼

９

辯
才
＝
辨
財
︻
叡
︼

10

歎
＝
嘆
︻
叡
︼

11

慧
＝
惠
︻
叡
︼



20

論
曰
︒
此12
法
門
中
︑
𥝢
第
一
品
︑
眀
七
種
㓛
徳
成
𭕒
︒
何

21

䒭13

七
︒
一
者
︑
序
𭄞
成
𭕒
︒
二
者
︑
衆
成
𭕒
︒
三
者
︑
如

22

来
欲
說
法
時
至
成
𭕒
︒
四
者
︑
所
依
說
法
随
順

23

威
儀
住
成
𭕒
︒
五
者
︑
依
止14
說
囙
成
𭕒
︒
六
者
︑
大

24

衆
欲
聞
法
現
前
成
𭕒
︒
七
者
︑
文
殊
師
利
荅
成

25

𭕒
︒

26

又
序
𭄞
成
𭕒
者
︑
此
法
門
中
︑
示
現
二
種
勝
𮊫
成

(
第
二
紙
)

27

𭕒
︑
應
知
︒
何
䒭
為
二
︒
一
者
︑
示
現
一
𭃄15

法
門
中

28

㝡
勝
𮊫
成
𭕒
016
︒
二
者
︑
示
現
自
在
㓛
徳
𮊫
成
𭕒

29

故
︒
如
王
舎
城
︑
勝17
諸
餘
一
𭃄
城
舎
︑
𦒿
闍
崛

30

山
︑
勝
諸
餘18
山
故
︑
顕
此
法
門
㝡
勝
𮊫
故
︒
如
経
︑

31

経19

32

020
如
是
我
聞
︒
一
時
佛
住
王
舎
城
𦒿
闍
崛
山

33

中
故
︒
衆
成
𭕒
者
︑
有
四
種
𮊫
︑
成
𭕒
應
知
︒
何
䒭

34

為
四
︒
一
者
︑
數
成
𭕒
︒
二
者
︑
行
成
𭕒
︒
三
者
︑
攝
㓛

35

徳
成
𭕒
︒
四
者
︑
威
儀
如
法
住21
成
𭕒
︒
一
數
成
𭕒

36

者
︑
謂
大
衆
无
數
故
︒
二
行
成
𭕒
者
︑
有
四
種
︒

37

一
者
︑
諸
聲
聞
︑
脩22
小
乗
行
︒
二
者
︑23
諸
菩
薩
︑

38

𢔜
大
乗
行
︒
三
︑24
者
諸
菩
薩
︑25
神
通
自
在26
︑
随

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

三
四

12

〔
經
〕
＋
【
叡
︼

13

〔
爲
〕
＋
【
叡
】

｢
爲
﹂
は
校
合
②
︵
一
五
八
頁
～
一
五
九
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

14

止
＝
上
︻
叡
︼

15

〔
諸
〕
＋
【
叡
】

｢
諸
﹂
は
校
合
②
︵
一
六
〇
頁
～
一
六
一
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

16

〔
故
〕
＋
【
叡
】

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
故
﹂
と
あ
り
︒

17

〔
於
〕
＋
【
叡
︼

18

諸
餘
＝
餘
諸
︻
叡
︼

19

経
経
＝
經
︻
叡
】

底
本
の
当
該
箇
所
は
︑
一
字
毎
に
見
せ
消
ち

記
号
が
付
さ
れ
て
お
り
︑
﹁
経ヒ

経ヒ

﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
二
字
目
の

﹁
経
﹂
は
衍
字
で
あ
る
た
め
︑
私
に
打
ち
消
し
線
を
引
い
た
︒

20

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
如
経
﹂
と
あ
り
︒

21

〔
住
〕
衾
【
叡
︼

22

脩
＝
修
︻
叡
︼

23

〔
謂
〕
＋
【
叡
︼

24

〔
謂
〕
＋
【
叡
︼

25

〔
以
〕
＋
【
叡
︼

26

〔
力
〕
＋
【
叡
︼



39

時
示
現
︑
能27
行
衆
行
︒
如
颰
陁
婆
羅28

䒭
十
六

40

賢
十
一29
︑
具
𠯣
菩
薩
不
可
思
議
事
︑
而
常
示

41

現
種
種
形
相
︒
謂
𬿲
婆
塞
・
𬿲
婆
𬻒
・
比
丘
・
比

42

丘
尼
䒭
故
︒
四
者
︑
出
家
聲
聞
人
︑
威
儀
一
㝎
︒

43

不
同
菩
薩
故
︒
皆
是
阿
羅
漢
䒭
者
︑30
十
六
句
︒

44

示
現
聲
聞
㓛
徳
成
𭕒
故
︒
皆
扵
阿
耨
多
羅

45

三
𦴭31

故
︒
阿
羅
漢
㓛
徳
成
𭕒
者
︑
彼
十
六
句
︑

46

示
現
三
種
門
攝
𮊫
︑
應
知
︒
何
䒭
三32
門
︒
一
者
︑

47

上
上
起
門
︒
二
者
︑
捴
别
相
門
︒
三
者
︑
攝
取
事

48

門
︒
上
上
起
門
者
︑33
諸
漏
已
盡
故
︑
名
為
阿
羅34

︒

49

以
心
得
自
在
故
︑
名
諸
漏
已
盡
︒35
以36
无
復
煩

50

𢙉
故
︑
名
心
得
自
在
︒
以
善
得
心
觧
脫
︑
善
得
慧

51

觧
脫
故
︑
名
心
得
自
在
︒
以
遠
𩀌
能
見37
故
︑
名
无

52

復
煩
𢙉
︒
已38
善
得
心
觧
脫
︑39
慧
觧
脫
故
︑
名
心
善

53

調
伏
︒
人
中
大
龍
者
︑
行
諸
𢙣
道
︑
如
平
坦
路

(
第
三
紙
)

54

无
所
𤘽40

㝵
︑
應
行
者
已
行
︑
應
到
𠁅
已
到
故
︒

55

應
作
者41
作42
︑
人
中
大
龍
︑
已43
𭔸
治
︑
降
伏
煩
𢙉

56

𭜥
歒
故
︒
所
作
已
辨
者
︑
更
不
後
生
︑
如
相
應

57

事
已
成
𭕒44

故
︒
𩀌
諸
重
擔
者
︑
已
應
作
者
作
︑

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

三
五

27

〔
脩
〕
＋
【
叡
︼

28

〔
菩
薩
〕
＋
【
叡
︼

29

十
一
＝
士
︻
叡
】

校
合
②
︵
一
六
三
頁
～
一
六
四
頁
︶
の
諸
本

で
は
︑
﹁
士
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
十
一
﹂
は
誤
写
︒

30

〔
有
〕
＋
【
叡
︼

31

〔
三
菩
提
不
退
轉
等
者
有
十
三
句
示
現
菩
薩
功
德
成
就
〕
＋
【
寛
】

｢
三
菩
提
⁝
﹂
は
校
合
②
︵
一
六
五
頁
︶
の
諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は

脱
文
︒

32

〔
種
〕
＋
【
叡
︼

33

〔
謂
〕
＋
【
叡
】

｢
謂
﹂
は
校
合
②
︵
一
六
六
頁
～
一
六
七
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

34

〔
漢
〕
＋
【
叡
】

｢
漢
﹂
は
校
合
②
︵
一
六
六
頁
～
一
六
七
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

35

〔
諸
漏
已
盡
故
名
爲
羅
漢
〕
＋
【
叡
︼

36

〔
心
〕
＋
【
叡
︼

37

〔
所
見
〕
＋
【
叡
︼

38

〔
已
〕
衾
【
叡
︼

39

〔
善
得
〕
＋
【
叡
︼

40

𤘽
＝
拘
︻
叡
︼

41

〔
已
〕
＋
【
叡
︼

42

〔
者
〕
＋
【
叡
︼

43

〔
得
〕
＋
【
叡
︼

44

𭕒
＝
辨
︻
叡
︼



58

所
作
已
辨
︑
後
生
重
擔
已
捨
𩀌
故
︒
逮
得
己
利

59

者
︑
已
捨
重
擔
︑
證
涅
槃
故
︒
盡
諸
有
結
者
︑
已
逮

60

得
己
利
︑
断
諸
煩
𢙉
因
故
︒
善
得
正
智
心
觧
脫

61

者
︑
諸
漏
已
盡
故
︒
一
𭃄
心
得
自
在
者
︑
善
知
見

62

道
脩45
道
智
故
︒
到
第
一
彼
岸
者
︑
善
得
正

63

智
心
得
觧
脫
︑
善
得
神
通
︑
无
諍
三46
䒭
諸
㓛

64

徳
故
︒
大
阿
羅
漢
䒭
者
︑
心
得
自
在
︑
到47
彼
岸

65

故
︒
衆
所
知
識
者
︑
諸
王
・
王
子
・
大
臣
・
人
𫞖
・
帝

66

𥼶48

・
梵
天
王
䒭
︑
皆
識
知49
故
︒50
復
聲
聞
・
菩
薩
・
佛

67

䒭
︑
是
勝
智
者
︒
彼
勝
智
者
︑
皆51
善
知
︒
故52
名
衆

68

所
知
識
︒

69

捴
别
相
門
者
︑
皆
是53
羅
漢
䒭
十
六
句54
︑
𥝢
句

70

是
捴
︑
餘
句
别
故
︒
皆
是
阿
羅
漢
者
︑
彼55
羅
漢56
︑

71

有
十
五
種
應57
𮊫
︑
應
知
︒
何
䒭
十
五
︒
一
者
︑
應

72

受
飲
食
・
卧
具
・
供
養
・
㳟
敬
䒭
故
︒
二
者
︑
應
将

73

大
衆
︑
教
化
一
𭃄
故
︒
三
者
︑
應
入
聚
落
・
城
邑
䒭

74

故
︒
四
者
︑
應
降
伏
諸
外
道
䒭
故
︒
五
者
︑
應
以
智

75

慧
︑
速
觀
察58
法
故
︒
六
者
︑
應
不
疾
不
遅
說
法
︑
如

76

法
相
應
不
疲
惓59
故
︒
七
者
︑
應
静
㘴
𫞹
閑
𠁅
︑

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

三
六

45

脩
＝
修
︻
叡
︼

46

〔
昧
〕
＋
【
叡
】

｢
昧
﹂
は
校
合
②
︵
一
六
九
頁
～
一
七
〇
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

47

〔
第
一
〕
＋
【
叡
︼

48

〔
天
王
〕
＋
【
叡
︼

49

識
知
＝
知
識
︻
叡
︼

50

〔
又
〕
＋
【
叡
︼

51

〔
悉
〕
＋
【
叡
︼

52

故
＝
是
︻
叡
︼

53

〔
阿
〕
＋
【
叡
︼

54

〔
中
〕
＋
【
叡
︼

55

〔
阿
〕
＋
【
叡
︼

56

〔
名
之
爲
應
〕
＋
【
叡
︼

57

〔
應
〕
衾
【
叡
︼

58

〔
諸
〕
＋
【
叡
︼

59

惓
＝
倦
︻
叡
︼



77

飲
食
・
衣
服
・
一
𭃄
資
生
不
積
不
聚
︑
少
欲
知

78

𠯣
故
︒
八
者
︑
應
一
向
行
善
行
︑
不
著
諸
禪
故
︒

(
第
四
紙
︶

79

九
者
︑
應
行
𫞹
聖
行
故
︒
十
者
︑
應
行
无
相
聖
行

80

故
︒
十
一
者
︑
應
行
无
願
聖
行
故
︒
十
二
者
︑
應

81

降
伏
世
間
禪
浄
心
故
︒
十
三
者
︑
應
起
諸
通

82

勝
㓛
徳
故
︒
十
四
者
︑
應
證
第
一
𮊫
勝
㓛
徳
故
︒

83

十
五
者
︑
應
如
實
知
同
生60
衆
生
︑
得
諸
㓛
徳
︑
為

84

利
益
一
𭃄
諸
衆
生
故
︒

85

攝
取
事
門
者
︑
此
十
五
句
︑
攝
取
十
種
㓛
徳
︑

86

應
知
︒
示
現
可
說
果
・
不
可
說
果
故
︒
何
䒭
為

87

十
︒
一
者
︑
攝
取61
㓛
徳
︑
二
句
示
現
︒
如
経
︑
諸
漏
已

88

盡
︑
无
復
煩
𢙉
故
︒
二
者
︑
三
句
攝
取
諸
㓛
徳
︒
一

89

句
︑
降
伏
世
間
㓛
徳
︒
如
経
︑
心
得
自
在
故
︒
二
句
︑

90

降
伏
出
世
間
學
人
㓛
徳
︒
如
経
︑
善
得
心
觧
脫
︑

91

善
得
慧
觧
脫
故
︒
三
者
︑
攝
取
不
違
㓛
徳
︒
随

92

順
如
来
教
行
故
︒
如
経
︑
心
善
調
伏
故
︒
四
者
︑
攝

93

取
勝
㓛
徳
︒
如
経
︑
人
中
大
龍
王62
故
︒
五
者
︑
攝
取

94

所
應
作
勝
㓛
徳
︒
所
應
作
者
︑
謂
依
法
︑
供
養
・
㳟

95

敬
・
䔿
重
如
来
故
︒
如
経
︑
應
作
者
作
故
︒
六
者
︑
攝

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

三
七

60

〔
諸
〕
＋
【
叡
︼

61

〔
斷
德
〕
＋
【
叡
︼

62

〔
王
〕
衾
【
叡
】

｢
王
﹂
は
校
合
②
︵
一
七
七
頁
︶
の
諸
本
に
な
し
︒



96

取
𫞜
𠯣
㓛
徳
︒
𫞜
𠯣
學
地
故
︒
如
経
︑
所
作
已
辨

97

故
︒
七
者
︑
三
句
攝
取
過
㓛
徳
︒
一
者
︑
過
愛
故
︒
二

98

者
︑
過
求
命
供
養
・
㳟
敬
故
︒
三
者
︑
過
上
下
𭻃
︒
已

99

過
學
地
故
︒
如
経
︑
𩀌
諸
重
擔
︒
逮
得
己
利
︒
盡
諸

100

有
結
故
︒
八
者
︑
攝
取
上
上
㓛
徳
︒
如
経
︑
善
得
正

101

智
心
觧
脫
故
︒
九
者
︑
攝
取
應
作
利
益
衆
生
㓛

102

徳
︒
如
経
︑
一
𭃄
心
得
自
在
故
︒
十
者
︑
攝
取
上
首

103

㓛
徳
︒
如
経
︑
到
第
一
彼
岸
故
︒
彼63
諸
菩
薩
㓛
徳

(
第
五
紙
)

104

成
𭕒
者
︑
有
十
三
句64
︒
二
門
攝
𮊫
示
現
︑
應
知
︒
何

105

䒭
為65
二
門
︒
一
者
︑
上
支
下
支
門
︒
二
者
︑
攝
取
事

106

門
︒
上
支
下
支
門
者
︑
所
謂
捴
相
・
别
相
︑66
應
知
︒
皆

107

扵67

阿
耨
多
羅
三
𦴭
三
菩
提
不
退
轉
者
︑
是
捴

108

相
︒
餘
者
︑
是
别
相
︒
彼
不
退
轉
︑
有
十
種
示
現68
︒
何
䒭

109

為
十
︒
一
者
︑
住
聞
法
不
退
轉
︒
如
経
︑
皆
得
陁
羅

110

尼
故
︒
二
者
︑
樂
說
不
退
轉
︒
如
経
︑
大
辯
才69
樂
說

111

故
︒
三
者
︑
說
不
退
轉
︒
如
経
︑
轉
不
退
轉
法
輪
故
︒
四

112

者
︑
依
止
善
知
識
不
退
轉
︒
以70
身
心
𮏩
︑
依
𬼜
身

113

攝
取
故
︒
如
経
︑
供
養
无
量
百
千
諸
佛
故
︒
扵

114

諸
佛
所
︑
種
諸
善
根
故
︒
五
者
︑
断
一
𭃄
疑
不
退

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

三
八

63

〔
彼
〕
衾
【
叡
︼

64

〔
功
德
〕
＋
【
叡
︼

65

〔
為
〕
衾
【
叡
】

｢
為
﹂
は
校
合
②
︵
一
七
九
頁
～
一
八
〇
頁
︶
の

諸
本
に
な
し
︒

66

〔
此
義
〕
＋
【
叡
︼

67

扵
＝
得
︻
叡
︼

68

〔
應
知
〕
＋
【
叡
︼

69

才
＝
財
︻
叡
︼

70

〔
己
〕
＋
【
叡
︼



115

轉
︒
如
経
︑
常
為
諸
佛
之
所
稱
嘆71
故
︒
六
者
︑
為
何

116

䒭
何
䒭
事
說
法
︑
入
彼72
法
不
退
轉
︒
如
経
︑
以
大

117

慈
悲
︑
而
脩73
身
心
故
︒
七
者
︑
入
一
𭃄
智
如
實
境

118

𭻃
不
退
轉
︒
如
経
︑
善
入
佛
慧
故
︒
八
者
︑
依
我

119

𫞹
・
法
𫞹
不
退
轉
︒
如
経
︑
通
達
大
智
故
︒
九
者
︑

120

入
如
實
境
𭻃
不
退
轉
︒
如
経
︑
到
扵
彼
岸
故
︒

121

十
者
︑
作
所
應74
作
住
持
不
退
轉
︒
如
経
︑75
能
度
无

122

數76
百
千
衆
生
故
︒

123

攝
取
事
門
者
︑
示
現
諸
菩
薩
︑
住
何
䒭
清
浄
地

124

中
︑
囙
何
䒭
方
便
︑
扵
何
䒭
境
𭻃
中
︑
應
作
所
作

125

故
︒
地
清
浄
者
︑
八
地
已
上
三
地
无
相
行
︑
寂
静

126

清
浄
故
︒77
方
便
者
︑
有
四
種
︒
一
者
︑
攝
取
妙
法
方

127

便
︒
住
持
妙
法
︑
以
樂
說
力
︑
為
人
說
故
︒
二
者
︑
攝

128

取
善
知
識
方
便
︒
以
依
善
知
識
︑
所
作
應
作
故
︒

(
第
六
紙
︶

129

三
者
︑
攝
取
衆
生
方
便
︒
以
不
捨
衆
生
故
︒
四
者
︑

130

攝
取
智
方
便
︒
以
教
化
衆
生
︑
令
入
彼
智
故
︒
境

131

𭻃
者
︑
易
觧
︒
復78
有
攝
取
事
門
︒
示
現
諸
地
攝
取

132

勝
㓛
徳
︑
不
同
二
乗79
㓛
徳
故
︒
第
八
地
中
︑
无
㓛
用

133

智
︑
不
同
上
下80
故
︒
不
同
下81
者
︑
下
㓛
用
行
︑
不
能
動

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

三
九

71

嘆
＝
歎
︻
叡
︼

72

〔
彼
〕
＋
【
叡
】

｢
彼
﹂
は
校
合
②
︵
一
八
三
頁
～
一
八
四
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

73

脩
＝
修
︻
叡
︼

74

作
所
應
＝
應
作
所
︻
叡
︼

75

〔
名
稱
普
聞
無
量
世
界
〕
＋
【
叡
︼

76

數
＝
量
︻
叡
︼

77

〔
地
〕
＋
【
叡
︼

78

〔
更
〕
＋
【
叡
︼

79

〔
諸
〕
＋
【
叡
︼

80

上
下
＝
下
上
︻
叡
】

｢
上
下
﹂
の
用
例
は
︑
校
合
②
︵
一
八
八
頁

～
一
八
九
頁
︶
の
諸
本
に
な
し
︒

81

〔
功
〕
＋
【
叡
︼



134

故
︒
不
同
上
者
︑82
无
相
行
不
能
動
故
︑
自
然
而
行

135

故
︒
扵
第
九
地
中
︑
得
勝
進
陁
羅
尼
門
︑
具
𠯣

136

四
无
㝵
自
在83
故
︒
扵84

十
地
中
︑
轉
不
退
轉
法
輪
︑

137

得
受
佛
位
︑
如
轉
輪
王
太
子
故
︒
以
得
同
攝
㓛

138

徳
𮊫
故
︒
三
攝
㓛
徳
成
𭕒
者
︑
示
現
依
何
𠁅
・
依

139

何
心
・
依
何
智
・
依
何
䒭
境
𭻃
行
・
依
何
䒭85

能
辨

140

故
︒
依
何
𠁅
者
︑
依
善
知
識
故
︒
依
何
心
者
︑
我

141

依86
衆
生
心
︑
教
化
畢
竟
︑
利
益
一
𭃄
衆
生
故
︒

142

依
何
智
者
︑
依
三
種
智
︒
一
者
︑
授
記
蜜87
智
︒
二
者
︑

143
88

通
智
︒
三
者
︑
真
實
智
︒
依
何
䒭
境
𭻃
行
・
依
何
䒭

144

能
辨
者
︑
即
三
種
智
所
攝
︑
應
知
︒
四
威
儀
如
法

145

住
成
𭕒
者
︑
有
四
種
示
現
︒
何
䒭
為
四
︒
一
者
︑
四89

146

衆
圍
遶
︒
二
者
︑
前
後
︒
三
者
︑
供
養
・
㳟
敬
︒
四
者
︑

147

䔿
重
・
讃
歎
︒
如
経90

148

091
尒
時
世
䔿
︑
四
衆
圍
遶
︑
供
養
・
㳟
敬
・
䔿
重
・
讃
歎

149

故
︒
如
来
欲
說
法
時
至
成
𭕒
者
︑
為
諸
菩
薩

150

說
大
乗
経
故
︒
此
大
乗
脩92
多
羅
︑
有
十
七
種
名
︒

151

顕
示
甚
深
㓛
徳
︑
應
知
︒
何
䒭
十
七
︒
云
何
顕
示
︒

152

一
名
无
量
𮊫
経
者
︑
成
𭕒
字
𮊫
故
︒
以
此
法
門
︑

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

四
〇

82

〔
上
〕
＋
【
叡
】

｢
上
﹂
は
校
合
②
︵
一
八
八
頁
～
一
八
九
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

83

〔
智
〕
＋
【
叡
︼

84

〔
第
〕
＋
【
叡
︼

85

〔
境
界
〕
＋
【
叡
︼

86

〔
度
〕
＋
【
叡
︼

87

蜜
＝
密
︻
叡
︼

88

〔
諸
〕
＋
【
叡
】

｢
諸
﹂
は
校
合
②
︵
一
九
二
頁
～
一
九
三
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

89

〔
四
〕
衾
【
叡
︼

90

底
本
の
﹁
如
経
﹂
は
擦
り
消
さ
れ
て
い
る
︒
寛
永
二
年
版
の
当
該

箇
所
に
は
﹁
如
經
﹂
あ
り
︒

91

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
如
経
﹂
と
あ
り
︒

92

脩
＝
修
︻
叡
︼



153

說93
方
便
︑
說94
甚
深
法
妙
境
𭻃
故
︒
彼
甚
深
法

(
第
七
紙
)

154

妙
境
𭻃
者
︑
諸
佛
如
来
︑
㝡
勝
境
𭻃
故
︒

155

二
名
㝡
勝
脩95
多
羅
者
︑
扵
三
蔵
中
︑
㝡
勝
妙

156

蔵
︑
𮊫96

成
𭕒
故
︒

三
097
大
方
廣
者
︑
无
量
大
乗98

157

門
︑
随
順
衆
生
根
︑
住
持
成
𭕒
故
︒

四
名
教

158

菩
薩
法
者
︑99
為
教
化
根
𤎼
菩
薩
︑
随
順
法100
︑
善

159

成
𭕒
故
︒

五
名
佛
所
護
念
者
︑
依
佛
如
来
︑

160

有
此
法
故
︒

六
名
一
𭃄
諸
佛
秘
密
法
者
︑

161

此
法
甚
深
︑101
如
来
知
故
︒
七
名
一
𭃄
諸
佛102
蔵
者
︑

162

如
来
㓛
徳
︑
三
昧
之
蔵
︑
在
此
経
故
︒
八
名
一
𭃄

163

諸
佛
秘
密
𠁅
者
︑103
根
未
𤎼
衆
生104
︑
非
受
法

164

器
︑
與
授105
故
︒
九
名
能
生
一
𭃄
諸
佛
経
者
︑
聞

165

此
法
門
︑
能
成
諸
佛
大
菩
提
故
︒
十
名
一
𭃄

166

諸
佛
道
塲
者
︑
聞
此
法
門
︑
能
成106
阿
耨
多

167

羅
三
𦴭
三
菩
提
︑
非
餘
脩107
多
羅
故
︒
十
一
名

168

一
𭃄
諸
佛
所
轉
法
輪
者
︑
以
此
法
門
︑
能
破

169

一
𭃄
諸
佛108
障
㝵
故
︒
十
二
名
一
𭃄
諸
佛
堅
固

170

舎
利109
者
︑
謂
如
来
真
如
法
身
︑
扵
此
脩110
多
羅
︑

171

不111
壊
故
︒
十
三
名
一
𭃄
諸
佛
大
巧
方
便
経
者
︑

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

四
一

93

〔說
〕
衾
【
叡
︼

94

〔
彼
〕
＋
【
叡
︼

95

脩
＝
修
︻
叡
︼

96

𮊫
＝
此
法
門
中
善
︻
叡
︼

97

〔
名
〕
＋
【
叡
】

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
名
﹂
と
あ
り
︒

98

〔
法
〕
＋
【
叡
︼

99

〔
以
〕
＋
【
叡
︼

100

〔
器
〕
＋
【
叡
】

校
合
②
︵
一
九
七
頁
～
一
九
八
頁
︶
の
諸
本
で
は

﹁
器
﹂
が
︑
﹁
法
﹂
の
下
︵
法
器
︶
か
︑
﹁
法
﹂
の
上
︵
器
法
︶
に
置

か
れ
て
い
る
た
め
︑
底
本
は
﹁
器
﹂
が
脱
字
︒

101

〔
唯
佛
〕
＋
【
叡
︼

102

〔
之
〕
＋
【
叡
︼

103

〔
以
〕
＋
【
叡
︼

104

〔
等
〕
＋
【
叡
︼

105

與
授
＝
不
授
與
︻
叡
】

｢
不
﹂
は
校
合
②
︵
一
九
二
頁
～
一
九
三

頁
︶
の
諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

106

〔
諸
佛
〕
＋
【
叡
︼

107

脩
＝
修
︻
叡
︼

108

〔
佛
〕
衾
【
叡
】

｢
佛
﹂
は
校
合
②
︵
二
〇
〇
頁
︶
の
諸
本
に
な
く
︑

意
味
が
通
じ
な
い
衍
字
の
た
め
︑
私
に
打
ち
消
し
線
を
引
い
た
︒

109

〔
經
〕
＋
【
叡
︼

110

脩
＝
修
︻
叡
︼

111

〔
毁
〕
＋
【
叡
︼



172

依
此
法
門
︑
成
大
菩
提
已
︑112
衆
生
說
天
・
人
・
聲

173

聞
・
辟
支
佛
䒭
︑
諸
善
法
故
︒
十
四
名
說
一
乗

174

経
者
︑113
此
法
門
︑
顕
示
如
来
阿
耨
多
羅
三
𦴭

175

三
菩
提
究
竟
之
體
︑
彼
二
乗114
︑
非
究
竟
故
︒

176

十
五
名
第
一
𮊫
住
者
︑
此
法
門
︑
即
是
如
来

177

法
身
︑
究
竟
住
𠁅
故
︒
十
六
名
妙
法
蓮
華
者
︑

178

有
二
種
𮊫
︒
何
䒭
二
種
︒
一
者
︑
出
水
𮊫
︒
以
不
可

(
第
八
紙
)

179

盡
︑
出
𩀌
小
乗
泥
濁
水
故
︒
復
有
𮊫
︒
如
蓮
華

180

出
泥
水
︑
喻
諸
聲
聞
︑
得
入
如
来
大
衆
中
㘴
︒

181

如
諸
菩
薩
︑
㘴
蓮
華
上
︑
聞
說
如
来
无
上
智

182

慧
清
浄
境
𭻃
︑
得
證
如
来
深
密115
蔵
故
︒
二
者
︑

183

華
開
𮊫
︒116
諸
衆
生
︑
扵
大
乗
中
︑
其
心
怯
𭋘
︑
不

184

能
生
信
︑
是
故
開
示117
如
来
浄
妙
法
身
︑
令
生
信

185

心
故
︒
十
七
名
㝡
上118
法
門
者
︑119
攝
成
𭕒
者
︑
攝

186

取
无
量
名
句
字
身
︒
頻
婆
羅
阿
閦
婆
䒭
︑
舒

187

盧
迦
𡖋120

云
故
︒
此
十
七
句
法
門
者
是121
︑
餘
句
是

188

别122

︒
如
経123

189

0124
為
諸
菩
薩
說
大
乗
経
名
无
量
𮊫
︑
如
是
䒭
故
︒

190

所
依
說
法
随
順
威
儀
住
成
𭕒
者
︑
示
現
依
何

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

四
二

112

〔
爲
〕
＋
【
叡
】

｢
爲
﹂
は
校
合
②
︵
二
〇
一
頁
～
二
〇
二
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

113

〔
以
〕
＋
【
叡
︼

114

〔
道
〕
＋
【
叡
︼

115

密
＝
蜜
︻
叡
︼

116

〔
以
〕
＋
【
叡
︼

117

〔
諸
佛
〕
＋
【
叡
︼

118

上
＝
勝
︻
叡
︼

119

〔
攝
成
就
故
〕
＋
【
叡
】

｢
攝
成
就
故
﹂
は
校
合
②
︵
二
〇
五
頁
～

二
〇
六
頁
︶
の
諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

120

〔
偈
〕
＋
【
叡
】

寛
永
二
年
版
で
は
当
該
箇
所
が
割
注
で
﹁
亦
偈

云

﹂

︵
八
丁
表
︶
と
な
っ
て
い
る
︒
﹁
偈
﹂
は
校
合
②
︵
二
〇
五
頁
～
二
〇

六
頁
︶
の
⑾
を
除
く
諸
本
に
あ
り
︑
文
脈
上
か
ら
底
本
は
脱
字
︒
な

お
脱
字
の
﹁
偈
﹂
は
︑
﹁
云
﹂
の
下
に
置
い
て
﹁
𡖋
云
偈
故
﹂
と
す

る
の
が
本
来
の
形
で
あ
ろ
う
︒

121

〔
總
〕
＋
【
叡
】

｢
總
﹂
は
校
合
②
︵
二
〇
六
頁
︶
の
諸
本
に
あ
り
︑

底
本
は
脱
字
︒

122

〔
故
〕
＋
【
叡
︼

123

底
本
の
﹁
如
経
﹂
は
擦
り
消
さ
れ
て
い
る
︒
寛
永
二
年
版
の
当
該

箇
所
に
は
﹁
如
經
﹂
あ
り
︒

124

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
如
経
﹂
と
あ
り
︒



191

䒭
法
說
法
︒
依
三
種
法
故
︒
一
者
︑
依
三
昧
成
𭕒
︒

192

故
以
三
昧
成
𭕒
︑
二
種
法
示
現
︒
何
䒭
為125
︒
一
者
︑

193

成
𭕒
二
種126
自
在
力
︒
身
心
不
動
故
︒
二
者
︑
𩀌
一
𭃄

194

諸
鄣127

︒
随
自
在
力
故
︒
此
自
在
力
︑
復
有128
二
種
︒
一

195

者129
︑
為
随
順
衆
生130
𭔸
治
︑
攝
取
覺
菩
提
𭄞
法

196

故
︒
二
者131
︑
為
𭔸
治
无
量
世
来
︑
堅
執132
煩
𢙉
故
︒

197

如
経
︑
佛
說
此
経
已
︑
結
跏
趺
㘴
︒
入
扵
无
量
𮊫
𠁅

198

三
昧
䒭133

︒
二
者
︑134
器
世
間
︒
三
者
︑
依
衆
生
世
間
︒
振

199

動
世
𭻃
︑
及
知
過
去
无
量
刧
事
䒭
故
︒

200

如
経
︑
是
時
天
雨
𭦗
陁
羅
華
︑
乃
至
歡
喜
合
掌
︑

201

一
心
觀
佛
故
︒
依
止
說
囙
成
𭕒
者
︑
彼
諸
大
衆
︑

(
第
九
紙
︶

202

現
見
異
相
不
可
思
議
事
︒
如
来
今
者
︑
應
為

203

我
說
︒
渇
仰
欲
聞
︑
生
希
有
心
︑
名
依
止
說
因

204

成
𭕒
︒
是
故
如
来
放
大
光
眀
︑
示
現
諸
世
𭻃

205

中
︑
種
種
事
故
︒
先135
示
現
外
事
六
種
振136
動
䒭
︒

206

次
示
現
此
法
門
中
︑
内
證
甚
深
𭗒
密
法
故
︒

207

又
依
器
世
間
・
衆
生
世
間
︑
數
種
種
︑137
量
種
種
︑

208

具
𠯣
煩
𢙉
𭅒
别
︑
具
𠯣
清
浄
𭅒
别
︑
佛
法
弟

209

子
𭅒
别
︑
示
現
三
寳
故
︒
復
乗
𭅒
别
︒
有
世
𭻃

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

四
三

125

〔
二
〕
＋
【
叡
】

当
該
箇
所
に
つ
い
て
︑
校
合
②
︵
二
〇
七
頁
～
二

〇
八
頁
︶
の
諸
本
で
は
︑
﹁
何
等
爲
二
﹂
が
あ
る
か
︑
全
く
な
い
か

で
分
か
れ
る
た
め
︑
底
本
は
﹁
二
﹂
が
脱
字
︒

126

〔
二
種
〕
衾
【
叡
】

｢
二
種
﹂
は
校
合
②
︵
二
〇
七
頁
～
二
〇
八
頁
︶

の
諸
本
に
な
く
︑
衍
字
か
︒

127

〔
礙
〕
＋
【
叡
︼

128

〔
示
現
〕
＋
【
叡
︼

129

〔
者
〕
衾
【
叡
︼

130

〔
不
見
〕
＋
【
叡
】

｢
不
見
﹂
は
校
合
②
︵
二
〇
八
頁
︶
の
諸
本
に

あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

131

〔
者
〕
衾
【
叡
︼

132

執
＝
報
︻
叡
︼

133

〔
故
〕
＋
【
叡
︼

134

〔
依
〕
＋
【
叡
】

｢
依
﹂
は
校
合
②
︵
二
〇
九
頁
～
二
一
〇
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

135

〔
爲
大
衆
〕
＋
【
叡
︼

136

振
＝
震
︻
叡
︼

137

〔
無
〕
＋
【
叡
︼



210

有
佛
︒
有
世
𭻃
无
佛
︒
令
衆
生
見
𢔜138

行
者
未

211

得
果
︑
得
道
者
已
得
果139
︒
如
経
︑
諸
𢔜
行
得
道

212

者
故
︒
數
種
種
者
︑
示
現
種
種
觀
故
︒
略
說
四

213

種
觀
︒
一
者
食140
︒
二
者
聞
法
︒
三
者
𢔜
行
︒
四
者

214

樂
︒

215

如
経
︑
尒
時
佛
︑
放
𭕘
間
白
豪141
相
光
︑
乃
至
以

216

佛
舎
利
︑
起
七
寳
塔
故
︒
行
菩
薩
道
者
︑
教
化

217

衆
生
︑
依
四
攝142
法
方
便
攝
取
︑
應
知
︒
如
経
︑
所

218

說
︑
當
自
推
取
︒
自
此
以143
下
︑
示
現
大
衆
現
前

219

欲
聞
法
成
𭕒
︒
問
一
人
者
︑
多
人
欲
聞
︑
生
希

220

有
心
︒
是
故
唯
問
文
殊
師
利
︒
如
是
示
現
世

221

䔿
弟
子
︑
随
順
扵
法
不
相
違
故
︒
今
佛
世
䔿
︑

222

現
神
變
相
者144
︑
為
何
䒭145

𮊫
︒
為
現
大
相
囙

223

故
︒
為
現
大
相
者
︑
為146
妙
法
蓮
華
経
故
︑
現
大
瑞

224

相
︒
為
說
如
来
所
得
妙
法
︑
不
可
思
議
䒭
文147

225

句
故
︒
有
二
種
𮊫
︑
是
故
仰
推
文
殊
師
利
︒148

226

一
者
︑
現
見
諸
法149
︒
二
者
︑
𩀌
諸
囙150

︑
唯
自
内151
心

(
第
十
紙
)

227

成
𭕒
彼
法
故
︒
示
現
種
種
瑞
相
者
︑
示
現
彼

228

彼
事
故
︒
如
彼
事
相
現
・
沒
・
住
・
滅
︑
應
知
︒
以
文

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

四
四

138

𢔜
＝
脩
︻
叡
︼

139

〔
故
〕
＋
【
叡
︼

140

〔
住
〕
＋
【
叡
︼

141

豪
＝
毫
︻
叡
︼

142

〔
取
〕
＋
【
叡
︼

143

以
＝
已
︻
叡
︼

144

〔
者
〕
衾
【
叡
︼

145

〔
現
〕
＋
【
叡
︼

146

〔說
〕
＋
【
叡
】

｢說
﹂
は
校
合
②
︵
二
一
七
頁
～
二
一
八
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

147

〔
字
章
〕
＋
【
叡
︼

148

〔
何
等
爲
二
〕
＋
【
叡
︼

149

〔
故
〕
＋
【
叡
︼

150

〔緣
〕
＋
【
叡
】

｢緣
﹂
は
校
合
②
︵
二
一
八
頁
︶
の
諸
本
に
あ
り
︑

底
本
は
脱
字
︒

151

〔
内
〕
衾
【
叡
︼



229

殊
師
利
︑
能
記
彼
事
故
︒
以
文
殊
師
利
所
作
成

230

𭕒
︑
因
果
成
𭕒
︑
現
見
彼
法
故
︒
所
作
成
𭕒
者
︑

231

有
二
種
︒
一
者
︑
㓛
徳
成
𭕒
︒
二
者
︑
智
恵152
成
𭕒
︒

232

囙
成
𭕒
者
︑
一
𭃄
智
成
𭕒
︒

233

又153
囙
成
𭕒
者
︑
衆
相
具
𠯣
也
︒
果
成
𭕒
者
︑
說

234

大
法154
也
︒
種
種
佛
國
圡
者
︑
示
現
彼155
國
圡
中
︑

235

種
種
𭅒
别
︑
應
知
︒
浄
妙
國
圡
者
︑
謂
无
煩
𢙉

236

衆
生
住
𠁅
故
︒

237

如
経
︑
照
扵
東
方
万
八
千
世
𭻃
︑
乃
至
𢘤
見
彼

238

佛
國
𭻃
㽵
𭌔
故
︒
如
来
為
上
首
者
︑
諸
菩
薩

239

䒭
︑
依
如
来
住
故
︒
以
彼
如
来
︑
扵
彼
國
圡
︑
諸

240

大
衆
中
︑
得
自
在
故
︒

241

如
経
︑
又
見
彼
圡
現
在
諸
佛
︑
如
是
䒭
故
︒
自

242

此
已
下
︑
眀
聖
者
︒
文
殊
師
利
菩
薩
︑
以
宿
命

243

智
︑
現
見
過
去
囙
相
・
果
相
︑
成
𭕒
十
種
事
︑
如

244

0156
現
在
前
︒
是
故
能
荅
𣃥
勒157
︒
現
見
過
去
囙
相
者
︑

245

文
殊
師
利
自
見
己
身
︑
曽
扵
彼
彼
諸
佛
國

246

圡
中
︑
脩158
種
種
行
事
故
︒
現
見
過
去
果
相
者
︑

247

文
殊
師
利
自
見
己
身
︑
是
過
去159
妙
光
菩
薩
︑

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

四
五

152

恵
＝
慧
︻
叡
︼

153

〔緣
〕
＋
【
叡
︼

154

〔
故
〕
＋
【
叡
︼

155

〔
佛
〕
＋
【
叡
︼

156

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
現
﹂
と
あ
る
が
︑
﹁
如
現
現
在
﹂

の
形
は
︑
校
合
②
︵
二
二
二
頁
～
二
二
三
頁
︶
の
諸
本
に
見
ら
れ
な

い
︒

157

〔
菩
薩
〕
＋
【
叡
︼

158

脩
＝
修
︻
叡
︼

159

〔
世
〕
＋
【
叡
︼



248

扵
彼
佛
所
︑
聞
此
法
門
︑
為
衆
生
說
故
︒
成
𭕒

249

十
種
事
者
︑
何
䒭
為
十
︒
一
者
︑
現
見
大
此
法

250

門
為
衆
生
說
故
成
𭕒
十
種
事
者
何
䒭
十

251

一
者
現
見
大160
𮊫
囙
成
𭕒
︒
二
者
︑
現
見
世
間

(
第
十
一
紙
)

252

文
字
章
句
甚
深
意
囙
成
𭕒
︒
三
者
︑
現
見

253

希
有
囙
成
𭕒
︒
四
者
︑
現
見
勝
妙
囙
成
𭕒
︒
五

254

者
︑
現
見
受
用
大
囙
成
𭕒
︒
六
者
︑
現
見
攝
取

255

一
𭃄
諸
佛
轉
法
輪
囙
成
𭕒
︒
七
者
︑
現
見
善
堅

256

實
如
来
轉161
法
輪
囙
成
𭕒
︒
八
者
︑
現
見
能
進

257

入
囙
成
𭕒
︒
九
者
︑
現
見
憶
念
囙
成
𭕒
︒
十
者
︑

258

現
見
自
身
所
逕
事
因
成
𭕒
︒
大
𮊫
因
成
𭕒

259

者
︑
八
句
示
現
︑
應
知
︒
一162
︑
欲
論
大
法
︒
二
者
︑
欲
雨

260

大
法
雨
︒
三
者
︑
欲
撃
大
法
皷
︒
四
者
︑
欲
建
大

261

法
幢163
︒
五
者
︑
欲
燃
大
法
燈
︒
六
者
︑
欲
吹
大
法

262

䗍164

︒
七
者
︑
欲
不
断
大
法
皷
︒
八
者
︑
欲
說
大
法

263

𮊫165

︒
此
八
句
︑166
示
現
如
来
欲
論
大
法
䒭
故
︒
何

264

者
名
為
八
種
大
𮊫
︒
謂
有
疑
者
︑
為
断
疑

265

故
︒
已
断
疑
者
︑
増
長
淳
𤎼
︑
其167
智
身
故
︒
根
淳
𤎼

266

者
︑
為
說
二
種
𭗒
密
境
𭻃
︒
一
謂
聲
聞
𭗒168

密

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

四
六

160

底
本
の
二
四
八
行
目
～
二
四
九
行
目
の
﹁
此
法
門
為
衆
生
說
故
成

𭕒
十
種
事
者
何
䒭
為
十
一
者
現
見
﹂
と
重
複
し
た
衍
文
で
あ
る
た
め
︑

私
に
打
ち
消
し
線
を
引
い
た
︒
ま
た
二
五
〇
行
目
と
二
五
一
行
目
の

行
間
に
は
︑
小
さ
い
字
で
﹁
此
法
門
為
衆
生
說
故
成
𭕒
十
種
事
者
﹂

と
書
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
︑
擦
り
消
さ
れ
て
い
る
︒

161

〔
轉
〕
衾
【
叡
】

｢
轉
﹂
は
校
合
②
︵
二
二
五
頁
～
二
二
六
頁
︶
の

諸
本
に
な
し
︒

162

〔
者
〕
＋
【
叡
】

｢
者
﹂
は
校
合
②
︵
二
二
六
頁
～
二
二
七
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

163

幢
＝
憧
︻
叡
︼

164

䗍
＝
螺
︻
叡
︼

165

〔
𮊫
〕
衾
【
叡
︼

166

〔
欲
〕
＋
【
叡
︼

167

其
＝
彼
︻
叡
︼

168

〔
𭗒
〕
衾
【
叡
︼



267

境
𭻃
︒
二
謂
菩
薩
𭗒169

密
境
𭻃
︒
大
法
皷
者
︑
二

268

句
示
現
︒
以
遠
門170
故
︒
入
密
境
𭻃
者
︑
令
進
取

269

上
上
清
浄
𮊫
故
︒
進171
取
上
上
清
浄
𮊫
者
︑

270

令
進
取
一
𭃄
種
智
︑
得
現
見
故
︒
取
一
𭃄
智

271

現
見
者
︑
為
一
𭃄
法
︑
建
立
名
字
章
句
𮊫
故
︒

272

建
立
名
字
章
句
𮊫
者
︑
令
入
不
可
說
證
智
︑

273

轉
法
輪
故
︒
現
見
世
間
名
字
章
句
意
甚
深

274

囙
成
𭕒
者
︑

275

如
経
︑
我
扵
過
去
諸
佛
︑
曽
見
此
瑞
︑
乃
至
故
現

276

斯
瑞
故
︒
現172
希
有
囙
成
𭕒
者
︑
以
无
量
時173
︒
不
可

(
第
十
二
紙
)

277

稱
不
可
量
者
︑
示
現
過
彼
阿
僧
秖
刧
︑
不
可
得

278

故
︒
復
示
現
五
種
刧
︒
一
者
︑
夜
︒
二
者
︑
晝
︒
三
者
︑
月
︒

279

四
者
︑
時
︒
五
者
︑
年
︒
示
現
彼
无
量
无
𮞽
刧
故
︒

280

如
経
︑
如
過
去
无
量
无
𮞽
不
可
思
議
阿
僧
秖
刧
︑

281

尒
時
有
佛
︒
号
日
月
燈
眀
︑
乃
至
得
阿
耨
多

282

羅
三
𦴭
三
菩
提
︑
成
𭕒
一
𭃄
種
智
故
︒
現
見

283

0
妙
勝174
囙
成
𭕒
者
︑
以
諸
佛
菩
薩
自
受
用
示
現
故
︒

284

如
経
︑
次
復
有
佛
︑
𡖋
名
日
月
燈
眀
︑
乃
至
所
可

285

說
法
︑
𥝢
中
後
善
故
︒
現
見
受
用
大
因
成
𭕒

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

四
七

169

〔
𭗒
〕
衾
【
叡
︼

170

門
＝
聞
︻
叡
】

校
合
②
︵
二
二
八
頁
～
二
二
九
頁
︶
の
諸
本
で

は
︑
﹁
聞
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
門
﹂
は
誤
写
︒

171

〔
進
〕
衾
【
叡
︼

172

〔
見
〕
＋
【
叡
︼

173

〔
不
可
得
故
不
可
思
議
〕
＋
【
叡
】

｢
不
可
得
故
不
可
思
議
﹂
は
︑

校
合
②
︵
二
三
一
頁
～
二
三
二
頁
︶
の
諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
文
︒

174

妙
勝
＝
勝
妙
︻
叡
】

底
本
に
は
﹁
勝
﹂
の
右
に
倒
置
符
あ
り
︒



286

者
︑
是
時
王
子
受
勝
妙
樂
︑
各
捨
出
家
︑
復
彼
大

287

衆
︑
扵
尒
許
時
︑
不
生
疲
惓175
心
故
︒

288

如
経
︑
其
㝡
後
佛
︑
未
出
家
時
︑
乃
至
佛
授
記
已
︑

289

便
扵
中
夜
︑
入
无
餘
涅
槃
故
︒
現
見
攝
取
一
𭃄

290

諸
佛
轉
法
輪
囙
成
𭕒
者
︑
法
輪
不
断
故
︒

291

如
経
︑
佛
滅
度
後
︑
妙
光
菩
薩
持
妙
法
蓮
華

292

経
︑
𫞜
八
十
小
刧
︑
為
人
演
說
故
︒
現
見
善
堅
實

293

如
来
法
輪
囙
成
𭕒
者
︑
佛
說176
滅
度
後
︑
无
量
時

294

說
故
︒

295

如
経
︑
日
月
燈
眀
佛
八
子
︑
皆
師
妙
光
︑
乃
至
皆

296

令
其
堅
固
阿
耨
多
羅
三
𦴭
三
菩
提
故
︒
現
見

297

能177
進
入
囙
成
𭕒
者
︑
彼
諸
王
子
︑
得
大
菩
提
故
︒

298

如
経
︑
是
諸
王
子
︑
乃
至
皆
成
佛
道
故
︒
現
見
憶

299

念
囙
成
𭕒
者
︑
為
他
說
法
︑
利
益
他178
故
︒

(
第
十
三
紙
︶

300

如
経
︑
其
㝡
後
︑
成
佛
者
︑
名
曰
燃
燈
︑
乃
至
䔿

301

重
讃
嘆179
故
︒
現
見
自
身
所
逕
事
囙
成
𭕒
者
︑

302

以
自
身
受
勝
妙
樂
故
︒

303

如
経
︑
𣃥
勒
︑
當
知
︒
乃
至
佛
所
護
念
故
︒
汝
号

304

求
名
者
︑
示
現
知
彼
過
去
事
故
︒
復
示
現
得180

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

四
八

175

惓
＝
倦
︻
叡
︼

176

〔說
〕
衾
【
叡
】

底
本
に
は
﹁
說
﹂
の
右
に
見
せ
消
ち
記
号
が
付
さ

れ
て
お
り
︑
﹁
說ヒ

﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
﹁
說
﹂
は
校
合
②
︵
二
三
六

頁
︶
の
諸
本
に
な
く
︑
衍
字
の
た
め
︑
私
に
打
ち
消
し
線
を
引
い
た
︒

177

〔
能
〕
衾
【
叡
︼

178

底
本
に
は
﹁
他
﹂
に
擦
り
消
し
跡
あ
り
︒

179

嘆
＝
歎
︻
叡
︼

180

〔
彼
〕
＋
【
叡
】

｢
彼
﹂
は
校
合
②
︵
二
三
九
頁
～
二
四
〇
頁
︶
の

諸
本
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒



305

法
具
𠯣
故
︒

306

方
便
品

307

経
曰
︒
尒
時
世
䔿
︑
入
甚
深
三
昧
︑
正
念
不
動
︑
以

308

如
實
智
觀
︑
従
三
昧
安
詳
而
起
︒
0181
告
舎
利
弗
︑
諸

309

佛
智
慧
︑
甚
深
无
量
︒
其
智
慧
門
︑
難
見
・
難
覺
・

310

難
知
・
難
觧
・
難
入
︒
如
来
所
證
︑
一
𭃄
聲
聞
・
辟

311

支
佛
䒭
︑
所
不
能
知
︒
何
以
故
︒
舎
利
弗
︑
如
来
・

312

應
・
正
遍
知
︑
已
曽
親
近
供
養
︑
无
量
百
千
万

313

億
那
由
他182
佛
︒
扵
諸
佛
所
︑
盡
行
諸
佛
所183
脩184
阿

314

耨
多
羅
三
𦴭
三
菩
提
法
︒
舎
利
弗
︑
如
来
已
扵
无

315

量
百
千
万
億
那
由
他
刧
︑
勇
猛
精
進
︑
所
作
成

316

𭕒
︑
名
稱
普
聞
︒
舎
利
弗
︑
如
来
畢
竟
︑
成
𭕒
希

317

有
之
法
︒
舎
利
弗
︑
難
觧
之
法
︑
如
来
能
知
︒
舎

318

利
弗
︑
難
觧
法
者
︑
諸
佛
如
来
︑
随
冝
所
說
︑
意
趣

319

難
觧
︒
一
𭃄
聲
聞
・
辟
支
佛
䒭
︑
所
不
能
知
︒
何
以

320

故
︒
舎
利
弗
︑
諸
佛
如
来
︑
自
在
說
囙
成
𭕒
故
︒

321

舎
利
弗
︑
如
来
成
𭕒
種
種
方
便
︑
種
種
知
見
︑
種

322

種
念
觀
︑
種
種
言
辞
︒
舎
利
弗
︑
吾
従
成
佛
已
来
︑

323

扵
彼
彼
𠁅
︑
廣
演
言
教
︑
无
數
方
便
︑
引
導
衆

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

四
九

181

〔
起
已
〕
＋
【
叡
】

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
起
﹂
の
字
が
見

え
︑
そ
の
更
に
右
に
は
﹁
ヒ
﹂
の
よ
う
な
字
が
見
え
る
が
︑
或
い
は

﹁
已
﹂
か
︒

182

〔
無
數
諸
〕
＋
【
叡
︼

183

〔
所
〕
衾
【
叡
︼

184

脩
＝
修
︻
叡
︼



324

生
︑
扵
諸
著
𠁅
︑
令
得
觧
脫
︒
舎
利
弗
︑
如
来
知
見
︑

(
第
十
四
紙
︶

325

方
便
到
扵
彼
岸
︒
舎
利
弗
︑
如
来
知
見
︑
廣
大
深

326

遠
︑
无
鄣
・
无
㝵
︑
力
・
无185
・
不
共
法
・
根
・
力
・
菩
提
𭄞
・
禪

327

㝎
・
觧
脫
・
三
昧
・
三
摩
跋
提
︑
皆
已
具
𠯣
︒
舎
利
弗
︑

328

諸
佛
如
来
︑
深
入
无
際
︑
成
𭕒
一
𭃄
未
曽
有
法
︒

329

舎
利
弗
︑
如
来
能
種
種
𭄞
别
︑
巧
說
諸
法
︑
言
辞

330

柔
𣽈
︑
恱
可
衆
心
︒
止
舎
利
弗
︒
不
湏
復
說
︒
舎

331

利
弗
︑
佛
所
成
𭕒
︑
第
一
希
有
難
觧
之
法
︒
舎

332

利
弗
︑
唯
佛
與
佛186
法
︑
諸
佛
如
来
︑
能
知
彼
法
︑

333

究
竟
實
相
︒
舎
利
弗
︑
唯
佛
如
来
︑
能187
知
一
𭃄

334

法
︒
舎
利
弗
︑
唯
佛
如
来
︑
能
說
一
𭃄
法
︒
何
䒭188

・
云

335

何
法
・
何
似
法
・
何
相
法
・
何
體
法
︑
何
䒭
・
云
何
・

336

何
似
・
何
相
・
何
體
︑
如
是
䒭
一
𭃄
法
︑
如
来
現
見
︑

337

非
不
現
見
︒

338

論
曰
︒
自
此
已
下
︑
示
現
所
說
法
囙
果
相
︑
應
知
︒

339

尒
時
世
䔿
︑
入
甚
深
三
昧
︑
正
舎189
不
動
︑
以
如
實

340

智
觀
︑
従
三
昧
安
詳
而
起
︒
起
已
告
舎
利
弗
者
︑

341

示
現
如
来
得
自
在
力
故
︒
如
来
入
𫞹190

︑
无
能
驚

342

𥧝
故
︒
何
故
唯
告
舎
利
弗
︑
不
告
餘
聲
聞
䒭

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

五
〇

185

〔
所
畏
〕
＋
【
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
二
六
二
︑
摩
一
四
中
︑
留
四

下
︶
に
は
﹁
畏
﹂
か
﹁
所
畏
﹂
が
あ
る
た
め
︑
底
本
は
﹁
畏
﹂
が
脱

字
︒

186

〔說
〕
＋
【
叡
】

｢說
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
二
六
七
︑
摩
一
四
中
︑

留
四
下
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

187

〔
能
〕
衾
【
叡
︼

188

〔
法
〕
＋
【
叡
】

｢
法
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
二
六
九
︑
摩
一
四
中
︑

留
四
下
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

189

舎
＝
念
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
二
七
三
︑
摩
一
四
中
︑
留
四

下
︶
で
は
︑
﹁
念
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
舎
﹂
は
誤
写
︒

190

𫞹
＝
定
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
二
七
四
︑
摩
一
四
中
︑
留
五

上
︶
で
は
︑
﹁
定
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
𫞹
﹂
は
誤
写
︒



343

者
︑
随
深
智
恵191
︑
與
如
来
相
應
故
︒192
不
告
諸
菩
薩

344

者
︑
有
五
種
𮊫
︒
一
者
︑
為
諸
聲193
聞
︑
所
應
作
事

345

故
︒
二
者
︑
為
諸
聲
聞
︑
迴
心
趣
向
大
菩
提
故
︒

346

三
者
︑
護
諸
聲
聞
︑
𢙢
怯
𭋘
故
︒
四
者
︑
為
令
餘

347

人
︑
善
思
念
故
︒
五
者
︑
為
諸
聲
聞
︑
不
起
所
作

348

已
辨
心
故
︒
諸
佛
智
慧
甚
深
无
量
者
︑
為
諸

349

大
衆
︑
生
䔿
重
心
︑
畢
竟
欲
聞
如
来
說
故
︒
言

(
第
十
五
紙
)

350

甚
深
者
︑
顕
示
二
種
甚
深194
𮊫
︑
應195
知
︒
何
䒭
為

351

二
︒
一
者
︑
證
甚
深
︒
謂
諸
佛
智
恵196
︑
甚
深
无

352

量
故
︒
二
者
︑
阿
含
甚
深
︒
謂197
智
恵198
門
︑
甚
深
无

353

量
故
︒
言
甚
深
者
︑
是
惣
相
︒
餘
者
︑
是
别
︒
證
甚
深

354

者
︑
有
五
種
示
現
︒
一
者
︑
𮊫
甚
深
︒
謂
依
何
䒭

355

𮊫
甚
深
故
︒
二
者
︑
實
體
甚
深
︒
三
者
︑
内
證
甚

356

深
︒
四
者
︑
依
止
甚
深
︒
五
者
︑
无
上
甚
深
︒
何
故
甚

357

深
者
︑
謂
大
菩
提
故
︒
大
菩
提
者
︑
如
来
所
證

358

阿
耨
多
羅
三
𦴭
三
菩
提
故
︒

359

又
甚
深
者
︑
一
𭃄
聲
聞
・
辟
支
佛
䒭
︑
所
不
能

360

知
︑
故
名
甚
深
︒
言
智
恵199
者
︑
謂
一
𭃄
種
・
一
𭃄

361

智
智200
𮊫
故
︒

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

五
一

191

恵
＝
慧
︻
叡
︼

192

〔
何
故
〕
＋
【
叡
︼

193

底
本
に
は
﹁
聲
﹂
に
擦
り
消
し
跡
あ
り
︒

194

〔
之
〕
＋
【
叡
︼

195

〔
如
是
〕
＋
【
叡
︼

196

恵
＝
慧
︻
叡
︼

197

〔
其
〕
＋
【
叡
︼

198

恵
＝
慧
︻
叡
︼

199

恵
＝
慧
︻
叡
︼

200

〔
智
〕
衾
【
叡
︼



362

如
経
︑
諸
佛
智
恵201
︑
甚
深
无
量
︒
其
智
恵202
門
︑
難

363

見
・
難
覺
・
難
知
・
難
觧203
・
難
入
︒
一
𭃄
聲
聞
・
辟

364

支
佛
䒭
︑
所
不
能
知
故
︒
說
阿
含
甚
深
者
︑
示

365

現
有
八
種
︒
一
者
︑
受
持
讀
誦
甚
深
︒
如
経
︑
佛

366

曽
親
近
供204
養
无
量
百
千
万
億
无
數
諸
佛

367

故
︒
二
者
︑
𢔜205

行
甚
深
︒
如
経
︑
扵
諸
佛
所
︑
盡
行

368

佛206
所
𢔜
阿
耨
多
羅
三
𦴭
三
菩
提
法
故
︒
三
者
︑

369

果
行
甚
深
︒
如
経
︑
舎
利
弗
︑
如
来
已
扵
无
量
百

370

千207
億
那
由
他
刧
︑
勇
猛
精
進
︑
所
作
成
𭕒
故
︒

371

四
者
︑
増
長
㓛
徳
心
甚
深
︒
如
経
︑
名
稱
普
聞208

372

故
︒
五
者
︑
快
妙
事
心
甚
深
︒
如
経
︑
舎
利
弗
︑
如

373

来
畢
竟
︑
成
𭕒
希
有209
法
故
︒
六
者
︑
无
上
甚

374

深
︒
如
経
︑
舎
利
弗
︑
難
觧
之
法
︑
如
来
能
知
故
︒

(
第
十
六
紙
︶

375

七
者
︑
入
甚
深
︒
入
甚
深210
者
︑
名
字
章
句
意
︑
難

376

得
故
︒
自
在
住
持
︑
不
同
外
道
︑
說
因
縁
法
︑
名

377

為
甚
深
︒
如
経
︑
舎
利
弗
︑
難
觧
法
者
︑
諸
佛
如

378

来
随
冝
所
說
︑
意
趣
難
觧
故
︒
八
者
︑
不
共
聲

379

聞
・
辟
支
佛
︑
所
作
住
持
甚
深
︒

380

如
経
︑
一
𭃄
聲
聞
・
辟
支
佛
︑
所
不
能
知
故
︒
如

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

五
二

201

恵
＝
慧
︻
叡
︼

202

恵
＝
慧
︻
叡
︼

203

難
觧
＝
解
難
︻
叡
︼

204

供
＝
悅
︻
叡
︼

205

𢔜
＝
脩
︻
叡
︼

206

佛
＝
諸
︻
叡
】

｢
諸
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
二
九
六
︑
摩
一
四
下
︑

留
五
上
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

207

〔
萬
〕
＋
【
叡
︼

208

聞
＝
門
︻
叡
︼

209

〔
之
〕
＋
【
叡
︼

210

〔
入
甚
深
〕
衾
【
叡
︼



381

是
說
妙
法
㓛
徳
已
︒
次
說
如
来
法
師
㓛
徳
成
𭕒
︑

382

應
知
︒
如
経
︑
何
以
故
︒
舎
利
弗
︑
諸
佛
如
来
︑
自
在

383

說
因
成
𭕒
故
︒
如
来
成
𭕒
四
種
㓛
徳
故
︑
能
度

384

衆
生
︒
何
䒭
為
四
︒
一
者
︑
徃
成
𭕒
︒
如
経
︑
舎
利
弗
︑

385

如
来
成
𭕒
種
種
方
便
故
︒
種
種
方
便
者
︑
従

386

𫥡
率
天
退
︑
乃
至
示
現
入
涅
槃
故
︒
二
者
︑
教

387

化
成
𭕒
︒
如
経
︑
種211
種
種
知
見
故
︒
種
種
知
見
者
︑

388

示
現
𭰏
浄
諸
囙
故
︒
種
種
知
見
者
示
現
𭰏
浄

389

諸
囙
故212
三
者
︑
㓛
徳
畢
竟
成
𭕒
︒
如
経
︑
種
種

390

念
觀
故
︒
種
種
念
觀
者
︑
以
說
彼
法
︑
成
𭕒
囙
縁
︑

391

如
法
相
應
故
︒
四
者
︑
說
成
𭕒
︒
如
経
︑
種
種
言
辞

392

故
︒
種
種
言
辞
者
︑
以
四
无
㝵
智
︑
依
何
䒭
何
䒭

393

名
字
章
句
︑
随
何
䒭
何
䒭
衆
生
︑
能
受
而
為
說

394

故
︒

395

復
有
𮊫
︒
種
種
方
便
者
︑
示
現
外
道
耶
法
︑
如
是

396

如
是
種
種
過
失
故
︒
復213
示
現
諸
佛
正
法
︑
如
是

397

如214
是
種
種
㓛
徳
故
︒
如
経
︑
舎
利
弗
︑
吾
従
成
佛

398

已
来
︑
廣
演
言
教
︑
无
數
方
便
︑
引
導
衆
生
︑
扵

399

諸
著
𠁅
︑
令
得
觧
脫
故
︒
復
故215
无
數
方
便
者
︑
方

(
第
十
七
紙
)

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

五
三

211

底
本
に
は
﹁
種
﹂
の
右
に
見
せ
消
ち
記
号
が
付
さ
れ
て
お
り
︑

﹁
種ヒ

﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
衍
字
で
あ
る
た
め
︑
私
に
打
ち
消
し
線
を

引
い
た
︒

212

底
本
の
三
八
七
行
目
～
三
八
八
行
目
の
﹁
種
種
知
見
者
示
現
𭰏
浄

諸
囙
故
﹂
と
重
複
し
た
衍
文
で
あ
る
た
め
︑
私
に
打
ち
消
し
線
を
引

い
た
︒

213

〔
種
種
方
便
〕
＋
【
叡
︼

214

是
如
＝
如
是
︻
叡
︼

215

〔
故
〕
衾
【
叡
】

｢
故
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
三
一
八
︑
摩
一
五
上
︑

留
五
下
︶
に
な
く
︑
衍
字
と
見
ら
れ
る
た
め
︑
私
に
打
ち
消
し
線
を

引
い
た
︒



400

便
令
入
諸
善
法
故
︒
復
方
便
者
︑
断
諸
疑
故
︒

401

復
方
便
者
︑
令
入
増
上
勝
智216
故
︒
復
方
便

402

者
︑
依
四
攝
法
︑
攝
取
衆
生
︑
令
得
觧
脫
故
︒
諸
著

403

𠁅
者
︑
彼
𠁅
𠁅
著
︒
或
著
諸
𭻃
︑
或
著
諸
地
︑
或

404

著
諸
𭄞
︑
或
著
諸
示217
故
︒
著218
𭻃
者
︑
著
欲
・
𬼜
・
无

405

𬼜
𭻃
故
︒
著
地
者
︑
著
𢦶
取
三
昧
︒
𥝢
禪
㝎

406

地
︑
乃
至
非
非
想
︑
及
滅
盡
㝎
地
故
︒
著
𭄞
者
︑
著

407

在
家
・
出
家
𭄞
故
︒
著
在
家
0219
者
︑
著
己
同
類
︑
作

408

種
種
𮏩
・
邪
見
䒭
故
︒
著
出
家
𭄞
者
︑
著
名

409

聞
利
養
・
種
種
諸
覺
・
煩
𢙉
䒭
故
︒
著
我220
者
︑

410

著
聲
聞
乗
・
菩
薩
乗
故
︒
著
聲
聞
乗
者
︑
樂

411

持
小
乗
𢦶
︑
求
湏
陁
洹
・
斯
陁
含
・
阿
那
含
・
阿

412

羅
漢
䒭
故
︒
著
大
乗
者
︑221
著
利
養
・
供
養
・
㳟

413

敬
䒭222

︒
著
𭄞
别
︑
觀
種
種
法
相
乃
至
佛
地
故
︒

414

復
種
種
知
見
者
︑
自
身
成
𭕒
不
可
思
議
境
𭻃
︑

415

與
聲
聞
・
菩
薩
䒭
故
︒

416

如
経
︑
舎
利
弗
︑
如
来
知
見
︑
方
便
到
扵
彼
岸
故
︒

417

到
彼
岸
者
︑
勝
餘
一
𭃄
諸
菩
薩
故
︒

418

復
種
種
念
觀
者
︑
如
経
︑
舎
利
弗
︑
如
来
知
見
︑

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

五
四

216

〔
中
〕
＋
【
叡
︼

217

示
＝
乘
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
三
二
二
︑
摩
一
五
上
︑
留
五

下
︶
で
は
︑
﹁
乘
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
示
﹂
は
誤
写
︒

218

〔
諸
〕
＋
【
叡
︼

219

〔
分
〕
＋
【
叡
】

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
𭄞
﹂
と
あ
り
︒

220

我
＝
乘
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
三
二
六
︑
摩
一
五
上
︑
留
五

下
︶
で
は
︑
﹁
乘
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
我
﹂
は
誤
写
︒

221

〔
謂
〕
＋
【
叡
︼

222

〔
故
〕
＋
【
叡
︼



419

廣
大
深
遠
︑
无
鄣
・
无
㝵
力
・
无
畏
・
不
共
法
・
根
・

420

力
・
菩
提
𭄞
・
禪
㝎
・
觧
脫
・
三
昧
・
三
摩
跋
提
︑
皆

421

已
具
𠯣
故
︒

422

又
第
一
成
𭕒
︑
可
化
衆
生
︑
依
止
善
知
識
︑
而
成

423

𭕒
故
︒
第
二
成
𭕒
︑
根
𤎼
衆
生
︑
令
得
觧
脫
故
︒

424

第
三
成
𭕒
︑
力
家 223

自
在
︑
浄
降
伏
故
︒
第
四
說
成

(
第
十
八
紙
)

425

𭕒
者
︑
有
七
種
︒
一
者
︑
種
種
成
𭕒
︒
如
経
︑
舎
利

426

弗
︑
諸
佛
如
来
︑
深
入
无
際
︑
成
𭕒
一
𭃄
未
曽

427

有
法
故
︒
二
者
︑
言
語
成
𭕒
︒
得
五
種
羙
妙
音
聲

428

說
法
︒
如
経
︑
如
来
能
種
種
𭄞
别
︑
巧
說
諸
法
︑
言

429

辞
柔
𣽈
︑
恱
可
衆
心
故
︒
三
者
︑
相
成
𭕒
︒
如
経
︑
止

430

舎
利
弗
︒
不
湏
復
說
故
︒
有
法
器
衆
生
心
︑
已
𫞜

431

𠯣
故
︒
四
者
︑
堪
成
𭕒
︒
所
有
一
𭃄
可
化
衆
生
︑
皆
知

432

0224
成
𭕒
︒
希
有
勝
妙
㓛
徳
︑
能
說
法
故
︒
如
経
︑
舎
利

433

弗
︑
佛
所
成
𭕒
︑
第
一
希
有
難
觧
之
法
故
︒

434

五
者
︑
无
量
種
成
𭕒
︒
說
不
可
盡
︒
如
経
︑
舎
利
弗
︑

435

唯
佛
與
佛
說
法
︑
諸
佛
如
来
︑
能
知
彼
法
︑
究
竟

436

實
相
故
︒
言
實
相
者
︑
謂
如
来
蔵
︒
法
身
之
體
︑

437

不
變
𮊫
故
︒
六
者
︑
覺
體
成
𭕒
︒
如
来
所
說
一

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

五
五

223

〔
得
〕
＋
【
叡
︼

224

〔
如
來
〕
＋
【
叡
】

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
如
来
﹂
と
あ
り
︒



438

𭃄
諸
法
︑
唯225
如
来
︑
自
證
得
故
︒
如
経
︑
舎
利
弗
︑

439

唯
佛
如
来
︑
知
一
𭃄
法
故
︒
七
者
︑
随
順
衆
生

440

意
︑
為
說
脩226
行
法
成
𭕒
︒
彼
法
何
䒭
如227
䒭
故
︒

441

如
経
︑
舎
利
弗
︑
唯
佛
如
来
︑
能
說
一
𭃄
法
故
︒

442

第
一
︑
種
種
法
門
︑
攝228
衆
生
故
︒
第
二
︑
令
不
𢻎

443

乱
住
故
︒
第
三
︑
令
取
故
︒
第
四
︑
令
得
觧
脫
故
︒

444

第
五
︑
令
彼
脩
行
︑
成
𭕒
得
𭔸
治
法
故
︒
第
六
︑
能

445

令
彼
脩229
︑
進
趣
成
𭕒
故
︒
第
七
︑
令
彼
脩230
行
︑
不
退

446

失
故
︒
此
七
種
法
︑
為
諸
衆
生
︑
自
身
所231
善
成
𭕒

447

故
︒
人232
與
教
化
令
得
成
𭕒
者
︑
與
二
種
法
︑
令
彼

448

成
𭕒
︒
何
䒭
為
二
︒
一
者233
︑
與
證
法
︒
二
者234
︑
與
說
法
︒

449

一
與
證
法
令
成
𭕒
者
︑
謂
依
證
法
︑
而
授
與
故
︒

(
第
十
九
紙
︶

450

二
與
說
法
令
成
𭕒
者
︑
謂
依
說
法
︑
而
說
與
故
︒
此

451

二
種
法
︑
如
向
前
說
︒
依
此
二
種
法
︑
有
何
次
第
︑
而

452

得
脩235
行
︒
即
彼
前
文
句
再
說
︑
應
知
︒

453

又
依
證
法
︑
有
五
種
︒
一
者
︑
何
䒭
法
︒
二
者
︑
云
何

454

法
︒
三
者
︑
何
似
法
︒
四
者
︑
何
相
法
︒
五
者
︑
何
躰
法

455

故
︒
何
䒭
法
者
︑
謂
聲
聞
法
・
辟
支
佛
法
・
佛
法

456

故
︒
云
何
法
者
︑
謂
起
種
種
諸
事
說
故
︒
何
似
法

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

五
六

225

〔
佛
〕
＋
【
叡
︼

226

脩
＝
修
︻
叡
︼

227

〔
是
〕
＋
【
叡
】

｢
是
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
三
五
〇
︑
摩
一
五
中
︑

留
六
上
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

228

〔
取
〕
＋
【
叡
】

｢
取
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
三
五
一
︑
摩
一
五
中
︑

留
六
上
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

229

脩
＝
修
行
︻
叡
】

｢
行
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
三
五
三
︑
摩
一
五

中
︑
留
六
上
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

230

脩
＝
修
︻
叡
︼

231

〔
作
〕
＋
【
叡
】

｢
作
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
三
五
五
︑
摩
一
五
中
︑

留
六
上
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

232

人
＝
又
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
三
五
五
︑
摩
一
五
中
︑
留
六

上
︶
で
は
︑
﹁
又
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
人
﹂
は
誤
写
︒

233

〔
者
〕
衾
【
叡
︼

234

〔
者
〕
衾
【
叡
︼

235

脩
＝
修
︻
叡
︼



457

者
︑
依
三
種
門
︑
得
清
浄
故
︒
何
相
法
者
︑
謂
三

458

種
𮊫
︑
一
相
法
故
︒
何
體
法
者
︑
无
二
躰
故
︒
无

459

二
躰
者
︑
謂
无
量
乗
︑
唯
一
佛
乗
︑
无
二
三
故
︒

460

復
有
𮊫
︒
何
䒭
法
者
︑
謂
有
為
法
・
无
為
法

461

䒭
︒
云
何
法
者
︑
謂
囙
縁
法
・
非
囙
縁
法
䒭
︒
何

462

似
法
者
︑
謂
常
法
・
无
常
法
︑
如
是
䒭
︒
何
相
法

463

者
︑
謂
生
䒭
三
相
法
・
不
生
䒭
三
相
法
︒
何

464

躰
法
者
︑
謂
五
𮥏
躰
・
非
五
𮥏
躰236
︒
又
何
似
法
者
︑

465

謂
无
常
法
・
有
為
法
・
囙
縁
法
︒
又
何
相
法
者
︑

466

謂
可
見
相237
䒭
法
︒
又
何
躰
法
者
︑
謂
五
𮥏
能

467

取
・
所
取
︒
以
五
𮥏
是
苦
・
集
躰
故
︒
又
五
𮥏
者
︑
是

468

道
諦
躰
故
︒
復
有
異
𮊫
︒
依
說
法
說
︒
何
䒭
法

469

者
︑
謂
名
・
句
・
字
身238
故
︒
云
何239
者
︑
謂
依
如
来
所

470

說
法
故
︒
何
似
法
者
︑
謂
能
教
化
可
化
衆
生
故
︒

471

何
相
法
者
︑
依
音
聲
取
故
︑
以
依
音
聲
取
彼

472

法
故
︒
何
躰
法
者
︑
謂
假
名
躰
︑
法
相
𮊫
故
︒
自
此

473

已
下
︑240
依
三
種
𮊫
示
現
︒
一
者
︑
决
㝎
𮊫
︒
二
者
︑
疑

(
第
二
十
紙
)

474

𮊫
︒
三
者
︑
依
何
事
疑
𮊫
︒
應
當
善
知
︒
决
㝎

475

𮊫
者
︑
有
聲
聞
︑
方
便
證
得
深
法
︑
作
决
㝎

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

五
七

236

〔
故
〕
＋
【
叡
︼

237

〔
相
〕
衾
【
叡
︼

238

〔
等
〕
＋
【
叡
︼

239

〔
法
〕
＋
【
叡
】

｢
法
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
三
七
三
︑
摩
一
五
下
︑

留
六
中
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

240

〔
次
〕
＋
【
叡
︼



476

心
︒
扵
聲
聞
道
中
︑
得
方
便
涅
槃
證
故
︒
如
是

477

二
種
證
法
︑
示
現
有
為
・
无
為
法
故
︒

478

如
経
︑
尒
時
大
衆
中
︑
有
諸
聲
聞
︑
漏
盡
阿

479

羅
漢
︒
乃
至
𡖋
得
此
法241
︑
到
扵
涅
槃
故
︒
疑
𮊫

480

者
︑
謂
聲
聞
・
辟
支
佛242
︑
不
能
知
故
︒
是
故
生
疑
︒

481

如
経
︑
而
今
不
知
是
𮊫
所
趣
故
︒
依
何
事
疑

482

𮊫243

者
︑
聞
如
来
說
︑
聲
聞
觧
脫
︑244
我
觧
脫
不
異
︑

483

是
故
生
疑
︒
謂
生
疑
著245
︑
生
囙
中
疑
︒
此
事
云

484

何
︒
云
何
如
来
數
數
說
︑
扵
甚
深
境
𭻃
︑
前
說

485

甚
深
︑
後
說
甚
深
︑
不
同
聲
聞
︑
如
是
䒭
︒
是
故

486

生
疑
︒

487

如
経
︑
尒
時
︑
舎
利
弗
︑
知
四
衆
心
疑
︑
乃
至
而
說

488

偈
言
故
︒
自
此
已
下
︑
示
現
依
四
種
事
說
︒

489

一
者
︑
决
㝎
心
︒
二
者
︑
囙
授
記
︒
三
者
︑
取
授
記
︒

490

四
者
︑
與
授
記
︒

應
知
︒
云
何
决
㝎
心
︒
已
生
驚

491

怖
者
︑
令
断
驚
怖
︒
以
為
利
益
二
種
人
故
︒
是

492

故
如
来
︑
有
决
㝎
心
︒
此
驚
怖
︑
有
五
種
︑
應
知
︒

493

一
者
︑
損
驚
怖
︒
謂
小
乗
衆
生
︑
如
所
聞
聲
︑
取

494

以
為
實
︑
誇246
无
大
乗
︑
而
作
是
言
︒
如
来
說
言
︑

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

五
八

241

〔
門
〕
＋
【
叡
︼

242

〔
等
有
〕
＋
【
叡
︼

243

疑
𮊫
＝
義
疑
︻
叡
︼

244

〔
與
〕
＋
【
叡
︼

245

著
＝
者
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
三
八
四
︑
摩
一
六
上
︑
留
六

中
︶
で
は
︑
﹁
者
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
著
﹂
は
誤
写
︒

246

誇
＝
謗
︻
叡
】

底
本
に
は
﹁
誇
﹂
の
右
に
見
せ
消
ち
記
号
が
付

さ
れ
て
お
り
︑
﹁
誇ヒ

﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
上
方
欄
外
に
は
﹁
證

歟

﹂
と
あ
り
︒



495

阿
羅
漢
果
︑
究
竟
涅
槃
︒
我
畢
竟
取
︑
如
是
涅

496

槃
︒
是
故
羅247

︑
不
入
涅
槃
︒
如
是
驚
怖
故
︒

497

二
者
︑
多
事
驚
怖
︒
謂
以248
大
乗
衆
生
︑
生
如
是

498

心
︒
我
扵
无
量
无
𮞽
刧
中
︑
行
菩
薩
行
︑
𡖋249

受
懃250

499

苦
︒
以
是
念
故
︑
生
驚
怖
心
︒
起
取
異
乗
心
故
︒

500

如
是
驚
怖
︒
三
者
︑
㒹
倒
驚
怖
︒
謂
心
𭄞
别
︑
有

(
第
二
十
一
紙
)

501

我
・
我
所
・
種
種
身
︑
見
不
善
法
故
︒
如
是
驚
怖
︒

502

四
者
︑
心
悔
驚
怖
︒
謂
大
徳
舎
利
弗
䒭
︑
起
如

503

是
心
言
︑
我
不
應
證251
如
是
小
乗
之
法
︒
如
是

504

悔
已
︑
心
即
自
止
︒
即
此
悔
心
︑
名
為
驚
怖
︒
此

505

𮊫
︑
應
知
︒
五
者
︑
誑
驚
怖
︒
謂
増
上
𢢔
聲
聞
之

506

人
︑
作
如
是
心
︒
云
何
如
来
︑
誑
扵
我
䒭
︒
如
是

507

驚
怖
故
︒
囙
授
記
者
︑

508

如
経
︑
止
止
舎
利
弗
︒
不
湏
復
說
︒
𠰥
說
是
事
︑
一

509

𭃄
世
間
諸
天
・
人
䒭
︑
皆
生
驚
怖
故
︒
此
囙
授

510

記
︑252
生
驚
怖
者
︑
有
三
種
𮊫
︒
一
者
︑
欲
令
彼

511

諸
大
衆
︑
推
覓
甚
深
妙
境
𭻃
故
︒
二
者
︑
欲

512

令
大
衆
︑
生
䔿
重
心
︑
畢
竟
欲
聞
如
来
說
故
︒

513

三
者
︑
為
令
諸
増
上
𢢔
聲
聞
之
人
︑
捨
𩀌

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

五
九

247

〔
漢
〕
＋
【
叡
】

｢
漢
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
三
九
三
︑
摩
一
六
上
︑

留
六
下
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

248

〔
以
〕
衾
【
叡
︼

249

𡖋
＝
久
︻
叡
︼

250

懃
＝
勤
︻
叡
︼

251

〔
於
〕
＋
【
叡
︼

252

〔
皆
〕
＋
【
叡
︼



514

法
㘴
︑
而
起
去
故
︒
第
二
請
者
︑
示
現
過
去
无

515

量
諸
佛
︑
教
化
衆
生
︒
如
経
︑
是
㑹
无
數
︑
乃
至

516

聞
佛
所
說
︑
則
能
敬
信
故
︒
第
三
請
者
︑
示
現

517

今
現
在
佛
︑
教
化
衆
生
︒
如
経
︑
今
此
㑹
中
︑
如

518

我
䒭
比
︑
乃
至
長
夜
安
隠
︑
多
所
𩜙
益
故
︒
取

519

受
記
者
︑
以
舎
利
弗
䒭
︑
欲
得
授
記
︒

520

如
経
︑
佛
告
舎
利
弗
︒
汝
以
慇
懃253
三
請
︒
豈
得

521

不
說
︒
汝
今
諦
聽
︑
如
是
䒭
故
︒
與
授
記
者
︑
有

522

六
種
︑
應
知
︒
一
者
︑
未
聞
令
聞
︒
二
者
︑
說
︒
三
者
︑

523

依
何
䒭
𮊫
︒
四
者
︑
令
住
︒
五
者
︑
依
法
︒
六
者
︑
𨖥
︒

524

未
聞
令
聞
者
︑
如
経
︑
舎
利
弗
︑
如
是
妙
法
︑
諸

525

佛
如
来
︑
時
乃
說
之
︒
如
𬿲
曇
鉢254
華
︑
如
是
䒭

526

故
︒
說
者
︑
如
経
︑
舎
利
弗
︑
我
以
无
數
方
便
︑
種

527

種
囙
縁
︑
譬
喻
言
辞
︑
演
說
諸
法
︒
如
是
䒭
故
︒

(
第
二
十
二
紙
︶

528

種
種
囙
縁
者
︑
所
謂
三
乗
︒
彼
三
乗
者
︑
唯
有

529

名
字
・
章
句
・
言
說
︑
非
有
實
𮊫
︒
以
彼
實
𮊫
︑
不

530

可
說
故
︒
依
何
䒭
𮊫
者
︑
如
経
︑
舎
利
弗
︑
諸
佛

531

世
䔿
︑
唯
以
一
大
事
囙
縁
故
︑
出
現
扵
世
︒
如
是

532

䒭
故
︒
彼
一
大
事
者
︑
依
四
種
𮊫
︑
應255
知
︒
何
䒭256

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

六
〇

253

〔
慇
懃
〕
衾
【
叡
︼

254

〔
鉢
〕
衾
【
叡
︼

255

〔
善
當
〕
＋
【
叡
︼

256

䒭
＝
者
︻
叡
︼



533

為
四
︒
一
者
︑
无
上
𮊫
︒
唯
除
如
来
一
𭃄
智

534

智
︑
更
无
餘
事
︒
如
経
︑
欲
開
佛
知257
見
︑
令
衆
生

535

知
得
清
浄
故
︑
出
現
扵
世
︒
佛
知
見
者
︑
如
来

536

能258
︑
以259
實
智
︑
知
彼
𮊫
故
︒
二
者
︑
同
𮊫
︒
以
聲

537

聞
・
辟
支
佛
・
佛
法
身
平
䒭
故
︒
如
経
︑
欲
示
衆

538

生
︑
佛
知
見
故
︑
出
現
扵
世
︒
法
身
平
䒭
者
︑
佛

539

性
・
法
身
︑
更
无
𭅒
别
故
︒
三
者
︑
不
知260
者
︑
不

540

知
究
竟
︑
唯
一
佛
乗
故
︒
如
経
︑
欲
令
衆
生
︑

541

悟
佛
知
見
故
︑
出
現
扵
世
︒
四
者
︑
囙
𮊫
︒
為261
令

542

證
不
退
轉
地
︒
示
現
欲262
與
无
量
智
𮏩
故
︒

543

如
経
︑
欲
令
衆
生
︑
入
佛
知
見
道263
︑
出
現
扵
世
︒
又264

544

示
者
︑
為
諸
菩
薩
︑
有
疑
心
者
︑
令
知
如
實
脩265

545

行
故
︒
又
悟
入
者
︑
未
𭛁
菩
提
心
者
︑
令
𭛁
心

546

故
︒
已
𭛁
心
者
︑
令
入
法
故
︒
又
復
悟266
者
︑
令
外

547

道
衆
生
︑
㘴267

覺
悟
故
︒
又
復
入
者
︑
令
得
聲

548

聞
小
乗
果
者
︑
入
大
菩
提
故
︒
令
住
者
︑
如
経
︑

549

舎
利
弗
︑
但
以
一
佛
乗
故
︑
為
衆
生
說
法
故
︒

550

依
法
者
︑
如
経
︑
舎
利
弗
︑
過
去
諸
佛
︑
以
无
量
无

551

數
方
便
︑
種
種
譬
喻
・
囙
縁
・
念
觀
︑
方
便
說
法
︒
是
法

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

六
一

257

佛
知
＝
知
佛
︻
叡
︼

258

〔
證
〕
＋
【
叡
】

｢
證
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
二
五
︑
摩
一
六
中
︑

留
七
上
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

259

〔
如
〕
＋
【
叡
】

｢
如
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
二
五
︑
摩
一
六
中
︑

留
七
上
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

260

〔
義
以
一
切
聲
聞
辟
支
佛
等
不
能
知
彼
眞
實
處
故
此
言
不
知
眞
實

處
〕
＋
【
叡
】

当
該
箇
所
は
︑
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
二
八
～
四
二
九
︑

摩
一
六
中
︑
留
七
上
︶
に
も
二
十
一
字
～
二
十
四
字
の
文
字
列
が
確

認
で
き
る
た
め
︑
底
本
は
脱
文
し
て
い
る
︒

261

〔
欲
〕
＋
【
叡
︼

262

〔
欲
〕
衾
【
叡
︼

263

道
＝
故
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
三
〇
︑
摩
一
六
下
︑
留
七

中
︶
は
︑
﹁
道
故
﹂
か
﹁
故
﹂
と
な
っ
て
い
る
た
め
︑
底
本
は
﹁
故
﹂

が
脱
字
︒

264

〔
復
〕
＋
【
叡
︼

265

脩
＝
修
︻
叡
︼

266

〔
入
〕
＋
【
叡
︼

267

㘴
＝
生
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
摩
一
六
下
︑
留
七
中
︶
で
は
︑

﹁
生
﹂
と
な
っ
て
お
り
︵
興
四
三
四
～
四
三
五
の
当
該
箇
所
は
脱
字
︶
︑

底
本
の
﹁
㘴
﹂
は
誤
写
︒



552

皆
為
一
佛
乗
故
︑
如
是
䒭
故
︒
言
譬
喻
者
︑
如
依

553

牛268
有
乳
・
酪269
・
生
𧁨
・
𤎼
𧁨
乃
至
醍
醐
︒270
醍
醐
為
第

554

一
︒
小
乗
如
乳
︑
大
乗
如
醍
醐
故
︒
此
譬
喻
︑
唯
眀
大

(
第
二
十
三
紙
)

555

乗
无
上
︒
諸
聲
聞
䒭
︑
𡖋
同
大
乗
无
上
𮊫
故
︒

556

聲
聞
同
者
︑
此
中
示
現
諸
佛
如
来
法
身
之

557

性
︑
同
諸
凢
夫
・
聲
聞271
・
辟
支
佛
䒭
︒
法
身
平
䒭
︑

558

无
𭅒
别
故
︒
此
譬
喻
︑
示
現
囙
縁
之
𮊫
︒
如
向
所

559

說
︒
言
念
觀
者
︑
扵
小
乗
諦
中
︑
人
无
我
䒭
︑
扵

560

大
乗
諦
中
︑
真
如
・
法
𭻃
・
實
際272
︑
人
无
我
・
法
无
我

561

䒭
︑
種
種
觀
故
︒273
方
便
者
︑274
小
乗
中
︑
觀
𮥏
𭻃
入
︑

562

猒
苦
𩀌
苦
︑
0
觧
得275
脫
故
︒
扵
大
乗
中
︑
諸
波
羅

563

蜜
︑
以
四
攝
法
︑
攝
取
自
身
他
身
利
益
︑
𭔸
治
法

564

故
︒276
者
︑
如
経
︑
舎
利
弗
︑
十
方
世
𭻃
中
︑
尚
无
二
乗
︒

565

何
况
有
三277
︒
无
三278
乗
者
︑
謂
无
二
乗
所
得
涅

566

槃
︒
唯
佛
如
来
︑
證
大
菩
提
︑
究
竟
𫞜
𠯣
一
𭃄

567

智
恵
︑
名
大
涅
槃
︒
非
諸
聲
聞
・
辟
支
佛
䒭
︑

568

有
涅
槃
法
︒
唯
一
佛
乗
故
︒
一
佛
乗
者
︑
依

569

四
種
𮊫
說
︑
應
知
︒
如
来
依
此
六
種
受
記
︒
是

570

故
前
說
︑
何
䒭
法
・
云
何
法
・
何
似
法
・
何
相
法
・

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

六
二

268

〔
故
得
〕
＋
【
叡
︼

269

底
本
の
字
は
﹁
酪
﹂
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
︑
そ
れ
に
似
た
字
形
︒

右
に
見
せ
消
ち
記
号
が
付
さ
れ
て
い
て
﹁
酪ヒ

﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
ま

た
上
方
欄
外
に
﹁
酪
歟

﹂
と
あ
り
︒
寛
永
二
年
版
の
当
該
箇
所
に
は

﹁
酪
﹂
あ
り
︒

270

〔
此
五
味
中
〕
＋
【
叡
︼

271

〔
人
〕
＋
【
叡
︼

272

〔
法
性
及
〕
＋
【
叡
︼

273

〔
言
〕
＋
【
叡
︼

274

〔
於
〕
＋
【
叡
︼

275

觧
得
＝
得
解
︻
叡
】

底
本
に
は
﹁
得
﹂
の
右
に
倒
置
符
あ
り
︒

276

〔
遮
〕
＋
【
叡
】

｢
遮
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
四
九
︑
摩
一
七
上
︑

留
七
中
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

277

〔
如
是
等
故
〕
＋
【
叡
︼

278

三
＝
二
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
五
〇
︑
摩
一
七
上
︑
留
七

中
︶
は
︑
﹁
二
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
三
﹂
は
誤
写
︒



571

何
躰
法
︑
如
是
示
現
︒
何
䒭
法
者
︑
謂
未
曽
聞

572

法
︒
云
何
法
者
︑
謂
種
種
言
辞
・
譬
喻
說
故
︒

573

何
似
法
者
︑
唯
為
一
大
事
故
︒
何
相
法
者
︑

574

為
随
衆
生
器
︑
說
諸
佛
法
故
︒
何
躰
法
者
︑
唯

575

一
乗
躰
故
︒
一
乗
躰
者
︑
謂
諸
佛
如
来
︑
平
䒭

576

法
身
︒
彼
諸
聲
聞
・
辟
支
佛
乗
︑
非
彼
平
䒭
法
身

577

之
躰
︒
以
囙
・
果
・
行
・
觀
︑
不
同
故
︒
自
此
已
下
︑
如
来

578

說
法
︑
為
断
四
種
疑
︑
應
知
︒
何
䒭
四
種
︒
一
者
︑
何

579

時
說
︒
二
者
︑
云
何
知
是
増
上
𢢔
人
︒
三
者
︑
云
何

580

堪
說
︒
四
者
︑
云
何
如
来
︑
不
成
妄
語
︒
何
時
說

581

者
︑
諸
佛
如
来
︑
扵
何
䒭
時
︑
𭛁
起
種
種
方
便

(
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十
四
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582

說
法
︒
為
断
彼
疑
︒

583

如
経
︑
佛
告
︑
舎
利
弗
︑
諸
佛
出
扵
五
濁
𢙣
世
︒
所279

584

刧
濁
䒭
故
︒
云
何
知
是
増
上
𢢔
者
︑
如
来
不

585

為
︑
増
上
𢢔
人280
說281
法
︒
云
何
知
彼
︑
是
増
上

586

𢢔
︒
為
断
彼
疑
故
︒
如
経
︑
𠰥
有
比
丘
︑
實
得
阿

587

羅
漢
者
︑
𠰥282

信
此
法
︑
无
有
是
𠁅283

䒭
故
︒
云
何

588

堪
說
者
︑
従
佛
聞
法
︑
而
起
謗
心
︒
云
何
如

589

来
︑
不
成
不
堪
說
法
人
︒
為
断
此
疑
︒
如
経
︑

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

六
三

279

所
＝
謂
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
六
四
︑
摩
一
七
上
︑
留
七

下
︶
は
︑
﹁
所
謂
﹂
か
﹁
謂
﹂
に
な
っ
て
い
る
た
め
︑
底
本
は
﹁
謂
﹂

が
脱
字
︒

280

〔
而
〕
＋
【
叡
︼

281

〔
諸
〕
＋
【
叡
︼

282

〔
不
〕
＋
【
叡
】

｢
不
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
六
七
︑
摩
一
七
上
︑

留
七
下
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

283

〔
如
是
〕
＋
【
叡
︼



590

除
佛
滅
度
後
︑
現
前
无
佛
︒
如
是
䒭
故
︒
云

591

何
如
来
不
成
妄
語
者
︑
此
以
如
来
︑
先
說
法

592

異
︑
今
說
法
異
︑
云
何
如
来
︑
不
成
妄
語
︒
為
断

593

此
疑
︒
如
経
︑
舎
利
弗
︑
汝
䒭
︑
當
一
心
信
觧
︑

594

受
持
佛
語
︒
諸
佛
如
来
︑
言
无
虚
妄
︒
无
有
餘

595

乗
︑
唯
一
佛
乗
故
︒
乃
至
童
子
戯
︑
聚
沙
為
佛

596

塔
︒
如
是
諸
人
䒭
︑
皆
以
成
佛
道
者
︑
謂
𤼲
菩

597

提
心
︑
行
菩
薩
行284
者
︑
所
作
善
根
︑
能
證
菩
提
︒

598

非
諸
凢
夫
及
决
㝎
聲
聞
︑
夲
来
未
𭛁
菩
提

599

心
者
︑
之285
能
得
故
︒
如
是
乃
至
少
仾286

頭
䒭
︑
皆

600

𡖋
如
是
︒287
䔿
者
舎
利
弗
︑
說
偈
言
︒

601

金
𬼜
三
十
二

十
力
諸
觧
脫

同
共
一
法
中

而
不
得
此
事

602

八
十
種
妙
好

十
八
不
共
法

如
是
䒭288

㓛
徳

而
我
皆
以289
失
︒

603

論
曰
︒
此
偈
︑
示
現
何
𮊫
︒
舎
利
弗
︑
自
𭇎
嘖
身
言
︑

604

我
不
見
諸
佛
︑
不
徃290
佛
所
︑
及
不
聞
佛
說
法
︑
不

605

供
養
㳟
敬
諸
佛
︑
无
利
益
衆
生
事
︑
扵
未
得
法

606

退
是
故
︒
舎
利
弗
︑
依291
如
是
䒭
︑
𭇎
嘖292
自
身
︒
不
見293

607

佛
者
︑
示
現
不
見
︑
諸
佛
如
来
大
人
之
相
︒
不
生

608

㳟
敬
供
養
心
故
︒
不
徃
佛
所
者
︑
示
現
教
化

(
第
二
十
五
紙
)

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

六
四

284

行
＝
道
︻
叡
︼

285

〔
所
〕
＋
【
叡
】

｢
所
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
七
七
︑
摩
一
七
中
︑

留
八
上
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

286

仾
＝
胝
︻
叡
︼

287

〔
譬
喩
品
〕
＋
【
叡
︼

288

䒭
＝
諸
︻
叡
︼

289

以
＝
已
︻
叡
︼

290

〔
諸
〕
＋
【
叡
︼

291

依
＝
作
︻
叡
】

当
該
箇
所
に
つ
い
て
︑
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
八

四
︑
摩
一
七
中
︑
留
八
上
︶
で
は
︑
﹁
作
如
是
等
﹂
或
い
は
﹁
作
如

是
言
﹂
が
あ
る
か
︑
全
く
な
い
か
で
分
か
れ
る
が
︑
底
本
の
﹁
依
如

是
䒭
﹂
は
﹁
依
﹂
が
誤
写
か
︒

292

嘖
＝
責
︻
叡
︼

293

〔
諸
〕
＋
【
叡
︼



609

衆
生
力
者294
︒
放
金
𬼜
光
眀
者
︑
示
現
見295
佛
自

610

身
異
身
︑
獲
得
无
量
諸
㓛
徳
故
︒
聞
說
法
者
︑
示

611

現
能
作
︑
利
益
一
𭃄
衆
生
故
︒
力
者
︑
示
現
衆
生

612

有
疑
︑
依
十
力
断
疑
故
︒
供
養
者
︑
示
現
能
教

613

化
衆
生
力
故
︒
十
八
不
共
法
者
︑
示
現
遠
𩀌
諸

614

鄣
㝵
故
︒
㳟
敬
者
︑
示
現
出
生
无
量
福
徳
︑
依
如

615

来
教
︑
得
觧
脫
故
︒
以
人
无
我296
・
法
无
我
︑
一
𭃄

616

諸
法
︑
𢘤
平
䒭
故
︒
是
故
舎
利
弗
︑
自
𭇎
嘖
身

617

言
︑
我
未
得
如
是
法
︒
扵
未
得
中
退
故
︒
自
此
已

618

下
︑297
為
七
種
具
𠯣
𠯣298

煩
𢙉
𭰏
性
衆
生
︑
說
七
種

619

譬
喻
︑
𭔸
治
七
種
増
上
𢢔
心
︒
此
𮊫
應
知
︒

620

又299
三
種
𭰏
𢢔
︑
无
煩
𢙉
人
三
昧
・
觧
脫
・
見
䒭
𭰏
𢢔
︑

621

𭔸
治
此
故
︑
說
三
種
平
䒭
︒
此
𮊫
應
知
︒
何
者
七

622

種
0300
煩
𢙉
性
人
︒
一
者
︑
求
㔟
力
人
︒
二
者
︑
求
聲

623

聞
觧
脫
人
︒
三
者
︑301
大
乗
人
︒
四
者
︑
有
㝎
人
︒
五
者
︑302

624

㝎
人
︒
六
者
︑
集
㓛
徳
人
︒
七
者
︑
不
集
㓛
徳
人
︒
何

625

䒭
七
種
増
上
𢢔
心
︒
云
何
七
種
譬
喻
𭔸
治
︒

626

一
者
︑
㒹
倒
求
諸
㓛
徳
増
上
𢢔
心
︒
謂303
世
間
中
︑

627

諸
煩
𢙉
𭰏
︑
熾
燃
増
上
︑
而
求
天
人
勝
妙
境

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

六
五

294

者
＝
故
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
八
六
︑
摩
一
七
中
︑
留
八

上
︶
で
は
︑
﹁
故
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
者
﹂
は
誤
写
︒

295

〔
見
〕
衾
【
叡
︼

296

〔
及
〕
＋
【
叡
︼

297

〔
次
〕
＋
【
叡
︼

298

〔
𠯣
〕
衾
【
叡
】

底
本
に
は
﹁
𠯣
﹂
の
右
に
﹁
悮
歟
﹂
と
あ
り
︒
諸

テ
キ
ス
ト
︵
興
四
九
四
︑
摩
一
七
中
︑
留
八
上
︶
に
も
な
く
︑
衍
字

で
あ
る
た
め
︑
私
に
打
ち
消
し
線
を
引
い
た
︒

299

〔
復
次
爲
〕
＋
【
叡
︼

300

〔
具
足
〕
＋
【
叡
】

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
具
𠯣
﹂
と
あ
り
︒

301

〔
求
〕
＋
【
叡
︼

302

〔
無
〕
＋
【
叡
】

｢
無
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
四
九
八
︑
摩
一
七
中
︑

留
八
中
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

303

〔
以
〕
＋
【
叡
︼



628

𭻃
有
漏
果
報
︒304
𭔸
治
此
故
︑
為
說
火
宅
譬
喻
︑
應

629

知
︒
二
者
︑
聲
聞
人
一
向
决
㝎
増
上
𢢔
心
︒
自
言

630

我
乗
與
如
来
乗
䒭
无
𭅒
别
︒
如
是
倒
取
︒
𭔸

631

治
此
故
︑
為
說
窮
子
譬
喻
︑
應
知
︒
三
者
︑
大
乗

632

人
一
向
决
㝎
増
上
𢢔
心
︒
起
如
是
意
︑
无
别

633

聲
聞
・
辟
支
佛
乗
︒
如
是
倒
取
︒
𭔸
治
此
故
︑
為

634

說
雲
雨
譬
喻
︑
應
知
︒
四
者
︑
實
无305
謂
有
増
上
𢢔

635

心306
︒
以
有
世
間
有
漏
三
昧
三
摩
跋
提
︑
實
无

(
第
二
十
六
紙
)

636

涅
槃
︑
而
生
涅
槃
相307
︒
如
是
倒
取
︒
𭔸
治
此
故
︑
為

637

說
化
城
譬
喻
︑
應
知
︒
五
者
︑
𢻎
乱
増
上
𢢔
心
︒
實

638

无
有
㝎
︑
過
去
𨾣308

有
大
乗
善
根
︑
而
不
覺
知309

639

故
︒
不
求
大
乗
︑
扵
狭
劣
心
中
︑
生
虚
妄
觧
︑
謂310

640

第
一
乗
︒
如
是
倒
取
︒
𭔸
治
此
故
︑
為
說
繫
寳
珠

641

譬
喻
︑
應
知
︒
六
者
︑
實
有
㓛
徳
増
上
𢢔
心
︒
聞
說

642

大
乗
法
︑311
取
非
大
乗
︒
如
是
是312
倒
取
︒
𭔸
治
此

643

故
︑
為
說313
王
觧
髻
中
眀
珠
與
之
譬
喻
︑
應
知
︒

644

七
者
︑
實
无
㓛
徳
増
上
𢢔
心
︒
扵
第
一
乗
︑
不

645

曽
脩
集
諸
善
根
故
︑
聞
說
第
一
乗
︑
心
中
不

646

取
︑
以
為
第
一
︒
如
是
倒
取
︒
𭔸
治
此
故
︑
為
說

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

六
六

304

〔
如
是
倒
取
〕
＋
【
叡
︼

305

〔
而
〕
＋
【
叡
︼

306

心
＝
已
︻
叡
︼

307

相
＝
想
︻
叡
︼

308

𨾣
＝
雖
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
五
一
〇
︑
摩
一
七
注
六
二
︑

留
八
中
︶
で
は
︑
﹁
雖
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
𨾣
﹂
は
誤
写
︒

309

〔
不
覺
知
〕
＋
【
叡
︼

310

〔
以
爲
〕
＋
【
叡
︼

311

〔
而
〕
＋
【
叡
︼

312

〔
是
〕
衾
【
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
五
一
三
︑
摩
一
七
下
︑
留
八

中
︶
に
は
︑
﹁
是
﹂
が
な
く
︑
底
本
は
衍
字
で
あ
る
た
め
︑
私
に
打

ち
消
し
線
を
引
い
た
︒

313

〔
輪
〕
＋
【
叡
︼



647

醫
師
譬
喻
︑
應
知
︒

648

第
一
人
者
︑
示
世
間
中
種
種
善
根
︑
三
昧
㓛
徳
︑

649

方
便
令
喜
︑
然
後
︑
令
入
大
涅
槃
故
︒
第
二
人
者
︑

650

以
三
為
一
︑
令
入
大
乗
故
︒
第
三
人
者
︑
令
知
種

651

種
乗314
︒
諸
佛
如
来
︑
平
䒭
說
法
︑
随
諸
衆
生
善
根

652

種
子
︑315
生
牙
故
︒
第
四
人
者
︑
方
便
令
入
涅
槃

653

城
故
︒
涅
槃
城
者
︑
所
謂
諸316
禪
・
三
昧
城317
︒
過
彼

654

城
已
︑
然
後
︑
令
入
大
涅
槃
城
故
︒
第
五
人
者
︑

655

示
其
過
去
所
有
善
根
︑
令
憶
念
已
︑
然
後
︑
教

656

令
入
三
昧
故
︒
第
六
人
者
︑
說
大
乗
法
︑
以
此
法
門
︑

657

同
十
地
行
𫞜
︑
諸
佛
如
来
︑
密
與
授
記
故
︒
第
七

658

人
者
︑
根
未
𤎼
者318
︑
為
令
𤎼
故
︑
如
是
示
現
得

659

涅
槃
量
︒
為
是
𮊫
故
︑
如
来
說
此
七
種
譬
喻
︒
何

660

者
名319
三
種
无
煩
𢙉
人
三
種
𭰏
𢢔
︒
所
謂
三
種

661

㒹320

信
故
︒
何
䒭
為
三
︒
一
者
︑
信
種
種
乗
異
︒
二
者
︑

662

信
世
間
涅
槃
異
︒
三
者
︑
信
彼
此
身
異
︒
為
𭔸
治

(
第
二
十
七
紙
)

663

此
三
種
𭰏
𢢔
故
︑
說
三
種
平
䒭
︑321
應
知
︒
何
者
名
為

664

三
種
平
䒭
︒
云
何
𭔸
治
︒
一
者
︑
乗
平
䒭
︒
謂
與
聲

665

聞
︑
授
菩
提
記
︒
唯
有
大
乗
︑
无
二
乗
故
︒
是
乗

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

六
七

314

〔
異
〕
＋
【
叡
︼

315

〔
而
〕
＋
【
叡
︼

316

〔
佛
〕
＋
【
叡
︼

317

〔
故
〕
＋
【
叡
︼

318

𤎼
者
＝
純
熟
︻
叡
︼

319

〔
名
〕
衾
【
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
五
二
七
︑
摩
一
八
上
︑
留
八

下
︶
に
は
︑
﹁
名
﹂
が
な
く
︑
底
本
は
衍
字
か
︒

320

〔
倒
〕
＋
【
叡
】

｢
倒
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
五
二
七
︑
摩
一
八
上
︑

留
八
下
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

321

〔
此
義
〕
＋
【
叡
︼



666

平
䒭
︑
无
𭅒
别
故
︒
二
者
︑
世
間
涅
槃
平
䒭
︒
以

667

多
寳
如
来
入
扵
涅
槃
︑
世
間322
彼
此
平
䒭
︑
无

668

𭅒
别
故
︒
三
者
︑323
身
平
䒭
︒
多
寳
如
来
︑
已
入
涅

669

槃
︑324
示
現
身
︒
自
身
化325
身
︑
法
身
平
䒭
︑
无
𭅒
别

670

故
︒
如
是
三
種
无
煩
𢙉
人
︑
𭰏
𢢔
之
心
︑
見
彼
此

671

身
所
作
𭅒
别
︑
以
不
知
彼
此
佛
性
・
法
身
𢘤
平

672

䒭
故
︒
即
謂
彼
人
︑
我
證
此
法
︑
彼
人
不
得
此326
︒

673

𭔸
治
此
故
︑
與
諸
聲
聞
授
記
︑
應
知
︒327
彼
聲
聞

674

䒭
︑
為
實
成
佛
故
︑
與
授
記
︒
為
不
成
佛
︑
與
授
記

675

耶
︒
𠰥
實
成
佛
者
︑
菩
薩
何
故
扵
无
量
刧
︑
𢔜
集

676

无
量
種
種
㓛
徳
︒
𠰥
不
成
佛
者
︑
云
何
虚
妄
與

677

之
授
記
︒328
彼
聲
聞
䒭
︑
得
授
記
者
︑
得
决
㝎
心
︒
非

678

謂
聲
聞
成
𭕒
法
性
故
︒
如
来
依329
三
種
平
䒭
︑
說

679

一
乗
法
故
︒
以
如
来
法
身
與
彼
聲
聞
法
身
︑

680

平
䒭
无
異
︑
故
與
授
記
︒
非
即
具
𠯣
𢔜
行
㓛
徳

681

故
︒
是
故
菩
薩
㓛
徳
具
𠯣
︑
諸
聲
聞
人330
㓛
徳
未

682

具
𠯣
︒
言
授
記
者
︑
有
六
𠁅
示
現
︒
五
是
︑
如
来
記
︒

683

一
者
︑
菩
薩
記
︒
如
来
記
者
︑
謂
舎
利
弗
・
摩
訶
迦

684

葉
䒭
︑
衆
所
知
識331
︒
名
号
不
同
故
︑
與
别
記
︒
富
樓

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

六
八

322

〔
涅
槃
〕
＋
【
叡
】

｢
涅
槃
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
五
三
三
︑
摩
一

八
上
︑
留
八
下
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

323

〔
法
〕
＋
【
叡
︼

324

〔
復
〕
＋
【
叡
】

｢
復
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
五
三
四
︑
摩
一
八
上
︑

留
八
下
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

325

化
＝
他
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
五
三
四
︑
摩
一
八
上
︑
留
八

下
︶
で
は
︑
﹁
他
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
化
﹂
は
誤
写
︒

326

〔
此
〕
衾
【
叡
︼

327

〔
問
曰
〕
＋
【
叡
︼

328

〔
答
曰
〕
＋
【
叡
︼

329

〔
彼
〕
＋
【
叡
︼

330

〔
人
〕
＋
【
叡
︼

331

〔
故
〕
＋
【
叡
︼



685

那
䒭
五
百
人
︑
千
二
百
人
䒭
︑
同
一
名
故
︑
倶
時

686

與
記
︒
學
无
學
䒭
︑
倶
同
一
号
︒
又
復
非332
衆
所

687

知
識
故
︑
一
時
與
記
︒
與
提
婆
達
多
記
者
︑
示
現

688

如
来
无
𭜥
𢙣
故
︒
與
比
丘
尼
及
諸
天
女
記
者
︑
示

689

現
女
人
・
在
家
・
出
家
︑
𢔜
菩
薩
行
者
︑
皆
行
者

(
第
二
十
八
紙
)

690

皆333
證
佛
果
故
︒
菩
薩
授
記
者
︑
如
不
軽
菩
薩
品

691

示
現
︑
應
知
︒
𥝏
拜
讃
嘆334
言
︑
我
不
軽
汝
︒
汝
䒭335

皆

692

當
作
佛
者
︑
示
諸
衆
生
︑
皆
有
佛
性
故
︒
言
聲
聞

693

授
記
者
︑
聲
聞
有
四
種
︒
一
者
︑
决
㝎
聲
聞
︒
二
者
︑

694

増
上
𢢔
聲
聞
︒
三
者
︑
退
菩
提
心
聲
聞
︒
四
者
︑
應

695

化
聲
聞
︒
二
種
聲
聞
︑
如
来
與
授
記
︒
謂
應
化

696

聲
聞
・
退
已
還
𭛁
菩
提
心
者
︒
决
㝎
・
増
上
𢢔
二

697

種
聲
聞
︑
根
未
𤎼
故
︑
如
来
不
與
授
記
︑
菩
薩
與

698

授
記
︒
菩
薩
與336
授
記
者
︑
方
便
令
𭛁
菩
提
心
故
︒

699

又
依
何
𮊫
故
︑
如
来
說
三
乗
名
為
一
乗
︒
依
同

700

𮊫
故
︑
與
諸
聲
聞
大
菩
提
記
︒337
同
𮊫
者
︑
以
如

701

来
法
身
・
聲
聞
法
身338
平
䒭
︑
无
𭅒
别
故
︒
以
諸

702

聲
聞
・
辟
支
佛339
︑
異
乗
故
︑
有
𭅒
别
︒
以
彼
二
乗
︑

703

非
大
乗
故
︒
如
来
說
言
︑
不
𩀌
我
身
︑
是
无
上
𮊫
︒

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

六
九

332

〔
是
〕
＋
【
叡
︼

333

〔
行
者
皆
〕
衾
【
叡
】

当
該
箇
所
は
︑
諸
テ
キ
ス
ト
で
は
︑
﹁
行
皆
﹂

︵
留
九
上
︶
か
﹁
行
者
皆
﹂
︵
興
五
五
〇
︑
摩
一
八
七
︶
と
な
っ
て
お

り
︑
底
本
の
よ
う
に
﹁
行
者
皆
行
者
皆
﹂
と
は
な
っ
て
い
な
い
た
め
︑

﹁
行
者
皆
﹂
を
衍
字
と
見
做
し
て
︑
私
に
打
ち
消
し
線
を
引
い
た
︒

334

嘆
＝
歎
作
如
是
︻
叡
︼

335

当
該
箇
所
は
︑
拙
稿
﹇
二
〇
二
二
Ｂ
﹈
で
は
﹁
汝
ホ
䒭
皆
⁝
﹂
と

翻
刻
し
て
い
る
が
︑
﹁
䒭
﹂
は
誤
植
︵
衍
字
︶
で
あ
り
︑
﹁
汝
ホ
皆

⁝
﹂
と
翻
刻
す
る
の
が
正
し
い
︒
﹁
ホ
﹂
は
︑
興
聖
寺
本
に
見
ら
れ

る
﹁
等
﹂
の
略
字
︒
こ
こ
に
訂
正
し
て
︑
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
︒

336

〔
與
〕
衾
【
叡
︼

337

〔
言
〕
＋
【
叡
︼

338

〔
彼
此
〕
＋
【
叡
︼

339

〔
等
〕
＋
【
叡
︼



704

一
𭃄
聲
聞
・
辟
支
佛
二
乗
︑
法
中
不
說
此
𮊫
︒

705

以
其
不
能
如
實
觧
故
︒
以
是
𮊫
故
︑
諸
菩
薩

706

䒭
︑
行
菩
薩
行
︑
非
為
虚
妄
︒
无
上
𮊫
者
︑
自
餘
殘

707

脩340
多
羅
︑
眀
无
上
𮊫
︒341
有
十
種
︑
應
知
︒
一
者
︑
示
現

708

種
子
无
上
故
︑
說
雲
雨
譬
喻
︒
汝
䒭
所
行
︑
是
菩

709

薩
道
者
︑
謂
𤼲
菩
提
心
退
已
還
𭛁
︑
先342
所
脩343
行
︑

710

善
根
不
滅
︑
同
後
得
果
故
︒
二
者
︑
示
現
脩344
行
无

711

上
故
︑
說
大
通
智
勝
如
来
夲
事
䒭345

︒
三
者
︑
示

712

現
増
長
力
无
上
故
︑
說
商
主
譬
喻
︒
四
者
︑
示
現

713

令
觧
无
上
故
︑
說
繫
寳
珠
譬
喻
︒
五
者
︑
示
現
清

714

浄
國
圡
无
上
故
︑
示
現
多
寳
如
来
塔
︒
六
者
︑
示

715

現346
无
上
故
︑
說347
髻
中
眀
珠
譬
喻
︒
七
者
︑
示
現
教

716

化
衆
生
无
上
故
︑
地
中
踊348
出
无
量
菩
薩
摩

(
第
二
十
九
紙
)

717

訶
薩
䒭
故
︒
八
者
︑
示
現
成
大
菩
提
无
上
故
︑

718

示
現
三
種
佛
菩
提
︒
一
者
︑
應
化
佛
菩
提
︒
随

719

所
應
見
︑
而
為
示
現
故
︒
如
経
︑
皆
謂
如
来
︑
出

720

𥼶
𫞕
宫
︑
去
伽
耶
城
不
遠
︑
㘴
扵
道
塲
︑
得
阿
耨

721

多
羅
三
𦴭
三
菩
提
故
︒
二
者
︑
報
佛
菩
提
︒
十
地

722

行
𫞜
𠯣
︑
得
常
涅
槃
證
故
︒
如
経
︑
善
男
子
︑
我

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

七
〇

340

脩
＝
修
︻
叡
︼

341

〔
無
上
義
者
〕
＋
【
叡
︼

342

先
＝
者
前
︻
叡
︼

343

脩
＝
修
︻
叡
︼

344

脩
＝
修
︻
叡
︼

345

〔
故
〕
＋
【
叡
︼

346

〔說
〕
＋
【
叡
】

｢說
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
五
七
一
︑
摩
一
八
中
︑

留
九
中
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

347

〔
解
〕
＋
【
叡
︼

348

踊
＝
涌
︻
叡
︼



723

實
成
佛
以
来
︑
无
量
无
𮞽
百
千
万
億
那
由
他

724

刧
故
︒
三
者
︑
法
佛
菩
提
︒
謂
如
来
蔵
性
浄
︑
涅

725

槃
常
恒
︑
清
涼
不
變349
故
︒

726

如
経
︑
如
来
如
實
知
見
三
𭻃
之
相
︑
乃
至
不
如

727

三
𭻃
見
扵
三
𭻃
故
︒
三
𭻃
相
者
︑
謂
衆
生
𭻃
即

728

涅
槃
𭻃
︒
不
𩀌
衆
生
𭻃
︑
有
如
来
蔵
故
︒
无
有

729

生
𭭽
𠰥
退
𠰥
出
者
︑
謂
常
恒
清
浄
不
變
𮊫

730

故
︒
𡖋
无
在
世
及
滅
度
者
︑
謂
如
来
蔵
真
如

731

之
躰
︑
不
即
衆
生
𭻃
︑
不
𩀌
衆
生
𭻃
故
︒
非
實

732

非
虚
非
如
非
異
者
︑
謂
𩀌
四
種
相
︒
有
四
種
相

733

者
︑
是
无
常
故
︒
不
如
三
𭻃
見
扵
三
𭻃
者
︑
謂
諸350

734

如
来
︑
能
見
能
證
︑
真
如
法
身
︒
凢
夫
不
見
故
︒
是

735

故
︑
経
言
︑
如
来
眀
見
︑
无
鏐351
故
︒
我
夲
行
菩
薩

736

道
今
猶
未
𫞜
者
︑
以
夲
願
故
︒
衆
生
𭻃
未
盡
︑
願

737

非
究
竟
︒
故
言
未
𫞜352

︒
非
謂
菩
提
不
𫞜
𠯣
故
︒

738

所
成
𭐖
命
復
倍
上
數
者
︑
此
文
︑
示
現
如
来

739

常
命
︑
㓛353
方
便
︑
顕
多
數
︑
過
上
數
量
︑
不
可
數

740

知
故
︒
我
浄
圡
不
𭮳
而
衆
見
焼
盡
者
︑
報
佛

741

如
来
︑
真
實
浄
圡
︑
第
一
𮊫
諦
之
所
攝
故
︒
九

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

七
一

349

〔
義
〕
＋
【
叡
︼

350

〔
謂
諸
〕
衾
【
叡
︼

351

鏐
＝
有
錯
謬
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
で
は
︑
﹁
有
錯
謬
﹂
︵
摩
一
九

上
︑
留
九
中
︶
か
﹁
錯
謬
﹂
︵
興
五
八
七
︑
摩
一
九
注
一
︶
と
な
っ

て
お
り
︑
底
本
の
﹁
鏐
﹂
は
誤
写
︒

352

〔
者
〕
＋
【
叡
︼

353

㓛
＝
善
巧
︻
叡
︼



742

者
︑
示
現
涅
槃
无
上
故
︑
說
醫
師
譬
喻
︒
十
者
︑

743

示
現
勝
妙
力
无
上
故
︑
自
餘
残
脩354
多
羅
說

(
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十
紙
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744

示
現
︑
應
知
︒
多
寳
如
来
塔
︑
顕
示
一
𭃄
佛
圡
清

745

浄
者
︑
示
現
諸
佛
實
相
境
𭻃
中
︑
種
種
衆
寳

746

間
錯
㽵
𭌔
故
︒
示
現
有
八
種
︒
一
者
︑
塔
︒
二
者
︑
量
︒

747

三
者
︑
略
︒
四
者
︑
住
持
︒
五
者
︑
示
現
无
量
佛
︒
六
者
︑

748

𩀌
穢
︒
七
者
︑
多
寳
︒
八
者
︑
同
一
塔
㘴
︒
塔
者
︑

749

示
現
如
来
舎
利
住
持
故
︒
量
者
︑
方
便
示
現

750

一
𭃄
佛
主355
清
浄
㽵
𭌔
︒
是
出
世
間356
︑
无
漏
善

751

根
所
生
︒
非357
世
間
有
漏
善
根
之
所
生
故
︒
略

752

者
︑
多
寳
如
来
身
︑
一
體
示
現
攝
取
一
𭃄
佛358

753

法
身
故
︒
住
持
者
︑
示
現
諸
佛
如
来
法
身
自
在

754

身
力
故
︒
示
現
无
量
佛
者
︑
示
現
彼
此
所
作
諸

755

𮏩
无
𭅒
别
故
︒
遠
𩀌
穢
不
浄
者
︑
示
現
一
𭃄

756

諸
佛
國
圡
︑
平
䒭
清
浄
故
︒
言
多
寳
者
︑
示
現

757

一
𭃄359

佛
圡
同
寳
性
故
︒
同
一
塔
㘴
者
︑
示
現

758

化
佛
・
法
身
・
報
佛
䒭
︑
皆
為
成
大
事
故
︒
自

759

此
已
下
︑
示
現
法
力
・
持
力
・
𢔜
行
力
︑
應
知
︒

760

法
力
者
︑
五
種
門
示
現
︒
一
者
︑
證360
︒
二
者
︑
信361
︒
三

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

七
二

354

脩
＝
修
︻
叡
︼

355

主
＝
國
土
︻
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
で
は
︑
﹁
國
土
﹂
︵
興
五
九
九
︑

摩
一
九
上
︶
か
﹁
土
﹂
︵
留
九
下
︶
と
な
っ
て
お
り
︑
底
本
の
﹁
主
﹂

は
誤
写
︒

356

〔淸
淨
〕
＋
【
叡
︼

357

〔
是
〕
＋
【
叡
︼

358

佛
＝
諸
佛
眞
︻
叡
︼

359

〔
諸
〕
＋
【
叡
︼

360

〔
門
〕
＋
【
叡
︼

361

〔
門
〕
＋
【
叡
︼



761

者
︑
供
養362
︒
四
者
︑
聞
法363
︒
五364
︑
讀
誦
持
說
門
︒365
𣃥

762

勒
品
中
示
現
︒
一
法
門
︑
常
精
進
菩
薩
品
中
示

763

現
︒
𣃥
勒
品
中
四
種
門
者
︑
一
是
證
門
︒
如
経
︑

764

我
說
是
如
来
𭐖
命
長
遠
時
︑
六
百
八
十
万

765

億
那
由
他
恒
河
沙
衆
生
︑
得
无
生
法
忍
故
︒

766

此
言
无
生
法
忍
者
︑
謂
𥝢
地
證
智
︑
應
知
︒
八
生

767

乃
至
一
生
得
阿
耨
多
羅
三
𦴭
三
菩
提
者
︑

768

謂
證
𥝢
地
菩
提366
故
︒
八
生
一
生
者
︑
謂
諸
凢
夫
︑

769

决
㝎
能
證
𥝢
地
︒
随
力
随
𭄞
︑367
八
生
乃
至
一
生
︑

770

證
𥝢
地
故
︒
言
阿
耨
多
羅
三
𦴭
三
菩
提
者
︑
以

(
第
三
十
一
紙
)

771

𩀌
三
𭻃
中
𭄞
叚
生
𭭽
︑
随
𭄞
能
見
真
如
佛

772

性
︑
名
得
菩
提
︒
非
謂
究
竟
𫞜
𠯣
如
来
方
便

773

涅
0368
故
︒
二
是
信
門369
︒
如370
︑
復
有
八
世
𭻃
𭗒
塵
數

774

衆
生
︑
皆371
阿
耨
多
羅
三
𦴭
三
菩
提
0372
故
︒
三
供

775

養
門
︒
如
経
︑
是
諸
菩
薩
摩
訶
薩
︑
得
大
法
利

776

時
︑
扵
虚
𫞹
中
︑
雨
𭦗
陁
羅
華373
︑
如
是
䒭
故
︒

777

四
0374
聞
法
門
︒
如
随
喜
品
說
︑
應
知
︒
一
法
門
常
精

778

進
菩
薩
品
示
現
者
︑
謂
讀
誦
・
觧
說
・
書
𭂁
䒭
︑

779

得
六
根
清
浄
故
︒
如
経
︑
0375
善
男
子
・
善
女
人
︑
受
持

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

七
三

362

〔
門
〕
＋
【
叡
︼

363

〔
門
〕
＋
【
叡
︼

364

〔
者
〕
＋
【
叡
︼

365

〔
四
種
法
門
〕
＋
【
叡
︼

366

〔
法
〕
＋
【
叡
︼

367

〔
乃
〕
＋
【
叡
︼

368

〔
槃
〕
＋
【
叡
】

底
本
の
上
方
欄
外
に
﹁
槃
歟

﹂
と
あ
り
︒

369

〔
者
〕
＋
【
叡
︼

370

〔
經
〕
＋
【
叡
】

｢
經
﹂
は
諸
テ
キ
ス
ト
︵
興
六
一
八
︑
摩
一
九
中
︑

留
一
〇
上
︶
に
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

371

〔
發
〕
＋
【
叡
】

諸
テ
キ
ス
ト
に
は
︑
﹁
發
﹂
︵
摩
一
九
中
︑
留
一
〇

上
︶
か
﹁
起
﹂
︵
興
六
一
九
︶
が
あ
り
︑
底
本
は
脱
字
︒

372

〔
心
〕
＋
【
叡
】

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
心
﹂
と
あ
り
︒

373

華
＝
花
︻
叡
︼

374

底
本
に
は
補
入
記
号
の
右
に
﹁
者
﹂
と
あ
り
︒
寛
永
二
年
版
の
当

該
箇
所
に
は
﹁
者
﹂
な
し
︒

375

〔
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関
す
る
諸
問
題
袞
見
直
さ
れ
る
べ
き
テ
キ
ス
ト
を
中
心
と
し
て
袞
﹂
︵
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学

的
研
究
﹄
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
︑
二
〇
二
〇
年
Ａ
︑
一
頁
～
一
六
頁
︶

金
炳
坤
﹁
流
支
訳
﹃
法
華
論
﹄
の
流
布
本
に
つ
い
て
袞
序
品
を
中
心
と
し
て
袞
﹂
︵
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
﹄
法
華
経
研
究
叢

書
Ⅱ
︑
二
〇
二
〇
年
Ｂ
︑
一
七
頁
～
一
三
一
頁
︶

金
炳
坤
﹁
︿
資
料
﹀
﹃
法
華
論
﹄
諸
本
校
合
︵
二
︶
﹂
︵
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
﹄
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
︑
二
〇
二
〇
年
Ｃ
︑
一

五
三
頁
～
二
四
〇
頁
︶

金
炳
坤
﹁
﹃
法
華
論
﹄
諸
本
校
合
︵
三
ノ
二
︶
﹂
︵
﹃
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
﹄
第
二
十
三
号
︑
二
〇
二
二
年
Ａ
︑
一
五
頁
～
四
〇
頁
︶

金
炳
坤
﹁
﹃
法
華
論
﹄
諸
本
校
合
︵
三
ノ
三
︶
﹂
︵
﹃
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
﹄
第
五
十
号
︑
二
〇
二
三
年
︑
一
二
九
頁
～
一
四
四
頁
︶

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

七
八



金
炳
坤
﹁
﹃
法
華
論
﹄
諸
本
校
合
︵
三
ノ
四
︶
﹂
︵
﹃
日
蓮
学
﹄
第
六
号
︑
二
〇
二
二
年
Ｂ
︑
七
一
頁
～
九
七
頁
︶

金
炳
坤
﹁
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
袞
流
支
訳
よ
り
見
た
る
法
華
論
の
変
遷
に
つ
い
て
袞
﹂
︵
龍
谷
大
学
世
界
仏
教
研
究
セ
ン
タ

ー

真
宗
聖
教
の
文
献
学
的
研
究
袞
世
親
﹃
無
量
寿
経
論
﹄
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
袞
公
開
研
究
セ
ミ
ナ
ー
レ
ジ
ュ
メ
集
成
︑
二
〇
二
四
年
︑

五
三
頁
～
六
〇
頁
︶

黒
板
勝
美
編
﹃
真
福
寺
善
本
目
録
﹄
続
輯
︑
一
九
三
六
年

桑
名
法
晃
﹁
﹃
法
華
論
﹄
版
本
の
研
究
袞
清
水
梁
山
国
訳
﹃
法
華
論
﹄
の
底
本
を
視
点
と
し
て
袞
﹂
︵
﹃
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
﹄
第
二
十
号
︑
二

〇
一
六
年
︑
一
七
頁
～
六
二
頁
︶

桑
名
法
晃
﹁
清
水
梁
山
国
訳
﹃
法
華
論
﹄
の
底
本
に
つ
い
て
袞
版
本
﹃
法
華
論
﹄
の
流
布
と
受
容
を
視
点
と
し
て
袞
﹂
︵
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎

の
文
献
学
的
研
究
﹄
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
︑
二
〇
二
〇
年
︑
二
一
頁
～
六
七
頁
︶

黄
永
武
博
士
主
編
︽
敦
煌
寶
藏
︾
第
二
〇
冊
︑
新
文
豊
出
版
公
司
︑
一
九
八
一
年

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
・
日
本
古
写
経
研
究
所
編
﹃
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
﹄
改
訂
版
︑
二
〇
二
一
年

斉
藤
達
也
﹁
七
寺
一
切
經
本
﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
四

解
題
・
影
印
﹂
︵
﹃
續
高
僧
傳

卷
四

卷
六
﹄
日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊
第
八
輯
︑
二
〇
一
四
年
︑

七
三
頁
～
一
〇
〇
頁
︶

塩
田
義
遜
﹁
法
華
論
の
研
究
﹂
︵
﹃
棲
神
﹄
第
二
十
八
号
︑
一
九
四
三
年
︑
一
頁
～
四
八
頁
︶

清
水
梁
山
﹁
国
訳
法
華
論
開
題
﹂
﹁
国
訳
大
蔵
経

論
部
五
﹂
国
民
文
庫
刊
行
会
︑
一
九
二
二
年

清
水
梁
山
﹁
国
訳
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹂
﹁
国
訳
大
蔵
経

論
部
五
﹂
国
民
文
庫
刊
行
会
︑
一
九
二
二
年

末
光
愛
正
﹁
吉
蔵
の
法
華
論
引
用
に
於
け
る
問
題
﹂︵
﹃
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
﹄
第
十
五
号
︑
一
九
八
三
年
︑
一
〇
三
頁
～
一
一
三
頁
)

竺
沙
雅
章
﹃
宋
元
佛
教
文
化
史
研
究
﹄
汲
古
書
院
︑
二
〇
〇
〇
年

張
美
僑
﹁
菩
提
流
志
訳
﹃
須
摩
提
経
﹄
の
流
伝
と
入
蔵
袞
七
寺
一
切
経
本
を
中
心
と
し
て
袞
﹂
︵
﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
六
十
九
巻
第
一
号
︑

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

七
九



二
〇
二
〇
年
︑
二
七
二
頁
～
二
六
九
頁
︶

中
純
夫
﹁
應
縣
木
塔
所
出
﹃
契
丹
藏
經
﹄
と
房
山
石
經
遼
金
刻
經
﹂
︵
﹃
中
國
佛
敎
石
經
の
研
究
﹄
京
都
大
学
学
術
出
版
会
︑
一
九
九
六
年
︑
一
九

三
頁
～
二
三
九
頁
︶

七
寺
一
切
経
保
存
会
編
﹃
尾
張
史
料

七
寺
一
切
経
目
録
﹄
一
九
六
八
年

日
本
古
写
経
研
究
所
編
﹁
七
寺
一
切
経

書
誌
情
報
一
覧
︵
一
︶
袞
仮
五
函
袞
／
︵
二
︶
袞
仮
二
十
一
函
袞
／
︵
三
︶
袞
仮
十
五
函
袞
／
︵
四
︶

袞
仮
十
七
函
袞
／
︵
五
︶
袞
大
阪
市
立
美
術
館
寄
託
分
袞
／
︵
六
︶
袞
仮
十
一
函
袞
﹂
︵
﹃
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
第
四
号
︑
二
〇
一

九
年
︑
八
一
頁
～
一
四
四
頁
︑
第
五
号
︑
二
〇
二
〇
年
︑
八
五
頁
～
一
五
一
頁
︑
第
六
号
︑
二
〇
二
一
年
︑
八
七
頁
～
一
四
一
頁
︑
第
七
号
︑

二
〇
二
二
年
︑
八
三
頁
～
一
四
八
頁
︑
第
八
号
︑
二
〇
二
三
年
︑
七
一
頁
～
一
一
二
頁
︑
第
九
号
︑
二
〇
二
四
年
︑
九
一
頁
～
一
六
四
頁
︶

野
沢
佳
美
﹃
印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史
袞
中
国
・
高
麗
篇
袞
﹄
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア

３
︑
二
〇
一
五
年

野
村
卓
美
﹁
﹃
清
浄
法
行
経
﹄
の
研
究
袞
七
寺
本
﹃
清
浄
法
行
経
﹄
の
﹁
翻
刻
﹂
と
﹁
訓
読
﹂
を
め
ぐ
っ
て
袞
﹂
︵
﹃
文
藝
論
叢
﹄
第
八
十
七
号
︑

二
〇
一
六
年
︑
一
頁
～
一
五
頁
︶

藤
井
教
公
・
池
邊
宏
昭
ほ
か
﹁
世
親
﹃
法
華
論
﹄
訳
注
︵
一
︶
﹂
︵
﹃
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
﹄
第
一
〇
五
号
︑
二
〇
〇
一
年
︑
二
一
頁
～

一
一
二
頁
︶

藤
井
教
公
・
池
邊
宏
昭
﹁
世
親
﹃
法
華
論
﹄
訳
注
︵
二
︶
﹂
︵
﹃
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
﹄
第
一
〇
八
号
︑
二
〇
〇
二
年
︑
一
頁
～
九
五
頁
︶

藤
井
教
公
・
池
邊
宏
昭
﹁
世
親
﹃
法
華
論
﹄
訳
注
︵
三
︶
﹂
︵
﹃
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
﹄
第
一
一
一
号
︑
二
〇
〇
三
年
︑
一
頁
～
七
〇
頁
︶

前
島
信
也
﹁
七
寺
一
切
経
に
お
け
る
日
本
撰
述
経
典
に
つ
い
て
﹂︵
﹃
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
第
八
号
︑
二
〇
二
三
年
︑
四
九
頁
～
六
〇
頁
)

前
島
信
也
・
新
田
優
﹁
七
寺
一
切
経
録
外
経
典
﹃
仏
説
老
女
経
﹄
翻
刻
・
訓
読
・
訳
注
﹂
︵
﹃
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
第
八
号
︑
二
〇
二

三
年
︑
六
二
頁
～
七
〇
頁
︶

牧
田
諦
亮
監
修
・
落
合
俊
典
編
﹃
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
﹄
全
六
巻
︑
大
東
出
版
社
︑
一
九
九
四
年
～
二
〇
〇
〇
年

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

八
〇



三
井
晶
史
編
﹃
昭
和
新
纂
国
訳
大
蔵
経
﹄
論
律
部
第
九
巻
︑
初
版
一
九
三
一
年
︵
覆
刻
版
一
九
七
七
年
︑
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
二
〇
〇
九
年
︶

箕
浦
尚
美
﹁
︽
玄
應
撰
﹃
一
切
經
音
義
﹄
書
誌
︾
金
剛
寺
・
七
寺
・
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
・
西
方
寺
藏

玄
應
撰
﹃
一
切
經
音
義
﹄
に
つ
い
て
﹂

︵
﹃
玄
應
撰

一
切
經
音
義

二
十
五
卷
﹄
日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊
第
一
輯
︑
二
〇
〇
六
年
︑
一
五
頁
～
三
六
頁
︶

宮
崎
展
昌
﹁
竺
法
護
訳
﹃
普
超
三
昧
経
﹄
の
日
本
古
写
経
三
種
と
版
本
大
蔵
経
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
第

四
号
︑
二
〇
一
九
年
︑
三
七
頁
～
六
七
頁
︶

望
月
海
慧
・
金
炳
坤
編
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
﹄
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
︑
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑
二
〇
二
〇
年

望
月
海
慧
﹁
世
親
の
﹃
法
華
論
﹄
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
﹄
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
︑
二
〇
二
〇
年
︑
一
頁
～
一

九
頁
︶

望
月
信
亨
編
著
﹃
望
月
仏
教
大
辞
典
﹄
世
界
聖
典
刊
行
協
会
︑
一
九
三
三
年
～
一
九
三
六
年

T
erry
R
ae
A
bbott,
“T
he
C
om
m
entary
on
the
L
otus
Sutra,”
T
ian
tai
L
otu
s
T
exts,
B
D
K
T
ripiṫaka
T
ranslation
Series,
2013,

B
erkeley
:B
ukkyō
D
endō
K
yōkai
A
m
erica,pp.83-149.

稲
園
山
七
寺
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://nanatsudera-osu.com
/
(
参
照

二
〇
二
四
年
九
月
二
十
八
日
︶

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
・
日
本
古
写
経
研
究
所
﹁
日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
https://koshakyo-database.icabs.ac.jp/
(
参
照

二
〇
二

四
年
九
月
二
十
九
日
︶

常
不
軽
院
日
真
﹃
科
註
妙
法
蓮
華
経
論
﹄
龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

https://da.library.ryukoku.ac.jp/page/220309

(
参
照

二
〇
二
四
年
十
月
一
日
)

拙
稿
﹁
興
聖
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
﹄
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
六
十
九
巻
第
二
号
︑
二
〇
二
一
年
︑
五
七
六
頁

～
五
七
九
頁
︶

拙
稿
﹁
興
聖
寺
本
﹃
法
華
論
﹄
﹂
︵
﹃
い
と
く
ら
﹄
第
十
一
号
︑
二
〇
二
二
年
Ａ
︑
六
頁
︶

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

八
一



拙
稿
﹁
興
聖
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
﹂︵
﹃
仙
石
山
仏
教
学
論
集
﹄
第
十
三
号
︑
二
〇
二
二
年
Ｂ
︑
一
頁
～
七
六
頁
)

拙
稿
﹁
真
福
寺
蔵
﹃
法
華
論
﹄
の
紹
介
と
史
料
的
価
値
﹂
︵
﹃
い
と
く
ら
﹄
第
十
二
号
︑
︽
特
集

真
福
寺
大
須
文
庫
蔵
﹃
法
華
論
﹄
︵
鎌
倉
写
本
︶
︾
︑

二
〇
二
三
年
︑
三
頁
～
四
頁
︶

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀
七
寺
一
切
経
︑
﹃
法
華
論
﹄
︑
菩
提
留
支

七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

八
二





七
寺
一
切
経
本
﹃
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
﹄
解
題
・
翻
刻
︵
浅
野
︶

八
四
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Bibliographical Introduction and Transcription 
of “Miaofa lianhua jing youpotishe 

” in the Nanatsu-dera  
Manuscripts                       

ASANO Manabu 
This paper forms part of the author’s ongoing philological study of the 
Miaofa Lianhua Jing Youpotishe, hereafter referred to as the Fahua Lun 

, through the examination of ancient Japanese manuscript sutras. The 
study centers on newly discovered manuscripts of the Fahua Lun housed in 
the Nanatsudera Issaikyo Collection , presenting both an 
annotated introduction and a complete transcription. 

In December 2021, the author participated in a field survey of the 
, Naka Ward, 

Nagoya City , by the Research Institute for Old Japanese 
Manuscripts of Buddhist Scriptures . During this 
survey, two old Japanese manuscripts of the Fahua Lun, preserved at 

, were examined: 
 
1. Single-Volume Manuscript: This manuscript, a translation of the 

Miaofa Lianhua Jing Youpotishe by Bodhiruci , is 
well-preserved. 

2. Two-Volume Manuscript: Also a Bodhiruci translation, this 
manuscript has minor damage to the opening section, but the 
majority of the text remains intact and legible. 
 

In the introductory section, the fundamental details about these two 
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manuscripts are presented. It confirms that the single-volume manuscript 
belongs to the lineage of the “older form of Bodhiruci’s translation.” In 
contrast, the two-volume manuscript aligns with textual traditions shared 

, and the Fangshan Yunjusi Stone Canon edition 
. 
A textual comparison of various Fahua Lun manuscripts reveals that the 

text of the single-volume Nanatsudera manuscript closely resembles the 
version cited in Engu’s   

. These texts retain archetypal characteristics that are absent in 
. Furthermore, the single-volume Nanatsudera 

, 
the second patriarch of the Chinese Faxiang school . This finding 
establishes that texts like the single-volume Nanatsudera manuscript, which 
are not preserved among the Dunhuang manuscripts , circulated 
as early as the early Tang dynasty. 

In the transcription section, the single-volume Miaofa Lianhua Jing 
Youpotishe from the Nanatsudera collection is presented as the base text. 

noted. 
 
Keywords: Nanatsudera Issai- Hokkeron  
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